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序 文

熊本県には豊かな自然や歴史、 風土の中で培われた多彩な地域の伝統文

化が数多く残されています。 これらを守り、 さらに新しい文化を創造し、

後世に引き継いでいくためには、 県民の方々の文化財に対する深い御理解

と御協力をいただかねばなりません。

本書は、 八代市の南九州西回り自動車道建設事業に先行して行った万年

寺遺跡の発掘調査報告書です。 万年寺遺跡からは、 弥生時代の遺物、 中世

の館跡にともなう遺構や遺物、 またそれに続く寺院跡の遺構や五輪塔を含

む遺物が大量に出土しました。 また近世から現代に至る多種多様の陶磁器

類も確認でき、 当時の文化交流も窺い知れる貴重な資料を提供してくれま

した。

この報告書が、 八代市ひいては熊本県の歴史を学ぶうえで、 また埋蔵文

化財をより深く理解していただくうえで、 御活用いただければさいわいで

す。

最後に、 調査の円滑な実施に御理解と御協力をいただきました地元の方

々、 建設省入代工事事務所、 八代市教育委員会、 並びに関係機関に対して

厚くお礼申し上げます。

平成9年3月31日

熊本県教育長 松尾 隆樹



例 目

1 本書 は熊 本県八代市平 山 新 町 に 所在す る 、 万年寺遺跡の 調査 報告書 で あ る 。

2 調査 は 南九州 西 回 り 自 動車道建設事業 に 伴 う 事前 調査 と して 、 建設 省八代工事事 務所 の 依頼を 受 け 、 熊

本県教育 庁文化課が実施 し、 調査 は 平成 7 年 4 月 か ら 平成 8 年 3 月 まで 実施 した 。 整理 ・ 報告 は 平成 8 年

年 4 月 か ら 平成 9 年 3 月 まで 行っ た 。

3 本書 に 使用 した 地形図 は 、 建設 省八代工事事 務所か ら 提供を う け た も の を 基 礎に して い る 。

4 現地調査 に 関 す る 実測 及 び 写真撮影 は 主に 調査員 で 行っ た 。 また 、 遺 物 の 写真撮影 は 今村 龍太郎 が 行っ
�・，、 。

5 遺物 の 実測 は 主と して 園 村 辰実 と 戸田 紀 美子が、 五輪塔 は 山 城敏昭が 行い 、 陶磁器類 の 一部 は 有 限会社

埋蔵文化財サ ポ ー トシ ス テムに 委託した 。 製 図 は 戸由紀 美子と 瀬 口 絹代 が 行っ た 。

6 本書 の 執筆は 主 と して 園 村 辰実が こ れ に あた り 、 一 部を 松本健郎 (第 I章第 1 節 1 ) 、 津 田 宗111買 (第 E章)

が 担当 し た 。 また 、 万 年寺遺跡 の 出 土 人骨 に つ い て は 、 分部哲秋 (長崎大学 医学部解剖学第 2 教 室講 師) 、

佐 伯和信 ( 同助 手) の 両先生 に 実測 及 び取 り 上 げ を お願い した 。

7 本書 の 編集 は 、 熊本県教育庁文化課で 行い 、 園村が 担当 した 。

凡 例

1 . 現地で の 実測 図 の 縮尺は 、 遺構 配置 図 は 200 分の l で 、 遺 構 は 土坑 ・土 壊墓 は 10 分の l 、 そ の 他 は 20 分

の l 、 弥生時代 の 遺構等 は 2 分の l 、 5 分の l で 行っ た 。 本書 に掲載 した 縮尺は 土坑 ・ 土 壌墓 は 30 分の l 、

弥生時代 の遺構 は 10 分の l 、 そ の 他 は 60 分の l で統 ー した 。

2 . 遺構 の 方位 は すべ て 磁北 で あ る 。

3 . 出 土遺物 の 番号 は 、 すべて を 通 して 付 した 。 な お 縮尺は 陶磁器類 に つ い て は 2 分の l 、 瓦 は 4 分の l 、

窯道具 は 3 分の l 、 瓦 質 土 器 の 大型 の も の は 4 分の l 、 小型 の も の は 3 分の 1 で 行っ た 。

4 . 弥生時代 の 出 土遺 物 、 1 1号土 境墓 出 土遺物以外 は 、 すべて 観察表 に 記載 した 。

5 . 出土遺物 は すべ て 熊 本県文化財収蔵 庫で保管して い る 。
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図 版1 1 (上 .26号土坑，中 .27号土坑，下 .28号土坑) 号土墳墓)

図版12 (上 .29号土坑，中 .30号土坑，下.3 1号土坑) 図 版22 (上 .21 号 土 墳墓， 中 .22号 土墳墓， 下 .23

図版13 (上 .32号土坑，中 .33号土坑，下.34号土坑) 号 土墳墓)

図版1 4 (上 .3 5号土坑，中 .36号土坑，下.37号土 坑) 図版23 (上 .1 号堀跡， 中 .2 号堀跡北西断面，



下 .2 号堀 跡 中 央 断面)

図版24 (上 .2 号堀跡及 ぴ土塁 断面， 中 .発掘調査

風景， 下 .人骨 実 測風景)

図版2 5 万年寺遺跡 出 土遺物 No. 1 -No.13 

図版26 万年寺遺跡 出 土遺物 No . 14 -No . 34 

図版27 万年寺遺跡 出 土遺物 No .3 5-No. 44 

図 版28 万年寺遺跡 出 土遺物 No. 4 5-No. 61  

図版29 万年寺 遺 跡 出 土遺物 No.62 -No.7 5 

図 版30 万年寺遺跡 出 土遺物 No. 76 -No. 81 

図版31 万年寺 遺 跡 出 土 遺物 No .82 -No. 84 

図 版32 万年寺遺跡出 土遺物 No .8 5-No. 90 

図 版33 万年寺遺跡 出 土遺物 No. 9 1 -No .108 

図版34 万年寺遺跡 出 土遺物 No .109 -No .1 17 

図版3 5 万年寺遺跡 出 土 遺物 No .1 18 -No .1 37 

図 版36 万年寺遺跡 出 土遺物 No .138 -No .1 52 

図 版37 万年寺遺跡出 土遺物 No .1 53 -No .1 62 

図 版38 万年寺 遺 跡 出 土遺物 No .1 63 -No .176 

図版39 万年寺遺跡、 出 土遺物 No .1 77 -No .1 92 

図 版40 万年寺遺跡 出 土遺物 No .194 -No .200 

図版41 万年寺遺跡 出 土遺物 No .201 -No . 209 

図版42 万年寺遺跡 出 土遺物 No.210 -No.21 5 

図版43 万年寺遺跡 出 土遺物 No. 2 16 -No. 230 

図版44 万年寺遺跡 出 土遺物 No .231 -No. 247 

図版4 5 万年寺遺跡、 出 土遺物 No. 248 -No .262 

図版46 万年寺遺跡 出 土 遺物 No.263 -No.276 

図版47 万年寺遺跡 出 土 遺物 No. 277 -No .288 

図版48 万年寺遺跡 出 土遺物 No. 289 -No. 300 

図版49 万年寺遺跡 出 土遺物 No .301 -No .309 

図版 50 万年寺遺跡 出 土 遺物 No.310 -No.321 

図版 51 万年寺遺跡出 土遺物 No .322 -No. 3 56 

図版 52 万年寺 遺 跡 出 土 遺物 No .3 57 -No .368 

図版 53 万年寺遺跡出 土遺物 No .369 -No .380 

図版 54 万年寺遺跡 出 土遺物 No . 381 -No . 391 

図版 55 万年寺遺跡出 土遺物 No.392 -No.401 

図版 56 万年寺 遺 跡 出 土遺物 No .402 -No .4 12 

図版 57 万年寺遺跡 出 土遺物 No .4 13 -No .424 

図版 58 万年寺遺跡 出 土遺物 No.42 5-No.443 

図版 59 万年寺遺跡 出 土 遺物 No .444 -No .4 55 



第I章 調査の概要

第 1 節 調査に至る経緯と 経過

1 調査に至る経緯

一 般国道 3 号線 は 、 北 九州 を 起点 に 、 福岡 市 、 熊本市、 八代市 、 水俣市 を 経 て 鹿 児 島市 に 至 る 、 総延長443 .8km

の 幹線道 路で 、 九 州 を 縦 断す る 動脈と し て 重要 な 役割を 果し て い る 。

し か し 、 八代以南 の区間 は 、 そ の 地域 に と っ て 唯一 の 幹線道 路に も か か わ らず 、 道 路の 整 備が 遅れ 、 交通

渋滞等 が 慢性化 し 、 南 九州 の 発展 に と っ て 大 き な 障害の ーっ と な っ て た 。

昭和 62年の 「第 四次全 国総合開 発計画」 に お い て 、 多極分散型 の 国土形成 に 向 け た 高 規格 幹線道 路網の 整

備が提案 さ れ た 。 そ の 一 環と し て 計画さ れ た の が、 南 九 州 西 回 り 自 動車道 で あ る 。

南 九 州 西 回 り 自 動 車 道 は 、 八代 市 と 鹿児 島 市 の 問、 約 140kmに お よ ぶが、 熊 本 県 内 で は 先ず八代 ・ 日 奈 久

間 約12 .88kmが施工 さ れ る こ と に な っ た 。 事 業の所管は 、 建設 省九 州 地 方建設 局 八代工事事 務所 で あ る 。

平成 2年4 月 17 日 、 八代工事事 務所 長か ら、 県教育 長あ て に 、 八代 ・ 日 奈久 間 の埋蔵文化財 に つ い て 協議

を 受 け た 。

こ れ を 受 け て 、 平成 2年 5 月 22 日 ・ 23 日 、 八代工事事 務所調査第 2 課、 県土木部道 路建設課 、 八代市教育

委員 会文化課 の 立 会 い の も と に 、 県文化課の桑原憲彰 (文化財調 査第 2 係長) 、 前川 清一 (文化財保護主事)

が、 遺跡の 分布調査 を 行っ た 。

そ の 結果、 薬師 堂 、 木下窯跡、 松 岡 屋敷跡、 万年寺跡、 平 山 古 墳、 平 山 城跡 、 平 山 遺跡 、 窯 跡 の 8カ所 に

つ い て 確認調 査 を 実施 し 、 路線 内 で の遺跡の 有無 、 内容等 を 確 認す る 必要 があ る と の 回 答文書 を 平成 2年8

月 28 日 付 け で 発送し た 。

そ の 後 、 用 地 の 購入状況等 に あ わせ 、 平成 4年2 月 20 日 付 け で八代工事事 務所 長か ら県教 育 長へ 、 八代市

奈良木 町 か ら平山 新 町 聞の 木下窯跡、 松 岡 屋敷跡 、 平 山 遺 跡 、 窯跡 に つ い て の確 認 (試掘 ) 調 査 依頼があ っ

た 。

こ の 依頼を 受 け て 、 平成 4年 5 月 20 日 か ら6 月 3 日 ま で 、 確認 (試掘) 調 査 を 行っ た 。 確 認 (試掘 ) 調 査

は 、 村崎孝宏 (文化財保護 主事) が 担当し た 。

篠認調 査の 結果、 平山 遺跡、 と 窯跡 と は 一 連 の も の で あ る こ と と そ の 調 査範 囲 、 木下窯跡 と 松 岡 屋敷跡 に つ

い て は 調 査 の 必要 な 範 囲 やそ れぞれの遺跡の 概要等 に つ い て 、 平成 4年6 月 1 5日 付 け で八代工事事 務所 長あ

て に 通 知し た 。

そ の 後 、 八代工事事 務所 と 県文化 謀、 八代市教育委員 会文化課で 発掘調 査 の 実施 に つ い て 協議を 重 ね 、 調

査面積が 広い 松 岡 屋敷跡、 平山 遺跡 (窯跡 を 含 む ) 、 万年寺遺跡 は 県教育委 員 会 が、 他 の 木 下窯跡、 平山古墳、

平山 城跡 は 八代市教育 委員会が調査 を 担当 す る こ と と な っ た 。

ま た 、 用 地取 得状況 や工事工 程等 か ら、 平成 7年度は 県が万年寺遺跡の 発掘 調 査 を 、 八代市 が薬師 堂 ・ 木

下窯跡 の 整 理報告書 の作成 を 行う こ と と な っ た 。

平成 6年1 1 月 か ら、 調査費 の 積算や調査工 程の作成等 の事 務処理 と 建設 省と の 協議を 重 ね 、 平成 7年4 月

3 日 付 け で建設 省九州 地方建設 局 八代工事事 務所長 ( 横溝敏治) と 熊 本 県 知事 ( 福島 譲 二 ) と の 聞に 「 発掘

調査委託契約書」 を 、 平成 8年4 月 1 日 付 けで建設 省九 州 地 方建設 局 八代工事事 務所 長 ( 炉木 威) と 熊 本

県 知事 ( 福島 譲 二) と の 聞に 「整理作 業委託契約」 を 締結し た 。
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2 調査の経過

本調査 に 先立って 、 平成 2 年 5 月 22 ・ 23 日 に 実施 さ れ た 分布調査の 結果、 万年寺遺跡 に は 中 世 か ら近 世 に

か け て の 五輪 塔 や六地 蔵 と 思 わ れ る 板碑が存 在し て お り 、 遺跡の存 在が確認 さ れ た 。 こ の 結果を う け て 、 工

事 予定区域内の遺跡 の 範 囲 を 確定 し 、 平成 7 年 4 月 か ら本調査 を 実施 し た 。

文化課で は 下 記 の よ う な 体 制で 、 万年寺遺跡の調査 を 平成 7 年 4 月 か ら平成 8 年 3 月 ま で実施 し た 。 調 査

区内に は 未買収地 が 2 ヶ所含 ま れ て い た の で 、 そ こ を 除く 地 域か ら調 査 を 開 始 し 、 未買収地 は 用 地 取 得がす

み 次第調 査 に と り か か る こ と を 建設 省入代工事事 務所 と 確認 し 、 園村辰実が現地調 査 を 担 当 し た 。 ま た 、 調

査 に は 多 く の 方が 参加さ れ 、 貴重 な ご助言 を い た だ い た 。 御 芳名 を 記 し 、 感謝の 意 を 表 し た い 。

調査主体 熊本県教育 委 員 会

調査 責任者 桑山 裕好 (文化課長)

調 査 総括 丸山 秀人 (文化課課 長補佐)

松本 健郎 (主 幹， 文化財調査第 2 係長)

調 査 担 当

調 査事 務局

専 門 調 査 員

園 村 辰実 (文化財保護主事)

三好 伴典 ( 文化課調 査 嘱託)

桑原 憲彰 ( 装飾古墳館 副館長 ， 分布調査 担 当 )

前川 清一 (文化課 参事 ， 分布調査 担 当 )

白 井 哲哉 (教育審議員 ， 文化課課長 補佐)

藤 本 和 夫 (文化課 総務係， 主 幹)

高 浜 保 子 (文化課 総務係， 参事)

調 査指導助言

分部 哲秋 (長崎大学 医学部解剖学第二教 室講 師)

佐 伯 和 信 (長崎大学 医学部解剖学第二教 室助 手)

松 山 丈三 (八代市文化課課長)

調査作業員

山 本 義明

山本 陽子

引地 ミツ ル

高 瀬 タ ダ子

菅原 貴明

吉 永 明 (八代市文化課主 任)

津 田 宗 } II頁 (八代市文化課主 任)

浜田 健資 (八代市文化課主事)

上 角 末 人 稲葉 貴子 山 本 き み よ

高 野 久 美子 上野 アヤ コ 松 嶋 正信

上野 アヤ 子 吉 田 かつ み 松 富美代 子

田 村 譲 白 浜 富子 吉 見 恭助

吉 永 知司 宮崎布 美子

3 整理の経過

稲葉 こ ず え

白 木 昌代

力 ス ミエ

本 田 貴博

宮崎 り え 山 本 優香里

宮 本 真理代 坂 井あ け み

古 閑 征ー 岩 田 政秀

吉川 節 子 田 村 イ疹

本調査 は平成 8 年 3 月に 終了し 、 万年寺遺跡か ら 出土 し た 遺物 を 熊本県文化課文化 財収蔵 庫に 搬入し た 。

平成 8 年 4 月 か ら文化 財収蔵 庫に お い て 、 万年寺遺跡の整理 班を 組織し 、 出土遺物 の 水 洗、 注記 、 接合等の

作業 を す す め た 。 同時 に 整理臨時 職員 と と も に 、 遺物の 実測 作業 、 製図作業等 を 行 った 。

平成 9 年 3 月に は 報告書 の 刊行 に こ ぎつ け た 。 整理に つ い て 以 下 の 方 の々御 協力 や御助言 を い た だ い た 。
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以下御 芳名 を 記 し て 感謝の 意 を 表 し た い 。

報告書作製責任者 桑山 裕好 (文化課長)

総 括 丸山 秀人 (教育審議員 文化課課長 補佐)

報告書 担 当

調査事 務局

調査指導助言

整 理作業員

淵上 慶子

橋本 由美子

松本 健郎 (主 幹， 文化財調査第 2 係長)

園 村 辰実 (文化財保護主事)

戸由紀 美子 (文化課整 理臨時 職員 )

瀬 口 絹代 (文化課整 理臨時 職員 )

湖上 重喜 (教育審議員 文化課課長 補佐)

江 尻 靖子 (文化 謀総務係長)

高 官 優美 (文化 謀総務係， 参事)

岸本 誠司 (文化課 総務係主事)

和 田 好史 (人吉市教育委員 会文化課)

美濃口 雅朗 (熊本市教育委員会文化課)

上 村 孝子

境 美恵子

尾方マ サ ミ

池辺 雅子

益田 久 子

4 調査の方法

白 井美恵子 川崎 節 子

調査区は 寺 院跡 と い う こ と で 、 か な り 以前よ り 墓地 と し て 使用 さ れて お り 、 土 葬墓 を は じめ 、 十数基 の 納

骨 堂 が建 て られ て い た 。 路線 決定後、 納 骨 堂 や土 葬墓の 路線外へ の 移転の た め 、 重 機等 で の 掘 り 返し が行 わ

れ 、 い た る と こ ろ で 地 面 の 掘 り 返し ゃコ ン ク リート の埋 め 込み が な さ れて い た 。 さ らに 、 粗大 ゴミ等 の不法

廃棄がお こ な わ れ 、 整 地 の さ い の埋 め 込み も 同時 に 行 わ れ る と い う 状況 で 、 調 査地 内 は か な り 荒らさ れ た 状

態 で あ った 。

本調査 は 平 成 7 年 4 月 か ら平成 8 年 3 月 ま で実施 し た が、 上記 の と お り で あ る た め 撹乱部 分 は 調 査が不可

能 と 判 断し 、 除外 を 余儀な く さ れ た 。

本調査で は 、 最初に 重 機で表土 を 取 り 除い た が、 山 か らの 崩落土が 厚く 堆積 し て お り 、 地 山 の 土 と の 判 別

が 難し く 、 遺構 の 検 出に か な り の 時 間 を 要 し た 。 。 グ リ ッ ド の設定 は 、 北 を 主 軸に 1 0 m の メァシ ュを 組み 、

路線区の設 計杭と 重 ね 合 わ せ た 。 遺構の 実測 は 主 軸に そ って 任意 に ポイ ン ト を 設定 し 、 10分 の l で 、 大 型 の

も の は 20分 の l で実 測を 実施 し 、 遺構番号は 任意 に 設定 し た 。

5 遺跡の基本土層

万年寺遺跡 の 基本 的 な 土 層は 次の と お り で あ る 。

I 層 表土 ( 耕作土)

E層 暗褐色土 (土墳 墓 は こ の 層か ら彫り 込み を 確認す る )

困層 淡 黄褐色土

百 層 暗褐色 砂磯層

V層 淡 黄色 砂磯層 (弥生 の 遺構遺物 は こ の層 に 位 置す る )
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第 2図 万年寺遺跡遺構配置図
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第H章 遺跡の概要

第 1 節 地理的環境

遺跡 は 八代 平 野 の 南部 、 球磨川下流 域の 左岸 ( 南側 ) に あ り 、 球磨川か ら南に 約 2， 500 m ほどに 位置し て

お り 、 日 奈久 断層崖を 構成 す る 山 麓か らごく わ ず か な 距離に あ る 。

八代平野 は 、 熊 本 県 の 南部 、 八代 海 (不 知火 海) の 東岸に 形成 さ れ た 南北 25 kmに わ た る 沖積平 野 で 、 平野

西側 の 大半 は 近世 以 降 に 拓か れ た 干拓に よ って 形成 さ れて い る 。 平野 東部 は 九州 山 地 ( 球磨山 地) の 西 縁部

に あ た り 、 北北 東一 南南西 に 日 奈久 断層と 呼ばれ る 大 断層崖が 走り 、 300 -500 m 内外 の 高 さ か ら30 度ほどの

傾斜を 持 って 落ち る 顕著 な 断層崖で あ る 。 八代平野 は こ れ ら山 聞か ら大小多 く の 河 川に よ って 運び 出 さ れ た

堆積物 に よ り 形成 さ れ た 扇状地 や、 日 本 三急流 の 一 つ で あ る 球磨川を は じめ 、 日 置JII ( 水 無 川) 、 氷川、 砂

川な どか ら大 量 の 土 砂を 運ぴ出 し 自 然 に 陸化 し た 複合 三角 州 に よ って 形成 さ れ た 沖積平 野 で あ る 。 また 、 八

代平 野 は い た る と こ ろ 地 下 水 が 豊富で 、 遺跡か ら約 l ，300 m ほど北側 に あ る 湧水 地 か らは 流 藻川と な り 平 野

を 西流 し て い る 。 八代 海は 潮の 干満の差が大 き く 広 大 な 干潟がで き る た め 、 近 世以 降 は 数多 く の 干拓事業 が

進 め られ 、 現在の 八代平野が形成 さ れ て い る 。

第 2 節 歴史的環境

(1)縄文時代

八代平 野 で は 縄文時代 の 遺跡 は 少な く 、 川田 小 筑遺跡 や鐘楼堂遺跡か ら縄文 晩期 の 土器が、 球磨川の 左岸

( 南側 ) で は 五 反田 遺 跡 や田 川内 員塚か ら縄文 中 期 か ら後期 の 土器が出 土 し て い る 。 ま た 、 産島 貝塚や高 島

遺跡 と い った 孤島 の 上 で も 土器 や石器が検 出 さ れ て い る が、 こ れ らは い ず れ も 限られ た 面 積で 広 範 な 集落遺

跡 を 形成 す る に 至 って いな い 。

(2)弥生時代

弥生時代 に な る と 八代平野 に お い て も か な り の遺跡が 知られ る よ う に な り 、 球磨川右岸の 龍峯山 山 麓か ら

日 置川流 域に か け て の 一 帯に 分布 密度が 濃く な って い る 。 西 片町遺跡 や沖片町遺跡 ・白 石 員塚な どがあ り 、

弥生 中 期 ごろ か らか な り の 規模の 集落が形成 さ れ る よ う に な った と 考 え られ て い る 。 球磨川以 南の 平 野 部 で

は 、 近 年 、 下堀 切遺 跡 の 調 査 が行 わ れ 、 弥生後期 の 集 落を め ぐる 溝が 発見 さ れ た 。 こ の 遺 跡 は 、 球磨川左岸

に 形成 さ れ た 沖積平野 の 末端 近 く に 位置 し て い て 、 土器、 石器の ほか 、 鉄斧の 柄な ど まと まった か た ち の 木

製 品が 出 土 し て い る 。 そ の た め 球磨川左岸の 沖積平野 も 弥生時代 に は か な り 利 用 で き た と 考 え られ る 。

(3)古墳時代

古 墳時代 に な る と 八代平野部 に は 多 く の古 墳群が形成 さ れ る 。 一 つ は 車 塚古 墳、 岡 塚 2号 墳と い う 前方後

円墳を 中 心 と し た 川田 町 の 古 墳群 で 、 も う 一 つ は 八代大 塚古 墳、 茶臼山 古墳、 高取 上の 山 古墳とい った前方

後 円墳群 を 中 心 と し た 上 片町 か ら東片町 に 分布 す る 古 墳群 で あ る 。 い ず れ も 球磨川右岸の平野部 に 形成 さ れ

て い る 。 また 、 こ の 地 域に は 大 き な 自 然石 を 組み 合 わ せ て 横穴式石 室を 造 った 「 鬼の 岩屋」 と 呼 ばれ る 古 墳

時代 後期 の古 墳を 多 く み る こ と がで き る 。 球磨川 左岸の平野部で は 横穴式 石室の 石 障や箱式 石棺の 内側 に 円

文 な ど を 刻 ん だ 装飾古 墳が多 く み られ 、 球磨川河 口に あ る 鼠蔵 古墳群 、 平野 南端 部 の 五 反田 ・田 川内 古 墳な

どがそ の 代 表 で あ る 。 八代平野 に は 干拓以前は 八代 海に 浮かぶ小 島 で あ った 所が多 く 、 産島 ・大 島 ・高 島 ・

小 鼠蔵 島 ・大 鼠蔵 島 で も 古 墳が確認 さ れ て い る 。 特に 大鼠蔵 山 古 墳群 の 楠 木 山 古 墳は 前期様式の 竪穴式石 室
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を 持 ち 、 築造年代 は 4 世紀 と 考 え られ 、 八代平野 南部 で は 最も 古 い古 墳で あ る 。

(4)歴史時代

古代 の 八代郡 に は 、 「和 名 類衆抄」 に よ れ ば 「木行 ・ 高 田 ・ 小河 ・ 肥伊 ・ 豊福」 の 5 郷が 置か れ て い た 。

こ の 時代 に は 、 郡寺 と し て 考 え られ る 興善寺廃 寺跡 を は じめ 能寺跡、 護 神 寺 跡 、 上宮跡 な どか ら古 瓦 が 出 土

し、 興善寺廃 寺跡 ・ 護神寺跡か らは 塔心 礎が 発見 さ れて い る 。 ま た 、 三官火 葬墓跡 、 田 平 山 火 葬墓跡か らは

蔵骨器、 洗切遺跡、か らは 奈 良 三彩を は じめ 墨書土器の あ る 須恵器 、 ヘラ描 き 文字 の あ る 土 師 器 な どが 出 土 し

て い る 。 沖片遺 跡 、 池尻遺 跡 か らは 須恵器の 円面 硯、 御 内 遺跡か らは 瑞花双鳳入稜鏡も 発見 さ れ て い る 。

八代 庄の 成 立に つ い て は 不 明 で あ る が、 八代 庄が平家 没官領で あ り 、 一 条 能 保 室 ( 源頼朝 の 実 妹) の 遺 領

の ーっと し て 八代 庄の 名 がみ え る こ と か ら、 鎌倉時代成 立期 に は 平氏か ら一 条 家 に 伝 領さ れ た も の で 、 そ の

後 は 、 北条氏の 得宗 領か有 力 一 門 の領地 で あ った と 考 え られて い る 。

南北朝 時代 に 入る と 、 建 武元年 ( 1334) に 名 和義高 が八代 庄の 地 頭に 任じられ 、 翌2 年 に は代 官と し て 内

河義真が下 向 し 、 古 麓城 ( =八代城) を 根拠に 菊 池氏 ・ 阿蘇氏 と 連携し 、 南朝 方の 重要 拠点 と し て 活躍し て

い る 。 当 時 の 古 麓城 は 入獄城 ・ 鞍掛城 ・ 丸山 城 ・ 勝尾城 ・ 飯盛城 に よ って 構成 さ れ て い た と 考 え られ る 。 名

和 八代 庄麓城 を 背景に 八代 庄の経営と 、 ま た 球磨川 の 徳測に 港を 開 き 対明 貿易を 行 って い た よ う で あ る 。

名 和 氏 は 文 明 16年 (1 848) 相良 為続 に 攻め られ 、 本 拠八代城 を 明 け 渡 し 、 そ の 後 は 為続が明 応8 年 (1499)

ま で八代地 域を 支配し た 。 そ の 聞に 八代 ・ 豊福の 知行 権を 安堵さ れ 、 球磨 ・ 芦北 を 含 む 3 郡 と 豊福を 所 領地

域と し て い る 。 し か し 為続 は 明 応8 年 菊 池能 運の 攻撃に あ い 、 やむ な く 八代城 を 放棄 し 人吉 に 引き 上 げ、 名

和 顕忠が城主 の 地位 に 復活し た 。 相良長 毎は文 亀元年 (1501 ) か ら八代城 の 攻撃を 開 始 し 、 ま た 八代城 攻略

の た め 「高 田 古城J ( =平 山 城) を 修築し て 拠城 と し 、 永 正 元年 ( 1504) 2 月名 和 氏 を 宇土 に 追放す る こ と で 、

再 ぴ八代 を 支配す る こ と と な った 。 相良氏 は そ の 後新城 や鷹峯城 を 構 築し 、 古 麓城 の 整 備を お こ な って お り 、

古 麓城 は 戦国期 の 城 郭と し て は 最も 完備さ れ た構造 を も って い た の で は な い か と 考 え られ て い る 。 そ の た め 、

天正9 年 ( 1581 ) 以 降 相良氏 に 替って 八代 を 領地 し た 島津氏 も そ の ま ま 継続 し て 使用 す る こ と と な った 。

天正15年 、 豊臣秀吉 は 島津征服の た め肥後 路を 南下 し 、 八代 を 拠点 と し 、 軍を 参集さ せ て い る 。 当 時 の八

代 の 様 子 を 「九州 御動座記」 の な か で 、 隈本城以上の 「無隠名 城」 と 称し 、 八つ の 城 を 捧え 、 兵数 千人 入れ

置く こ と がで き る 城で あ り 、 城 よ り ー里 の 所 に 「 舟付」 を 有 し て い た こ と が明 記 さ れ て い る 。 舟付 き は 徳i刻

の津 と 考 え られ る 。 当 時古 麓城 は そ の 領内 と 城下 町 に 支え られ る と と も に 、 外 国貿易の で き る 「 舟付」 徳測

の 津 を も っ肥後で は 最大 の 城下 町 で あ った と 考 え られ る 。

天正15年 、 肥後 は 佐 成々 政に 与え られ た が、 翌日年 国衆ー撲に よ って 成 政は 失 脚 し 、 肥後半 国領主 と し て

小西行長 が 領し た 。 古 麓城 に は小西 美作行重 を 城代 と し て 入城 さ せ た が、 行長 は 古 麓城 を 使用 せず 、 新 た に

徳i刻入江 と 球磨川 に 固ま れ た 麦島 に 新し い城 郭 ( =麦島城) を 築き 、 古 箆城 は 廃城 と な った 。

慶長 5 年 ( 1600) の 関 が原 の 役で 、 小西氏が 滅亡し 、 代 って 加藤清正が 領主 と な り 、 麦鳥城 に は 城代 を お

い て い る 。 元和 元年 ( 16 15 ) 一 国一城 令が出 さ れ た が、 麦島城 は 熊 本城 と と も に 肥後で た だ 2 城 残る こ と と

な った 。 そ の 後 、 元和 5 年 3 月 の 大地 震で 麦島城が 悉く 破壊さ れ た た め に 麦島 城 を 廃城 と し 、 加藤 忠広 は 幕

府の 許可を 得、 加 藤 右馬允正方に 命 じて 新た に 松江 ・ 徳測二村の 海辺に 築城 さ せ た 。 元和 8 年 2 月に 松江城

(八代城) は 竣工 し た 。 加藤 正方は 城代 と し て 城下 町 の経営に 努め 、 旧八代 町 の 基 礎を つ く った 。

寛永 9 年 ( 1632) 加藤 忠広 が 改易さ れ た 後 は 、 か わ って 細 川 忠利 が 任命 さ れ 、 人代城 に は 忠利 の 父三斎が

隠居城 と し て 入城 し て い る 。 正保 2 年 ( 1645) 八 代城内 で 三斎が 没し た あ と は 、 藩主光尚が幕府に 願って 藩

の 筆頭家老松 井 興長 を 城代 と し て 八代城 を 守衛さ せ た 。 以 後 は 代 松々 井氏が明 治3 年 ( 1870) の廃城 ま で 八

代城 を 守衛す る こ と に な る 。
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第 3 図 周辺遺跡分布図
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第1表 周辺遺跡一覧

番号 遺 跡 名 考

1 万年寺 遺跡

2 松岡屋敷跡

3 平 山 瓦窯跡

4 平 山 古墳

5 平 山 城跡

6 平 山 窯跡

7 木下 し 窯跡

8 下掘 切遺跡 A

9 下堀 切遺跡 B

10  丸山 古墳

1 1  丸山 古墳群

12 丸山 製 鉄所跡

13 丸山 窯跡

14 吉平瓦窯跡

15  三宮火 葬墓跡

16 三宮屋敷跡

17 五 反田 古墳

18 五 反田 貝塚

19 小 鼠蔵山 古墳群

20 大 鼠蔵山 古墳群

2 1 大 鼠蔵貝塚

22 楠木 山 古墳

23 尾張宮古墳

24 麦島城跡

25 塩釜山 古墳群

26 長 迫古墳

27 田 の 川内城跡

28 田 の 川内関 跡

29 田 の 川内古墳群

30 田 の 川内貝塚

31 千代永城跡

32 山の神貝塚

33 竹の 内古墳

34 鳩山 古墳

35 比丘尼ヶ城 跡

36 薬師堂跡

37 う そ の谷窯跡

時 代

弥生 中 世 ~現代

中 世 一 現代

中 世 一 近世

古墳

中 世

近 世

中 世 ~近世

弥生

弥生

古墳

古墳

古代

中 世

中 世

古墳

古墳

古墳

古墳

古墳

古墳

古墳

古墳

古墳

古墳

中 世

中 世 一 近世

備

屋敷跡 寺 院跡

屋敷跡

中 世 一 近世 に か け て の瓦窯跡

小 円墳横穴 石 室

高 田 焼窯 県指定

高 田 焼窯 鍛冶炉

散布地

散布地

横穴式石 室

須恵器 土師器

蔵骨器 出 土

小 口 積み 石 室

縄文土器 土 師 器 石 鍛

箱式石 棺

箱式石 棺 人骨 土器 剣 鉄鉱 貝輪 県指定

須恵器 土 師 器

鉄剣身 鉄鍛

円墳

中 世平城

鏡 勾玉 管玉 小 玉 鉄器 人骨 万剣 金具

鉄万 鉄鍬 土 師 器 陶 製 管玉

磨製石 斧 鈷状石 鍛 縄文土器

円筒埴輪 片 須恵器

中 世寺 院跡

瓦黛 ( 登り 窯) 炭焼 き 窯

nu
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第皿章 調査の成果

第 1 節 弥生時代の遺構と 遺物

1 遺 構

本遺 跡 は平成 2 年 度の 分布 調 査 の 際に 寺 院跡 と 確認 さ れ 、 万年寺 跡 の 存 在は 明 らか で あ った が、 弥生時代

の遺構及 ぴ遺物 の 出土 は ま った く 予想さ れて い な か った 。 寺 院跡 の 立地 条 件等 か らみ て も 、 新 た な 発見 に 驚

か さ れ る と と も に 貴重 な 発見 で あ る こ と は 間 違 い な い 。

遺構の 出土 は 散在的 に 埋聾状の状態で確認 さ れ 、 当 時 の 人 の々 生 活の様 子 を 示す も の は 何一つ 確認で き ず

住居跡 や生産に 用 い られ た 道具等 は 皆無で あ った 。 埋納 さ れ た 棄は 、 万 年寺遺 跡 か ら北 に 約500 m 離れ た 平

坦地 に 位置す る 弥生時代 の 遺 跡 で あ る 下堀 切遺跡で 出土 した 聾 に 類似す る た め 、 下堀 切遺 跡 と 本遺跡 と の 関

係を 明 らか に す る 必要 があ る だ ろ う 。

ま た 、 後述 す る が本遺 跡 に は 堀 及 び土塁が確認 さ れて い る 。 l 号堀 に付随す る 土塁 は 後 世 の 削 平等 で、存 在

し な か った が、 1 . 2 号弥生土墳 は こ の土塁があ った と 思 わ れ る 位置に 、 3 -5 号弥 生 土墳 は 2 号堀 に 付随

す る 土塁 の 下 に 存 在して い た 。 そ の た め 弥生時代 の土墳が削平 を 免れ て 現存 して い た と 思 わ れ る 。 反面 、 他

の 遺構 も 削 平 に よ って 消失 した と も 想像で き る 。

1 号弥生土墳 ( 第 4 図 )

D- 2 区に 位置し 、 土 器 の 主 軸は N- 1 5 0- Wで あ る 。 埋納 さ れ た 際の 掘 込ライ ン は 確 認 で き ず、 地 山 と

同質 の 土 及 ぴ礁 に よ って 覆わ れ た 状態 で の 出土 で あ った 。

出土遺物 は 弥生時代後期 の 聾 で 、 ほぼ水平 に 倒し た状態 で の 出土 で 、 上部 は 土 圧の 影 響 で あ ろ う か小 破片

の状態 で あ った 。

2 号弥生土壊 ( 第 4 図 )

E- 3 区に 位置し、 こ こ で は 2 号弥生土 壌と 記 した が、 1 号弥生土墳 と 同様埋納 の 際の 掘 込ライ ン は 確 認

出来 な か った 。 出土 し た 状況か ら、 ま た 聾 の 胸部分の み で あ る と い う こ と か ら、 土 墳 へ の 埋納 で は な く 、 遺

物 の み の 散布 と い う 可能性 も あ る と い う こ と を こ こ に 記 して お く 。

3号弥生土壌 ( 第 4 図 )

1 - 7 区に 位置し、 土墳 の 主 軸は N- 1 5 0- Wで あ る 。 掘 込の 平面 プ ラ ン は 楕円形 に 近 い 隅丸長方形 で 、

長軸62cm 、 短軸52 .4cm 、 深さ 約 8 cm を 測る 。

出土遺物 は 、 弥生時代後期 の 蓋で 、 水平 よ り やや上向 き の状態で埋納 さ れ て い た 。 土 器 の 上 部 は やや破壊

さ れ て い る が、 ほほ完形 の 状態 で 、 土墳 の 主 軸と ほぼ直角 に埋納 さ れ て い た 。

4号弥生土墳 ( 第 4 図)

1 - 7 区に 位置し、 3 号 弥 生 土墳 の 東隣 で確認 さ れ た 。 土 墳 の 主 軸は N- 30 0- Eで あ る 。 掘 込の 平面 プ

ラ ン は 不 整 形 で 2 個の ピ ッ ト を 有 し 、 長 軸l l l cm 、 短軸70cm 、 深さ約20cm を 測 る 。 2 個の ピ ッ ト は 焼土 や炭

化物 で う め られ 、 土墳 の埋土 も 焼土 や炭化物 混じり の 茶褐 色 土 で あ った 。

出土 遺 物 は 、 弥生時代後期 の 完形 の 霊で 、 水平 よ り 約 30 0起き 上 が った 状 態 で 、 土墳 の 主 軸と ほぼ直角 に

埋納 さ れ て い た 。

5号弥生土壌 ( 第 4 図 )
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1 - 7 区に 位置し 、 4 号 弥生土墳 の 北 東際、 J - 7 区と の 境界 近 く で確認 さ れ た 。 土 療の 主 軸は E- 30 。

- Nで あ る 。 掘 込の 平 面 プ ラ ン は 円形 に 近 い 楕円形で、 長 軸58 .8cm 、 短軸48 .8cm 、 深さ 9 .2 -20 叩を 測 り 、

土墳 の埋土 は 焼土 と 炭化物 を 少量 含 む 磯 混じり の 黄褐色土であ る 。

出土遺物 は 、 弥生時代後期 の 聾 で 、 ほほ直立 し た 状態 で確認 さ れ た 。 胴部 の 上 位は 土 圧の た め か 、 小 破片

の状態 で 散乱し て おり 、 一部 欠損し て い た 。

2 遺 物

1 号弥生土噴出土土器(第5図 1 ) 

弥生時代後期 の 聾 で 、 そ の 法量 は 口 径18 .2cm 、 器高28 .5cm 、 胴部 最大 径19 .4cm 、 脚 径8 .0cm 、 脚 高2 .7 叩を

測 る 。 脚 は 短く やや内 湾し 、 胴部 は 中 央 よ りやや上 位に 最大 径を も ち 、 口 縁部 は く の 字 に 開 く 。 胴部 の 内 面

及 ぴ外面 は細 か な 制毛 目 調 整 で 、 口 縁及 び 口 唇部 は 横な で 、 内 面 の 底 に は 指 頭に よ る 押圧がみ られ る 。 胎土

は 砂粒を 多 く 含み 、 色 調 は に ぶ い 撞色 、 焼成 は やや良 で あ る 。

2 号弥生土噴出土土器(第5図 2 ) 

脚 の 部 分 の み の 出土 で あ る 。 法 量 は 脚 径13 .8cm 、 脚 高 は 7 .5cm そ の 他 は 不 明 で あ る 。 形態 の特徴 と し て は

脚 か らみ て か な り の 大 型 の 聾に な る も の と 思 わ れ る 。 脚 は ほぼ直線的 に 長 く の ぴ、 外面 は タ タ キ、 内 面 は 剥

離が ひどく 調 整 は 不 明 で あ る 。 胎土 中 に は 大 粒の 白 色 の 砂粒を 含 み 、 色調 は 明 赤褐 色 、 焼成 は やや良 で 、 内

面の 底部 に は 焦げ 目 と 思 わ れ る 黒変がみ られ る 。

3 号弥生土噴出土土器(第5 図 3 ) 

弥生時代後期 の 聾 で 、 口 縁部 の 約 半分 を 欠損す る 。 そ の 法 量 は 口 径は 復 元値で 16 .0cm 、 器高 17 .8 -18 .1 cm 、

胴部 最大 径13 .4cm 、 脚 径17 .7 個、 脚 高2 .7 叩を 測 る 。 脚 は 短く ほぽ直線 的 に 聞 き 、 胴部 は 中 央 よ り やや上 位

に 最大 径を も ち 、 口 縁部 は やや外 反し な が ら開 く 。 胴部 の 外面 は粗い刷 毛 目 調 整 で 、 内 面 は 表面 の 剥離が ひ

どく 調整 は 観察で き な い 。 口 縁及 ぴ 口 唇部 は 横ナデ、 脚 の 内外面 も ナ デ に よ る 調整 で あ る 。

胎土 は 白 色 の 砂粒を 多 く 含 み 粗 い 。 色調 は 赤樫色 で 、 焼成 は 不 良 、 土 圧に よ る 歪み がみ られ る 。

4 号弥生土噴出土土器(第5図 4 ) 

弥生 時代後期 の 聾 で 、 脚 の ほん の 一 部 を 欠損す る も ほぼ完形 で 出土 し た 。 そ の 法 量 は 口 径17 .4cm 、 器高

23 .7cm 、 胴部 最大 径16 .8cm 、 脚 径8 .8cm 、 脚 高2 .7cm を 測 る 。 脚 は 短く やや外 反し な が ら聞 き 、 胴部 は 中 央 よ

り やや上 位に 最大 径を も ち 、 口 縁部 も やや外 反し な が ら開 く 。 胴部 の 外面 は 細 か い 制毛 目 調 整 で 、 内 面 は や

や剥離がみ られ る も の の 、 細 か い 丁寧な 刷 毛 目 調整 を 施す。 口 縁及 ぴ 口 唇部 は 横ナデ、 脚 も ナデ に よ る 調整

を 施 し て い る 。

胎土 は 白 色 の 砂粒を 多 く 含 む が、 非常 に 密で 、 色調 は に ぶ い 樫色 で 、 口 縁部 の 一 部 に 黒 変 がみ られ 、 焼成

は 良好 で 、 非常 に き れ い な プ ロポーシ ョ ン で あ る 。

5 号弥生土噴出土土器(第5図 5 ) 

弥生時代後期 の 聾 で 、 胴部 か ら口 縁部 に か け て の 約 3 分の lが 欠損して い る。 そ の 法量は 口径17 .4cm 、 器

高25 .0 -25 .3cm 、 胴部 最大 径15 .9cm 、 脚 径8 .9cm 、 脚 高2 .7cm を 測 る 。 脚 は 短く わ ず か に 外 反し な が ら聞 き 、

胴部 の ほぽ中 央 に 最大 径を も ち 、 口 縁部 も やや外 反し な が ら聞 く 。 胴部 の 外 面は 細 か い 制 毛 目 調 整 で 内 面 は

やや剥離がみ られ る も の の 、 細 か な 刷 毛 目 調 整を 施す 。 口 縁及 ぴ 口 唇部 は 横ナ デ、 脚 の 内 面 は 制毛 目 、 内 面

は ナ デ に よ る 調 整 が施 さ れ て い る。

胎土 は 白 色 の 砂粒を 多 く含む が 密で 、 色調は に ぶ い 糧色 を呈す る。 焼成 は 良好 で あ るが、 土 圧に よ る歪み

がみ ら れ る 。

。L



@ 巴| []]I 
、
国 l

:: 
[]] I 出 l

国l

A 主
屯言

@ 
1 号弥生土録

主くノ
h川l
・
8円
K一

三三
3 号弥生土犠墓

働
臼
[苔

1[0 |回
⑨ 

A A' 

1[0 
8.300 :� ICD A' 

ト斗A'主「八

∞| 
書A' A 

三
8.3凶・-

ミ。
4号弥生土城墓

25cm 

-ー'F

⑨ t口|

第 4図 弥生土嫌実測図

- 13 -



2 

3 

、、

、、、
、、、
、、、、
、 、

第 5図 弥生土器実測図

- 14 -



第 2 節 中世から近世現代にいたる遺構 と遺物

1 土 坑

1 号土坑 ( 第 6 図)

E- 3 区に 位置し 、 主 軸は E- 40 0- Nで あ る 。 掘 込の 平 面 プ ラ ン は 不整形 で 、 長軸70cm 、 短軸52 .5cm 、

南端 に 深さ 約40cm を 測 り 、 平面形態が 円形の ピ ッ ト を 有す る 。 土坑 に は 熱を 受 け 赤変 し た 離が 床面 よ り やや

浮い た状態で 詰め られ て お り 、 そ の埋土 は 焼土及 び 炭化物 で あ った 。

出土遺物 は 礁 に 混じり 、 青磁 片が l 点 出土 し た が、 図化 に た え う る も の で は な か った 。

2号土坑 ( 第 6 図)

E-2 区と E- 3 区を ま た ぐと こ ろ に 位置し 、 主 軸は N- 42 0- Eで あ る 。 上 面 観察で は 不 整形 を 呈 し て

い た が、 下 方に 2 個の ピ ッ ト 状の掘 込が確認で き た 。 長 紬60 .0cm 、 短軸約40 .0cm を 測 る 。 土坑上 に は 大 型 の

礁 があ り 、 熱を 受 け て 赤変 し て お り 、 埋土 は 2 層 に 分 け られ 、 上層 は 焼土 と 炭化物 の 混合 土 、 下層 は焼土 と

炭化物 を 含 む H音黄 褐色土 で あ った 。

出土遺物 は 糸切り の 土 師 器 (皿 か 杯か は 不 明 ) が数点 出土 し た が、 実測 に た え う る も の で は な か った 。

3号土坑 ( 第 7 図)

E- 2 区に 位置し 、 主 軸は N- 27 0- Eで あ る 。 掘 込の 平 面 プ ラ ン は 不 整 形 で 、 基本 的 に は 土坑 と 3 個の

ピ ッ ト の 集 合 で あ る 。 規模は 長軸1 1 9 .0cm 、 短軸79 .0cm を 測 る 。 土坑の埋土 は 黒 褐 色 土 で あ る 。

出土遺物 は 土 師 器 の 小 片が数点 出土 し た が、 図化 に た え う る も の で は な か った 。

4号土坑 ( 第 7 図)

E- 2 区と E- 3 区を ま た ぐ地 点 に 位置し 、 主 軸は E- 18 0- Sで あ る 。 掘 込の 平面 プ ラ ン は 不 整 形 で 2

段 に 掘 り 込め られ て い る 。 規模は 長軸100cm 、 短軸78cm 、 深さ は 浅部 で、約 13cm 、 深部 で 約37cm を 測 る 。 埋土

は 暗褐 色 土 で 、 焼土 と 炭化物 を 含 む 。

遺物 の 出土 は な か った 。

5号土坑 ( 第 7 図)

F- 4 区に 位置し 、 主 軸は N- 40 0- Eで あ る 。 掘 込の 平 面 プ ラ ン は 楕円形 を 呈 し 、 長軸97cm 、 短軸72cm

深さ は 約40cm を 測 る 。 埋土 は 3 層 に 分層 で き 、 上層 は礁 を 含 ま な い 黒褐色 士、 中 層 は 礁 を 多量 に 含 む 暗褐色

土 、 下層 は 礁 を 少量含 む 灰褐色 土 で あ る 。

遺 物 の 出土 は な か った 。

6号土坑 ( 第 7 図)

F- 4 区に 位置し 、 主 軸は N- 33 0- Eで あ る 。 掘 込の 平 面 プ ラ ン は 台形状 を 呈 し 、 南コ ー ナ 一部 分 に さ

らの 掘 込を も ち 、 長軸83cm 、 短軸68cm 、 深さ は 浅部 で約 l l cm 、 深部 で約21 cm を 測 る 。 埋土 は 2 層 に 分層 で き 、

上層は 礁 を 含 ま ず焼土 と 炭化物 が 混ざる 暗茶褐色土 、 下層 は 礁 を 含 む 暗 灰色 土 で あ る 。

遺 物 の 出土 は な か った 。

7号土坑 ( 第 7 図)

F- 4 区と F- 5 区を ま た ぐ地 点 に 位置し 、 主 軸は E- 14 0- Nで あ る 。 掘 込 の 平面 プ ラ ン は 不 整 形 で 東

端 に ピ ッ ト を 有 し 、 長軸1 1 7cm 、 短軸82cm 、 深さ は 浅部 で約 16cm 、 深部 で、約 24cm 、 ピ ッ ト の 深さ は 約 23cm を

測 る 。 埋土 は 2 層 に 分層 で き 、 上層 は 砂粒と小型 の 礁を 含み 、 さ ら に 焼土 と 炭化物 が 混ざ る 暗茶褐色土 、 下

層 は 大型礁 を 含 む 暗 黄褐色 土 で あ る 。
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遺物 は染付 1 点 、 土 師 器 の 小 片が 2 点 出 土 し た が、 実測 に た え う る も の は な か っ た 。

8号土坑 (第 7 図)

F- 5 区に 位置 し 、 主 軸は N- 42 0- Eで あ る 。 掘 込 の 平面 プ ラ ン は不 整 形 で 、 掘 込 上 面 に 凝灰岩製の 五

輪 の 塔 の 残欠と 思 わ れ る 石 があ っ た 。 主 軸は N- 3 r- Eで あ る 。 規模は 長軸107 棚、 短軸93cm 、 深さ は 浅部

で約 17cm 、 深部 で約25 αn、 ピットの 深さ は 約 23cm を 測 る 。 埋土 は 2 層 に 分層 で き 、 上層 は 大 型 の 礁と 焼土及

び 炭化物 を 含 む 暗茶褐 色 土 、 下層 は 小型 礁を 多 く 含 む 暗褐色土で あ る 。

遺物 の 出 土 は な か っ た 。

9号土坑 ( 第 7 図 )

F- 5 区に 位置 し 、 主 軸は N- 34 0- Wで あ る 。 掘 込 の 平面 プ ラ ン は 楕円形で 、 規模は 長軸87cm 、 短軸66cm 、

深さ は 最深部 で40cm を 測 る 。 埋土 は 3 層 に 分層 で き、 上層 は焼土 炭化物 を 多量 に 含 み 、 離を ほと ん ど含 まな

い 赤褐 色 土 、 中 層 は焼土 炭化物 を 小量含み 礁を 含 まな い 黄褐色 土 、 下層 は 小型 の 礁を 多 く 含み 礁を 含 まな い

黄褐色土 で あ る 。

遺物 の 出 土 は な か っ た 。

10号土坑 ( 第 7 図)

F- 5 区に 位置 し 、 主 軸は N- 42 0- Eで あ る 。 掘込の平面 プ ラ ン は 楕円形 で 、 規模は 長軸77cm 、 短軸65cm 、

深さ は 最深部 で31 cm を 測 る 。 埋土 は 2 層 に 分層 で き 、 上層 は 炭化物 を 少量含 む 暗 黄褐 色 土 、 下 層 は 磯を 含 む

し まり の な い 黄褐 色 土 で あ る 。

遺物 の 出 土 は な か っ た 。

11号土坑 (第 8 図)

F- 5 区に 位置 し 、 主 軸は N- 25 0- Eで あ る 。 掘込の平面 プ ラ ン は不整形 で 、 規模は 長軸86 叩、 短軸77cm 、

深さ は 最深部 で45cm を 測 る 。 埋 土は 2 層 に 分層 で き 、 上層 は 黄色 土 の プロッ ク を 含 む 暗褐 色 土 、 下層 は 礁と

黄色土 の プロッ ク を 含 む黒褐色土 で あ る 。

遺物 の 出 土 は な か っ た 。

12号土坑 ( 第 8 図)

F- 5 区に 位置 し 、 主 軸は N- 41 0- Eで あ る 。 掘 込 の 平面 プ ラ ン は 楕円形 に 近 い 不 整 形 で 、 規模は 長軸

103cm 、 短軸86cm 、 深さ は 最深部 で37cm を 測 る 。 埋土 は焼土 炭化物 を 少量含 む 茶褐 色 土 で あ る 。

遺物 の 出土 は な か っ た 。

13号土坑 ( 第 8 図)

F- 5 区に 位置 し 、 主 軸は E- 28 0- Nで あ る 。 掘 込 の平面 プ ラ ン は 楕円形 で 、 長軸80cm 、 短軸55cm 、 深

さ は 最深部 で 20cm を 測 る 。 埋土 は焼土 と 炭化物 を 少量含む 茶褐色土で あ る 。

遺物 の 出 土 は な か っ た 。

14号土坑 (第 8 図)

F- 5 区に位置 し 、 主 軸は N- 15 0- Wで あ る 。 掘 込 の 平面 プ ラ ン は 不 整形で 、 長軸135 畑、 短軸96cm 、 深

さ は 最深部 で34cm を 源.u る 。 埋土 は 2 層 に 分層 で き 、 上層 は焼土 と 炭化物 を 少量含み 、 小型 の 喋を 少量 含 む 茶

褐 色 土 、 下層 は 礁 を 多 く 含 み 焼土 と 炭化物 を 含 まな い 黄褐色土で あ る 。

出 土遺物 は 、 須恵器 の 小 片が 2 点 出 土 し た が、 実測 に た え う る も の で は な か っ た 。

15号土坑 ( 第 8 図)

F- 5 区に 位置し 、 主 軸は E- 28 0- Nで あ る 。 掘込の平面 プ ラ ン は 小型の 楕円形 で 、 長軸73 畑、 短軸55cm 、

深さ は 最深部 で 57cm を 測 る 。 埋土 は 磯 混じり の 暗褐色土 で あ る 。

遺物 の 出 土 は な か っ た 。
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16号土坑(第8図)

G- 5 区に 位置 し 、 主 軸は N- 44 0- Eで あ る 。 掘込の平面 プ ラ ン は 大型 の 長楕円形 で 、 長軸156cm 、 短軸

58cm 、 深さ は 最深部 で45cm を 測 る 。 埋土 は 礁 を 多量 に 含 む黒褐色土 で あ る 。

出 土 遺物 は 、 瓦 器 の 小 片が 1 点 、 土師器 片が数点 出土 し た が、 実測 に た え う る も の で は な か っ た 。

17号土坑(第9図)

G- 5 区一 6 区に 至 る 場所 に 位置 し 、 主 軸は N- 37 0- Eで あ る 。 掘 込 の 平面 プ ラ ン は 大 型 の 隅丸長方形 で 、

両端 に ピッ ト 状の 掘 込 を も っ 。 規模は 、 長軸171 cm 、 短軸55cm 、 深さ は 最深部 で60cm を 測 る 。 埋 土 は 焼土 と

炭化物 を 含 む 暗褐 色 土 で あ り 、 土坑 と ビッ ト と の 違 い は な か っ た 。

遺 物 の 出 土 は な か っ た 。

18号土坑(第9図)

G- 5 区の 東 際に 位置 し 、 主 軸は N- 46 0- Eで あ る 。 掘 込 の 平面 プ ラ ン は 楕円形 で 、 長軸136cm 、 短軸90cm 、

深さ は 最深部 で54cm を 測 る 。 埋土 は 礁 を 多 く 含 む黒褐色 土 で あ る 。

出 土 遺物 は 、 土 師 器 片が数点 出 土 し た が、 実測 に た え う る も の で は な か っ た 。

19号土坑(第9図)

G- 5 区に 位置 し 、 主 軸は N- 35 0- Wで あ る 。 掘 込 の 平面 プ ラ ン は 楕円形 で 、 長軸1 05cm 、 短軸74cm 、 深

さ は 最深部 で、52cm を 測 る 。 土坑の 底に は 2個の 大型 の礁が 落ち 込 ん で い た 。 埋土 は 礁 を 多 く 含 む 暗褐 色 土 で

あ る 。

遺物 の 出 土 は な か っ た 。

20号土坑(第9図)

G- 4 区~一部 G- 5 区に かか る 場所 に 位置 し 、 主 軸は E- 20 0- Nで あ る 。 掘 込 の 平 面 プ ラ ン は 円形 に

近 い 隅丸方形 で 、 長軸89cm 、 短軸85cm 、 深さ は 最深部 で、25cm を 測 る 。 埋土 は 焼土 と 炭化物 を 含 む 茶褐 色 土 で

あ る 。

遺物 の 出 土 は な か っ た 。

21号土坑(第9図)

F- 5 区に 位置 し 、 主 軸は N- 4 0_ Eで あ る 。 掘 込 の 平面 プ ラ ン は 不整形で 、 長軸104cm 、 短軸7 1cm 、 深

さ は 最深部 で 56cm を 測 る 。 埋土 は 2 層 に 分かれ、 上層 は 暗褐 色 土 、 下層 は 暗茶褐色 土 、 さ ら に 柱 の痕跡 と 思

わ れ る も の が存在 し 、 そ の 痕跡 は 炭化物 で あ っ た 。

遺物 の 出 土 は な か っ た 。

22号土坑(第9図)

E- 3 区に 位置 し 、 主 軸は N- 38 0- Eで あ る 。 掘 込 の 平 面 プ ラ ン は 楕円形 に 近 い 隅丸長方形 で 、 両端 に

さ ら の掘 込 を も っ 。 規模は 長軸1 l0cm 、 短軸83cm 、 深さ は 最深部 で、39cm を 測 る 。 埋土 は 暗褐 色 土 で あ る 。

遺物 の 出 土 は な か っ た 。

23号土坑(第10図)

E- 2 区一 E- 3 区に か け て 位置 し 、 主 軸は W- 15 0- Nで あ る 。 掘 込 の 平面 プ ラ ン は 長楕円形 で 、 両端

に掘 込 を も っ 。 規模は 長軸167cm 、 短軸61cm 、 深さ は 最深部 で、38cm を 測 る 。 埋土 は 2 層 に 分か れ 、 上 層 は 陪

褐色土 、 下層 は黒褐色土 で あ る 。

遺物 は 上層 の 暗褐色土 中 か ら 平瓦 片が 1 点 出 土 し た が、 実測 に た え う る も の で は な か っ た 。

24号土坑(第10図)

E- 3 区に 位置 し 、 主 軸は E- 29 0- Nで あ る 。 掘 込 の 平 面 プ ラ ン は 楕円形 で 、 長軸75cm 、 短軸60cm 、 深

さ は 最深部で26cm を 測 る 。 埋土 は 2 層 に 分か れ 、 上層は 小型 の 礁 を 少量 含 む 黄褐色 土 、 下 層 は 炭化物を 含む

勾4



黒褐色土 で あ る 。

遺 物 の 出 土 は な か っ た 。

25号土坑(第10図)

E- 2 区か ら 一部 E- 3 区に か か る 場所 に 位置 し 、 主 軸は N- 16 0- Wで あ る 。 掘 込 の 平面 プ ラ ン は 楕円

形 で 、 長軸109cm 、 短軸80cm 、 深さ は 最深部で45cm を 測 る 。 埋土 は 3 層 に 分か れ 、 上層 は 礁を 含 む 黄褐 色 土

中 層 は 小型 の 礁を 含 む黒褐色土 、 下層 は E音黄褐色土であ る 。

遺物 は 土 師 器 片が数点 出 土 し た が、 実測 に た え う る も の で は な か っ た 。

26号土坑(第10図)

E- 2 区か ら E- 3 区に か か る 場所 に 位置 し 、 主 軸は E- 44 0- Nで あ る 。 掘 込 の 平 面 プ ラ ン は 楕円形 で

長軸95cm 、 短軸70cm 、 深さ は 最深部 で、34cm を 測 る 。 埋土 は 礁を 含 む 暗黒褐色土 で あ る 。

土坑 の 上 面 か ら 瓦 片が 1 点 出 土 し た 。

27号土坑(第10図)

E- 2 区に 位置 し 、 主 軸は N- 4 0- Wで あ る 。 掘 込 の平面 プ ラ ン は 楕円形 で、長軸91 cm 、 短軸6 1cm 、 深さ

は 最深部 で、30cm を 測 る 。 埋土 は 2 層 に 分か れ 、 上層 は 黄褐色土、 下層 は 暗褐色土 で あ る 。

遺物 は 土 師 器 片が数点 出土 し た が、 実測 に た え う る も の で は な か っ た 。

28号土坑(第10図)

E- 3 区に 位置 し 、 主 軸は N- 30 0- Eで あ る 。 掘 込 の 平面 プ ラ ン は 不 整形で 、 皿 状に 掘 り 込 まれ て お り

長軸85cm 、 短軸56cm 、 深さ は 最深部 で 13cm を 測 る 。 埋土 は 暗黄褐色土 で あ る 。

遺物 の 出 土 は な か っ た 。

29号土坑(第10図)

G- 5 区に 位置 し 、 主 軸は W- 1 8 0- Nで あ る 。 掘 込 の 平 面 プ ラ ン は 楕円形で 2 段掘 り に な っ て お り 、 南

側 は 一部 撹乱に よ り 壊さ れ て い る 。 規模は 長軸83cm 、 短軸70cm 、 深さ は 最深部 で37cm を 測 る 。 埋土 は焼土 と

炭化物 を 含 む 暗褐 色 土 で あ る 。

遺物 の 出 土 は な か っ た 。

30号土坑(第10図)

G- 7 区に 位置 し 、 主 軸は N- 12 0- Eで あ る 。 掘込の平面 プ ラ ン は ほぼ円形 で 、 規模は 長軸65cm 、 短軸64cm 、

深さ は 最深部 で38cm を 測 る 。 埋土 は 磯 混じり の 暗褐色土 で あ る 。

遺物 の 出 土 は な か っ た 。

31号土坑(第11図)

G- 7 区に 位置 し 、 主 軸は W- 36 0- Nで あ る 。 掘込の平面 プ ラ ン は ほぼ方形 で 、 規模は 長軸50cm 、 短軸48cm 、

深さ は 最深部 で、21cm を 測 る 。 土坑の プ ラ ン か ら 土墳墓の 可能性 も あ る が、 副葬品 や 木 棺の痕跡等が確認で き

な か っ た の で 、 こ こ で は 土坑 と し て と り あ げた 。 埋土 は磯 混じり の 暗褐色 土 で あ る 。

遺物 の 出 土 は な か っ た 。

32号土坑 ( 第 1 1 図 )

F- 6 区に 位置 し 、 主 軸は W- 33 0- Nで あ る 。 斜 面 に掘 り 込まれて お り 、 そ の 平 面 プ ラ ン は 楕円形 で 、

規模は 長軸l1 1cm 、 短軸74cm 、 深さ は 最深部 で、82cm を 測 る 。 埋土 は磯 混じり の 暗 黄褐色 土 で あ る 。

遺物 の 出土 は な か っ た 。

33号土坑 ( 第 1 1 図)

F- 6 区に位置 し 、 主 軸は Nー3 1 0- Wで あ る 。 斜 面 に 掘 り 込まれ て おり 、 そ の 平面プ ラ ン は 長楕円形 で

規模は 長軸142cm 、 短軸73cm 、 深さ は 最深部 で 1 2cm を 測 る 。 埋土 は 磯 混じり の 暗 黄褐色土 で あ る 。
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遺物 の 出 土 は な か っ た 。

34号土坑(第11図)

D- 5 区か ら D- 6 区に 一部 か か る 場所 に 位置 し 、 主 軸は N- 36 0- Eで あ る 。 斜面 に ほぼ垂直に 掘 り 込

まれ て おり そ の平 面 プ ラ ン は 円形 で、規模は 長軸41cm 、 短軸も 41 cm 、 深さ は 最深部 で70cm を 測 る 。 土墳墓 の 可

能性 も 高 い が、 副葬品 や 木 棺の 痕跡等が確認で き な か っ た の で土坑 と し て 取り 扱っ た 。 埋土 は 黄褐 色 土 で あ

る 。

遺物 の 出 土 は な か っ た 。

35号土坑(第11図)

F- 8 区か ら G- 8 区に 一部 か か る 場所 に 位置 し 、 主 軸は N- 36 0- Eで あ る 。 斜面 に ほぼ垂直に 掘 り 込

まれ て おり そ の平 面 プ ラ ン は ほぼ円形 で、規模は 長軸71cm 、 短軸66cm 、 深さ は 最深部 で、50cm を 測 る 。 土 墳 墓 の

可能性 も 高 い が、 副葬品 や 木 棺の痕跡等が確認で き な か っ た の で土坑 と し て 取り 扱っ た 。 埋土 は 喋混じり の

暗褐色 土 で あ る 。

遺物 の 出 土 は な か っ た 。

36号土坑(第11図)

H- 8 区に 位置 し 、 主 軸は N- 20 0- Eで あ る 。 斜 面 に 掘 り 込 まれ て おり そ の 平面 プ ラ ン は 楕円形 で 、 規

模は 長軸1 1 2cm 、 短軸98 畑、 深さ は 最深部 で:'43cm を 測 る 。 埋土 は磯 混じり の 暗褐 色土 で あ る 。

遺物 の 出 土 は な か っ た 。

37号土坑(第11図)

G- 8 区に 位置 し 、 主 軸は W- 23 0- Nで あ る 。 ほぽ垂直に 掘 り 込 まれ て おり 、 そ の 平 面 プ ラ ン は 長方形

で、規模は 長軸103cm 、 短軸80cm 、 深さ は 最深部 で、38cm を 測 る 。 埋土 は 磯 混 じり の H音褐 色 土 で あ る 。

遺物 の 出 土 は な か っ た 。

38号土坑(第12図)

F- 8 区に 位置 し 、 主 軸は N- 14 0- Wで あ る 。 ほほ 垂直に 掘 り 込 まれ て おり 、 そ の 平 面 プ ラ ン は 隅丸長

方形で 、 規模は 長軸96cm 、 短軸64cm 、 深さ は 最深部 で、46cm を 測 る 。 埋土 は 礁混じり の 暗褐 色土 で あ る 。

遺物 の 出 土 は な か っ た 。

39号土坑(第12図)

F- 8 区に 位置 し 、 主 軸は N- 1 7 0- Eで あ る 。 ほぽ垂直に 掘 り 込 まれ て おり 、 そ の 平 面 プ ラ ン は 隅丸方

形 で 、 規模は 長軸77cm 、 短軸75cm 、 深さ は 最深部 で、62cm を 測 る 。 埋土 は 磯 混じり の 暗褐 色 土 で あ る 。

遺物 の 出 土 は な か っ た 。
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2 土壌墓

1 号土墳墓 ( 第 13 図 )

D- 5 区に 位置 し 、 主 軸は E- 1 0 0- Nで あ る 。 土 墳 の 平面 プ ラ ン は 山 の 斜 面 で確 認 さ れ た た め 、 図 面 上

で は 横長の平行 四辺形 を 呈 し て い る が、 も と も と は 長方形 で あ っ た と 思 わ れ る 、 そ の 規模は 長軸125cm 、 短

軸65cm 深さ は 30 - 40cm を 測 る 。 人骨 の 頭部 は掘 り 下 げの 際壊さ れ た が、 他 は ほぽ残っ て い た 。 埋葬の形態 は

膝を や や 曲げた 状態 で 頭部 を 西 に 向 け 横た わ る よ う な 姿勢で あ っ た 。 木 棺の痕跡や 鉄釘等 は確認で き ず 、 お

そ ら く 直接埋葬さ れ た も の で あ ろ う 。 副葬品 の 出 土 も な か っ た 。

2 号土墳墓 ( 第 13 図 )

D- 6 区一 E- 6 区に か け て の場所 に 位置 し 、 主 軸は w- 9 0_ Nで あ る 。 土 壌の 平面 プ ラ ン は 隅丸方形 で 、

そ の 規模は 一辺が約72cm 、 深さ は 斜 面 に 掘 ら れ て い る た め 18- 91 cm と 差が大 き い 。 埋葬の形態 は 西 向 き の 屈

葬で 、 人骨 の ほぼ全部が 残存 し て い た 。 墓 壌か ら は 木 片及 び 鉄釘が多 数 出 土 し た こ と か ら 、 木 棺墓 で あ る こ

と は まち がい な い。 副葬品 の 出 土 は な か っ た 。

3号土墳墓 ( 第 13 図 )

E- 6 区に 位置 し 、 主 軸は W- 17 0- Nで あ る 。 土墳 の平面 プ ラ ン は 楕円形で 、 規模は 長軸81cm 、 短軸57cm

で 、 斜面 に 二段 に 掘 り 込 まれ て お り 、 そ の 最深部 は 31 cm を 測 る 。 埋葬の 形態 は 土 葬の 後再葬さ れて お り 、 縦

45 冊、 横20cm の 木 棺に き れ い に 納 め ら れ て い た 。 木 片及 ぴ 鉄釘も 多 数 出 土 し て い る 。 副葬品 と し て プ ラ ス チ

ッ ク 製 の か ん ざ し が 人骨 の 上 に 納 め ら れ て い た 。

4 号土壌墓 (第 13 図 )

E- 6 区に 位置 し 、 主 軸は N- 3 0- Eで あ る 。 土墳の平面 プ ラ ン は 隅丸長 方形で 、 規模は 一辺が長 軸1 18cm 、

短軸87cm 、 深さ は 斜面 の た め 20 - 55cm で あ る 。 埋葬の形態 は 西 向 き の 屈葬で 、 人骨 の ほぽ全部が 残存 し て い

た 。 鉄釘が出土 し て い る こ と か ら 方形 の 木 桔を 使用し て い る も の と お も わ れ る 。 副葬品 の 出 土 は な かっ た 。

5号土墳墓 ( 第 13 図 )

E- 6 区に 位置 し 、 主 軸は N- 32 0- Wで あ る 。 土墳 の平面 プ ラ ン は 方形 で 、 規模は 一辺が約70cm 、 深さ

は 斜面 の た め 21 - 49cm で あ る 。 埋葬の 形態 は 西向 き の 屈葬で 、 人骨のほぼ全部 が 残存し て いた。 鉄釘及ぴ木

片の 出 土 は な か っ た 。 副葬品 の 出 土 も な か っ た 。
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6号土墳墓 (第 13 図 )

E- 6 区に 位置 し 、 主 軸は E- 37 0- Nで あ る 。 土 墳 の 平面 プ ラ ン は 隅丸の 方形 で 、 規模は 一辺が約 88cm

深 さ は 斜面 の た め 20 - 65cm で あ る 。 埋 葬の形態 は 西向 き の 屈葬で 、 人 骨 の ほほ全部 が 残存 し て い た 。 鉄釘及

ぴ木 片が出土 し て い る こ と か ら 、 方形の 木 棺墓 で あ る こ と がわ か る 。 副葬品 の 出 土は な か っ た 。

7号土墳墓 (第 13 図 )

D- 5 区に 位置 し 、 主 軸は N- 45 0- Eで あ る 。 土 墳 の 平 面 プ ラ ン は 円形 で 、 規模は 北東部 が 撹乱を 受 け

て い る が 直径が約 53cm と 推定 で き 、 深 さ は 斜面 の た め 2 - 40cm と 差が大 き い 。 埋 葬の 形態 は 人骨 残存 が わ ず

かで 断定 は で き な い が、 鉄釘が出 土し て い る こ と か ら 、 円形 の 木 棺を 使用 し た 屈葬で あ る と おも わ れ る 。 副

葬品 と し て 1 銭銅貨が 1 枚出 土 し た 。

8号土墳墓 (第 14 図 )

H- 7 区に 位 置 し 、 主 軸は W- 300- Nで あ る 。 土壌の 平面 プ ラ ン は 円形 に 近 い 隅丸方形 で 、 2 段 に 掘ら

れ て おり 、 そ の規模は 直径が約81 cm で あ る 。 墓 嬢か ら は わ ず か に 歯が l 本 出 土 し た だけ で 埋 葬の形態 は 不 明

で おそ ら く 再 葬さ れ た 後 の 土 壌墓 で あ ろ う と お も わ れ る 。

9号土墳墓 (第 14 図 )

G- 7 区に 位置 し 、 主 軸は W- 30 0- Nで あ る 。 土 墳 の 平面 プ ラ ン は 隅丸長方形 で 、 そ の 規模は 長軸93cm

短軸78cm 、 深 さ は 57 - 77 叩で あ る 。 埋 葬の形態 は 西 向 の 屈葬で 、 人 骨 の ほぽ全部 が 残存 し て い た 。 木 片や鉄

釘等 は 出 土し な か っ た が、 副葬品 と し て l 銭銅貨が 1枚出土 し た が、 そ の 年号 は 錆の た め 不 明 で あ る 。

10号土墳墓 (第 14 図 )

G- 7 区に 位 置 し 、 主 軸は Nー2r- Eで あ る 。 土績の平面 プ ラ ン は 隅丸方形 で 、 そ の 規模は 長軸97 畑、

短軸75cm 、 深 さ は 最深部で70cm で 、 埋 葬の形態 は西 向の 屈葬と 考 え ら れ る 。 また 一辺が42cm の 方形 の 木棺の

痕跡が明確 に 確 認 で き た 。 人骨 の 残存状態 は 良好で は な か っ た が、 被葬者は 学 生帽子の つ ぼが出 土 し た こ と

か ら 少年 で あ ろ う と おも わ れ る 。 副葬品 と し て は 寛永通宝が 1 枚と 年号不 明 の アルミ硬貨が 1 枚出 土し た 。

11号土墳墓 (第 14 図 )

G- 7 区に 位置 し 、 主 軸は W- 22 0- Nで あ る 。 1 1 号土 壌墓 は 納 骨 堂建 設 やそ の 解体 時 に か な り の 撹乱を

受 け て おり 、 人 骨 及ぴ 副葬品 の 土 師器が 散乱し た 状態 1:確認 さ れ た 。 土墳 の 平面 プ ラ ン は 長楕円形 で 、 そ の

規模は 推 定 で 長軸1 17cm 短軸52cm 、 深 さ は 最深部で18cm で あ る 。 埋 葬の 形 態 は 不 明 で あ る 。 副葬品 と し て は

土 師 器 の 杯が 8 個体 分出 土し た 。

(1)出土遺物 ( 第 14 図 6 - 13)  

6 は 土 師器 の 杯で あ る 。 底部 は 糸切り で 、 指紋状の 渦巻き が明確 に 残る 。 内 底部 は ナ デ を 施 し 、 ほぽ平 ら

で あ る 。 体部 の 内外面 は 横ナ デ を 施す 。 体部 は 直線的 に の ぴ、 口唇部 は と が る 。 法量 は 口 径が13 .0cm 、 底 径

7 .0cm 、 器高4 .1 cm で あ る 。 胎土 は ひじよう に き め 細 やかで、 色調 は 樟色 、 焼成 は 良好で あ る 。

7 は 土 師器の 杯で あ る 。 底 部 は 糸切り で 、 指紋状 の 渦巻き が明確 に 残る 。 形態 は ややゆがみ がみ ら れ 、 内

底部 は ナ デ を 施 し ほぽ平 ら で あ る 。 体部 の 内外面 は 横ナ デ を 施す 。 体部 は 直線 的 に の び、 口唇部 は 丸み を お

びる 。 法量 は 口径が13 .2cm 、 底 径7 .2cm 、 器高4 .0cm で あ る 。 胎土 は 微砂粒を 含み 、 色 調 は 樺色 、 焼 成は 良好

で あ る 。

8 は 土 師器 の 杯で あ る 。 底部 は 糸切り で 、 指紋状 の 渦巻き が明確 に 残る 。 内底部 は ナ デ を 施 し 、 ほぽ平 ら

で あ る 。 体部 の 内外面 は 横ナ デ を 施す 。 体部 は やや外 反し て の ぴ、 口唇部 は 丸み を おび る 。 法量 は 口径が1 1 .5cm 、

底 径6 .3cm 、 器高3 .0cm で あ る 。 胎土 は 微砂粒を 少量含み 、 色調 は に ぶ い 撞色 、 焼成 は やや良で あ る

9 は 土 師 器 の 杯で あ る 。 底部 は 糸切り で 、 指紋状の 渦巻き が明確 に 残る 。 内 底 部 は ナ デ を 施 し 、 ほぽ平 ら

で あ る 。 体部 の 内 外面 は 横ナ デ を 施す 。 体部 は やや外 反し て の び、 口唇部 は ややと が り 、 法 量 は 口 径が9 .9cm 、
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底 径4 .0cm 、 器高2 .8 叩で あ る 。 胎 土は 砂粒を 含 み 、 色調 は 樺色 、 焼成 は やや良 で あ る 。

10 は 土師 器の 小 型の 杯で あ る 。 底部 は 糸切り で 、 指紋状 の 渦巻き がわ ず か に 残る 。 内 底部 は ナ デ を 施 し 、

ほぽ平 ら で 、 内 底部 は ナ デ を 施 し ほぽ平 ら で あ る 。 体部 の 内 外面 は 横ナ デ を 施す 。 底 部 か ら 体部 に か け て わ

ず か に 段 を も ち、 体部 は 直線 的 に の ぴ、 口 唇部 は ややと が る 。 法量 は 口 径が6 .8cm 、 底 径3 .4cm 、 器高2 .5 咽

で あ る 。 胎 土は 砂粒を 含 み 、 色 調 は 糧色 、 焼成 は やや良 で あ る 。

1 1 は 土師 器 の 小 型の 坪で あ る 。 底部 は 糸切り で 、 指紋状の 渦巻き が 残る 。 内 底部 は ナ デ を 施 し 、 ほほ平 ら

で あ る 。 体部 の 内外面 は 横ナ デ を 施 し 、 やや凹凸がみ ら れ る 。 体部 は やや内 湾し て の ぴ、 口 唇部 は ややと が

る 。 法量 は 口 径が7 .0 畑、 底 径3 .8cm 、 器高2 .2- 2 .7cm と 傾き がみ ら れ る 。 胎 土は 微砂粒を 少量含み 、 色調 は

糧色 、 焼成 は やや良で あ る 。

12 は 土師器の小 型の 杯で あ る 。 底部 は 糸切り で 、 指紋状の 渦巻き がわ ず か に 残る 。 内 底 都は ナ デ を 施 し 、

やや凹凸を おぴる 。 体部 の 内外面 は 横ナ デ を 施 し て い る 。 体部 は わ ず か に 内 湾し て の ぴ、 口 唇部 は ややと が

る 。 法 量 は 口 径が7 .3 畑、 底 径3 .7cm 、 器高2 .5cm であ る 。 胎 土は 微砂粒を 少量 含み 、 色調 は 糧色 、 焼 成 は や

や良 で あ る 。

13 は 土師 器 の 小 型の 杯で あ る 。 底部 は 糸切り で 、 指紋状の 渦巻き が明確 に 残る 。 内 底部 は ナ デ を 施 し やや

凹凸を おび る 。 体部 の 内 外面 は 横ナ デ を 施 し て い る 。 体部 は わ ずか に 内 湾し て の び、 口 唇部 は ややと が る 。

法量 は 口 径が7 .1cm 、 底 径3 .4cm 、 器高 2 .4cm で あ る 。 胎 土は 微砂粒を 少量 含み 、 色 調 は 糧色 、 焼 成 は やや良

で あ る 。

12号土境基(第15図)

G- 6 区に 位置 し 、 主 軸は N- 42 0- Eで あ る 。 土嬢の平面 プ ラ ン は 楕円形で 、 そ の 規模は 長軸71cm 短軸67 棚、

深 さ は 最深部で80cm で 、 ほぽ垂直に 掘り 込 まれ て い た 。 人骨 の 出 土は な く 、 埋 葬形態 は 不 明 で あ る 。 副葬品

と し て は 明 治10年 製 の 2 銭銅貨が 1 枚出 土し た 。

13号土墳墓(第15図)

G- 6 区に 位 置 し 、 主 軸は W- 26 0- Nで あ る 。 土墳 の平面 プ ラ ン は 長楕円形 で 、 そ の 規模は 長軸100cm 短

軸80 畑、 深 さ は 最深 部 で72cm で 、 ほほ垂直に ほり こ まれて い た 。 人骨 の 出 土は な く 、 埋 葬形態 は 不 明 で 副葬

品 の 出 土は な か っ た が、 鉄片がわ ずか に 出 土し た 。

14号土墳墓(第15図)

G- 6 区に 位置 し 、 主 軸は N- 24 0- Eで あ る 。 土療の 平面 プ ラ ン は 円形 で 、 そ の 規模は 直径が83cm 、 深

さ は 最深部 で80cm で 、 ほほ垂直に 掘り 込 まれ て い た 。 人骨がわずか に 残存す る の み で 、 そ の埋 葬形態 は 不 明

で あ る 。 鉄釘が多量 に 出 土し た 。 土壌の 平面 プ ラ ン か ら み て 、 円形の 木 棺を 使用 し た も の と おも わ れ る 。 副

葬品 と し て 、 アルミ硬貨が 7 枚出 土し 、 そ の う ちの 1 枚は 昭和 16年 製 の 5 銭硬貨で あ っ た 。

15号土墳墓(第15図)

F- 6 区に 位置 し 、 主 軸は Wー1 7 0- Nで あ る 。 土壌の 平面 プ ラ ン は 楕円形で 斜面 に 掘ら れて おり 、 そ の

規模は 長軸98cm 、 短軸81 cm 、 深 さ は 最深部で57cmで 、 ほほ垂直に 掘り 込 まれ て い た 。 人 骨 の 出 土は な く 、 埋

葬形態 は 不 明 で あ る 。 鉄釘が わ ず か に 出 土し 、 副葬品は な か っ た 。

16号土墳墓(第15図)

F- 6 区に 位置 し 、 主 軸は N- 1 6 0- Eで あ る 。 土壌の 平面 プ ラ ン は 円形 に ちか く 、 斜面 に ほぼ垂直に 掘

ら れ て おり 、 そ の 規模は 長軸78cm 、 短軸74cm 、 深 さ は 最深部で68cm で あ っ た 。 人骨 の 出 土は な く 、 そ の埋 葬

形態 も 不 明 で あ る 。 副葬品 と し て 制作年代等不 明 の古銭が 1 枚出 土し た 。

17号土壌墓(第15図)

G- 7 区に 位置 し 、 主 軸は N- 33 0- Eで あ る 。 土墳 の 上面 の 平面 プ ラ ン は 不 整 形 で 、 中 層 か ら は 隅丸長
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方形の 木棺の痕跡が現 れ た 。 木 桔の 痕 跡 の 規模は 、 長軸73cm 、 短軸68cm 、 深 さ は 最深部で23cm 残存 し て い た 。

埋 葬形態 は 屈葬で あ ろ う 。 人 骨 は 頭骨 や肋骨 、 大 腿骨 の 一部が 残存 し て い た 。 また 鉄釘も 多 数 出 土 し た こ と

か ら 、 方形の 木 棺墓を使用 し た も の と おも わ れ る 。 副葬品と し て 、 大 正13年 製 の 硬貨を含む計5 枚の古銭が

出土 し た 。

18号土墳墓(第16図)

F- 5 区に 位置 し 、 主 軸は N- 44 0- Wで あ る 。 土 墳 の 平面 プ ラ ン は 楕円形で 、 北東 部 に 一部 撹乱を う け

て い た 。 土 墳 の 規模は 長軸90cm 、 短軸83cm 、 深 さ は 最深部で28cm で あ っ た 。 人 骨 の 出 土 は な く 、 そ の埋 葬形

態 は不 明 で あ る 。 埋土 中 か ら 鉄釘が 少量 出 土 し た 。 副葬品は な か っ た 。

19号土墳墓(第16図)

G- 7 区に 位置 し 、 主 軸は N- 42 0- Eで あ る 。 土墳 の平面 プ ラ ン は 長方形 で 、 そ の 規模は 長軸156cm 、 短

軸は 推定で65cm 、 深 さ は 最深 部 で30cm で あ っ た 。 人骨 は 広 範囲 に 散乱し て おり 、 そ の埋 葬形態 は 不 明 だ が土

績の プ ラ ン 及 び規模か ら 伸展 葬の 可能性が高 い 。 副葬品の 出 土 は な か っ た 。

20号土壌墓(第16図)

F- 6 区に 位置 し 、 主 軸は N- 28 0- Eで あ る 。 土 横の平面 プ ラ ン は 隅丸の 長方形 で 、 そ の 規模は 長軸83cm 、

短軸74cm 、 深 さ は 最深 部 で80cm で あ っ た 。 また 土墳 の 中 位 か ら 方形 の 木 棺の痕跡が確 認 で き 、 そ の 一 辺は45cm

で あ っ た 。 人 骨 は 頭骨 と 大 腿骨 が 残存 し て い た 。 また 鉄釘も 確認 さ れ、 そ の埋 葬形態 は 屈葬で あ る 。 副葬品

と し て 2 枚の 制作年代等不 明 の 古銭が出土 し た 。

21号土壌墓(第16図)

H- 4 区に 位 置 し 、 主 軸は N- 35 0- Eで あ る 。 こ の 位置 は 残存 し て い た 堂 宇の 南 隣 に あ た る 。 つ い 最近

まで 住宅があ り 、 一部 揖乱さ れ て い た 。 埋 葬形態 は 伸展 葬で 、 頭部 は北東 を向い て い た 。 人 骨 の 腰部 、 膝部

そ し て 足首の 部 分が 住宅 の 台所 の 排水管の設置の 際に 消 失 し て い る 。 土 績の 掘込 ライ ン は 確 認で き な か っ た 。

副葬品の 出 土 も な か っ た 。

22号土墳墓(第16図)

F- 7 区に 位置 し 、 主 軸は 不 明 で あ る 。 人骨 の 一部が集 中 し て い る の み で 、 土 績の 掘込 ライ ン や埋 葬形態

等 は不 明 で あ る 。 副葬品も な か っ た 。

23号土績墓(第16図)

H- 7 区に 位置 し 、 主 軸は N- 34 0- Eで あ る 。 土墳 の平面 プ ランは 隅丸の 長方形 で 、 そ の 規模は 長軸77cm 、

短軸62 叩で あ る 。 土 壊は 2 段 掘り に な っ て おり 、 下 方は 木 棺の痕跡で あ ろ う か 、 円形 の プ ラ ン に な っ て い た 。

人骨 の 出 土 は な く 、 鉄釘の 出 土 も な か っ た が規模及 ぴプ ラ ン 等 か ら 、 円形 の 木 棺墓で あ っ た ろ う と おも わ れ

る 。 副葬品の 出 土 は な か っ た 。

3 掘立柱建物跡

今 回 の 調査 は 、 寺 院跡 の 調 査 と い う こ と で 、 あ る 程度の建物跡 の 検 出 を予想し て い た が、 高 速道 路の 路線

が 山際で あ っ た た め 、 建物 跡 の 検 出 は 調査当初は 皆無 で あ っ た 。 現存 し て い た 堂 宇の 移転が、 地 域 の 共有地

で あ っ た り 移転 先の 未 決定 の た め 、 調 査区の 北西側 の調 査 は 平成 8 年 度に な っ て か ら で あ っ た 。 また 、 路線

の み の 調 査で あ る と い う こ と と 、 前に も 述べ た が、 住宅建設及 ぴ粗大 ゴミの 埋 め 戻し 等 で 、 調 査区が大 幅に

縮小 さ れ た こ と も あ り 、 建物跡 の 検 出 は 3 棟だ け で あ っ た 。

1号掘立柱建物跡(第17図)

現存 し て い た 堂 宇の 直下 で確認で き た 建物跡 で 、 Hー3 区か ら H- 4 区に か け て 位置 し 、 1 間X3 問で N
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- 45 0- Eに 主 軸を も っ 。 北東側 の 桁行は 4 00 m 、 南西側 の 桁行は 3 ， 95 m で あ る 。 北 西 側 の 梁行は 6 08 m、 南

東側 の 梁行は 7 00 mで、あ る 。 柱 列は ほぼ一直線 に 並び、 柱 聞は北西側 で北東側 か ら 2 00 m、 2 00 m、 2 00 m、 北東

側 で北 西 よ り 2 02 m、 2 00 m、 2 00 mで あ る 。 柱穴 の平面形は 円形か 楕円形で 、 そ れ ぞれ に 柱 の 痕 跡 が確認で き

た 。 柱 の痕跡 は ス ク リ ー ン ト ー ン で 示し た 。 また柱穴の掘込 の 深 さ は 15cm - 65cm で、あ る 。

2号掘建柱建物跡(第17図)

1 号 掘 建柱建物 跡 の す ぐ北東側 H- 4 区か ら 1 - 4 区に 位 置 し 、 N- 45 0- Eに 主 軸を も っ 。 桁の 部 分の

柱 列が確 認で き 、 梁行の 部 分は 撹乱の た め検 出 で き な か っ た が、 1 号掘建柱建物跡 と 同等 に 北東 に 延 び る も

の と おも わ れ る 。 南西側 の 桁行は 2 聞で3 04 mで 、 柱 聞は 北西側 か ら 1 .7 m、 1 .7 m、 で あ る 。 柱穴 の平面形 は

円形か 楕円形で 、 そ れぞれ に 柱 の 痕 跡が確認で き た 。 柱穴の掘込 の 深 さ は40cm - 64cm で、あ る 。

3号掘建柱建物跡(第17図)

l 号 掘 建柱建物 跡 の す ぐ南 西 側 H- 3 区か ら H- 4 区に 位 置 し 、 N- 45 0- Eに 主 軸を も っ 。 桁の 部 分の

柱 列が確認で き 、 梁行の 部 分は 撹乱の た め検 出 で き な か っ た が、 1 号掘建柱建物跡 と 同等 に 南西 に 延 び る も

の と おも わ れ る 。 南西側 の 桁行は 3 聞の3 05 mで 、 柱 聞は北西側 か ら 1 .3 m、 1 02 m、 1 01 mで あ る 。 柱 穴 の 平 面

形 は 円形 か 楕円形で 、 そ れぞれ に 柱 の 痕跡 が確認で き た 。 柱穴 の 掘 込 の 深 さ は39cm - 50cm で あ る 。
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第 2 表 1 号堀出土遺物観察表(1 )

No 種 別 器 種 法 量

14 土師器 勾: 口 径 ー (
(8
1 2

. 0
. 5
咽
叩
)
) 

底径一
器高 一 3 . 0cm

15 土師器 杯 口 径 一 不 明
底
器高

径 一7 . 2叩
一 不 明

1 6  土師器 均: 口 径 ー不明
底径 一4 . 5咽
器高 一不明

17 土師器 勾: 口 径 一不明
底径 一4 . 5咽
器高 一不明

18 土師器 杯 口 径 一7 . 0咽
底径 一4 . 2叩
器高 - 2 . 5四

19 土締器 杯 口 径 一7 . 5佃
底径 一4 . 0咽
器高 - 2 . 3咽

20 土師器 杯 口 径 一 (1 l . 2咽)
底
器

径
高

一 (4 . 0咽)
- 2 . 9叩

21 土師器 杯 口 径 一 (
(6
1 1 . 6佃)

底径 一 . 8cm) 
器高 -3 . 6咽

22 土師器 杯 口 径 一 不明
底
器

径
高

一 (7 . 9四)
一 不明

23 土師器 均: 口 径 一 不 明
底径 一7 . 0岨
器高 ー不明

24 土師器 均: 口 径 ー不明
底径 一6 . 0咽
器高 一 不 明

25 土師器 均:
底
口 径

径
一不明
-6 . 6四

器高 一不明

26 土師器 均: 口 径 一不明
底径 一6 . 6叩
器高 一不明

27 土師器 杯 口 径 一不明
底
器

径
高

一6 . 3明
一不明

2沼 土師器 勾; ? 口 径 一 不 明
底径 一5 . 2叩
器高 一不明

29 土師器 杯 口 径 ー不明
底径 一 5 . 7叩
器高 一不明

30 青 磁 碗 法量不明

形 態 の 特 徴

回線
丸

部 は や や外反 し ‘ 口唇部
は み を持つ
底部か ら体部に かけて段 を持
つ

底
底

部
部の

は
み
ほ

残
ぼ平

存
ら

底部 中 央 は く ぽむ
底部の み残存

口縁部 は や や外反 し 、 口唇部

底
底

は 丸
部
部

み を持つ
は ほ ら
か ら 体

ぽ
部
平

に か けて段 を持
つ

口縁
丸

部 はや や外反 L 、 口 唇部
は み を持つ
底

部
部 は ほ

体
ぼ平

部
ら

底 か ら に か けて段 を 持
つ

ロ縁
丸

部 は や や内 湾 し 、 口唇部
は み を持つ

底
底部 は や や く ぼみ

部 か ら 体部にかけて段を持
つ

ロ縁部 は や や内 海 し 、 口唇部
は と がる
底
底

部 は平 ら 、 内面底 は < 1 :む
部か ら体部にかけて段を持

つ

ロ縁部
丸

は直線的 に の ぴ、 口 唇
部 は み を お び る
底
内

部 は 中央 は く ぽむ
面 底 は ほ ぼ平 ら

底
存

部 か ら体部に か け て の み残

底
内

部 中 央 は やや く ぽむ
面底 は ほ 11'平 ら

底
底

部
部

の み残存
中 央 は や や く 1 :む

内面底 も や や く 1 :む

底部の み
央
ら体

残
は

存

部
や底部 中 ゃ く 1;1"む

底部か に か けて は ゆ る
やか

底
底

部
部

の
中 央

み残
は

存
やや く 1:む

底部か ら 体部に か けて段 を 持
つ

底
底

部 の み残存
部 は ほ ぼ平 ら

底部か ら体部に かけて は ゆ る
や か

底部の み残存
底
底

部 は ほ
体
ぼ乎

部
ら

部か ら に か けて は ゆ る
や か

底部の み残存
底
底

部 中 央 は 薄 く な る
部 か ら 体部に かけて は ゆ る

や か

底部のみ残存
底
底

部 中 央 は や や も り あ がる
部か ら体部に かけて は ゆ る

や か

高台部 か ら 体部 に かけて残存

妓 法 の 特 徴

底部はへ ら 切 り

底部は糸切 り 、 内面底部 は ナ デ

底部 は糸切 り か、 内面底部 は ナ デ

底部は糸切 り 、 内面底部 は ナ デ

底部は糸切 り 、 体部内外商及 ぴ内面底部 は ナ デ

底部は糸切 り 、 体部内外面及び内面底部は ナ デ

磨耗等がひ ど く 、 調整等 は不明

磨耗等がひ ど く 、 調整等 は不明

底部は糸切 り 、 内外面は ナ デ

磨耗等が ひ ど く 、 調整等 は不明

磨耗等がひ ど く 、 調聾等 は不明

磨耗等がひ ど く 、 調 整等 は不明

磨耗等がひ ど く 、 調整等 は不明

磨耗等がひ ど く 、 調整等 は不明

磨耗等がひ ど く 、 調整等 は不明

磨耗等がひ ど く 、 調整等 は不明

内面に文様 を 持つが、 文様形態 は不明

- 53 -

胎土 ・ 色調 ・ 焼成

胎土 一 徹
む

砂粧 を 含

焼成 ー 不 良
色調 ー にぷ い穫色

胎土 ー 徴砂粒 を 含
む

焼成 ー 不 良
色調 ー にぷ い糧色

胎土 ー 微砂粒 を 含
む

焼成 ー や や 良
色調 ー 浅黄糧色

胎土 一 徹砂粒 を 含
む

焼
色

成
調

一 良
一 極色

胎士 一 砂粒 を 含 む
焼成 ー やや 良
色調 ー 積色

胎土 一 徹砂粒 を 含
む

焼成 ー やや 良
色調 ー 樫色

胎士 一 密
焼
色調

成 一 不良
ー にぷ い澄色

胎士一 徹砂粒 を 少
i
不
燈

量含
良
色

む
焼成 ー
色調 ー

胎土 ー 砂牲 を 含 む
焼
色調

成 ー や や 良
ー に ぷ い樺色

胎土 一 徹砂粒 を 含
む

焼
色調

成 ー 不良
ー にぷ い黄櫨

胎土 一 徹砂粒 を 含
む

焼成 一 不 良
色調 ー にぷ い糧色

胎
焼
色調

土
成 ー

ー

ー 密
不
浅黄

良
色

胎土 一 徹砂粒 を 含
む

焼成 ー 不良
色調 ー にぶ い糧色

胎土 ー 砂粒 を 少量
含 む

焼成 一 不 良
色調 ー にぷ い糧色

胎土 ー 密
焼成 一 不

燈
良
色色調 ー

胎土 一 徹砂粧 を 少
量含む

焼成 一 不
浅黄

良
色調 一 色

胎土 ー 密
焼
色

成
調

一 良

胎土 ー 灰 白 色
紬 ー オ リ ー プ黄

備 考
l 号

一
場
括

l 号掘
下層

l 号姻
下層

1 号娼
下層

l 号堀
下層

1 号堀
下層

1 号編
一括

1 号掴
下層

1 号堀
一括

l 号掘
一括

1 号堀
一指

1 号
一

掘
括

l 号堀
下層

l 号堀
一括， 

l 号掘
一括

1 号堀
一括

1 号掘
中 層



第 3 表 1 号堀出土遺物観察表(2)

No 種 別 器 種 法 量 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 胎土 ・ 色調 ・ 焼成 備 考
31  陶 器 火 鉢 内 口 径

径
ー 14 . 5四

全
口 縁

体
部
的

は鋭 〈 内側 に折れる 脚 は は り つ け 、 ナデ、 紬 を 施す 胎士 一 密 l 号
一

娼
括外ロ ー 1 9 . 9cm に歪んでお り 、 平面形 焼成 一 良

底径一 (16 . 9cm) は楕円形 を 呈す る 色調
器高 - 8 . 2四 脚 は 2 個残存す る が、 3 個 あ 胎

紬
土 ー 弁柄色

っ た と 推定 さ れ る ー オ リ ー プ茶

32 瓦 器 火 舎 口 径 一 不明 大型の 火舎で体部上位 は欠損 脚 は は り つ け 、 全面 に丁寧 な ナ デを 施す 胎土 ー 密 1 号掘
底径一 34 . 4叩 3 個 の脚 を 持 ち 、 そ の高 さ は 焼成 ー 良 下層
器高 一不明 約 2 叩 色調 ー にぷい黄糧

体部の 下位 に 1 本の突帯 を 持 色
'つ

33 瓦 器 火 舎 口 径 一 不明 大型の 火舎
を 持

で体
ち

部上位は欠損 脚 は は り つ け 胎土 ー 密 1 号堀
底径一 18 . 2cm 3 個 の 脚 、 その 高 さ は 全面 に丁寧な ナ デ を 施す 焼成 一 良 下層
器高 一 不明 約 1 . 3叩 色調

体部の 下位 に 1 本の突帯 を 持 内面 ー に ぷい 黄
つ 燈色

外面一 灰褐色

34 瓦 器 火 舎
底
口 径

径
ー 不明 大型の 火舎で体部上位 は欠損 脚 は は り つ け 胎土 ー 砂粒 を 含 む 1 号堀
- 28 . 8咽 3 個 の 脚 を 持ち 、 そ の 高 さ は 外面 は ミ ガキ 、 内面 は ナ デ 焼成 ー や や 良 一括

器高 一 不明 約2 . 4叩 ‘ 色調 一 種色
体部の下位 に l 本の突帯 を 持
つ

35 瓦 器 鉢 口 径 一 (34 . 8cm) 大型の鉢で平面形態 は楕円形 外商 は ミ ガキ 、 内蘭 は ナ デ 胎土 ー 密 I 号
一

堀
括底

器
径
高

一 (14 . 2叩) を 呈
部
す る 焼

色調
成 ー やや

色
良

-30 . 5cm 口唇 は平 ら で水平、 体部下 一 黒灰
位地fや やふ く ら む

36 瓦 器 鉢
底
口 径

径
一 (34 . 4四) 大型の鉢で体部 は ほ ぼ垂直 に 体部の内外商 及 び口 唇部 と 底部 か ら 体部 に か け 胎土 ー 密 1 号掘
一 (28 . 0咽) 立 ち 上がる て の部分 はヘ ラ ケ ズ リ 焼成 ー や や 良 下 層

器高 一 13 . 9叩 ロ唇部は平 ら で水平、 底部 は 内面底部 は ナ デ及び押圧 色調 ー 灰色
平 ら

37 瓦 器 盤 ? 口 径 一 (35 . 4叩) 大型の器で浅 く 、 口縁部は 丸 体部の内外面 及 び口 唇部 と 底部か ら 体部 に か け 胎土 ー密 l 号権
底径ー (33 . 3四) み を お びる て の 部

底
分
部

はヘ ラ ケ ズ リ 焼成 ー や や 良 下 層
器高 -40咽 底部 に は脚 の痕跡がみ ら れ る 内面 は ナ デ及び抑圧 色調 ー灰色
(測 を 除 く ) がそ の個数 は不明

38 瓦 器 火 舎 口 径 ー (43 . 4cm) 大型の 火舎で形態 は長胴、 口 全面 に わ た り ナ デ調整 を 施す 胎土 ー 微砂粒 を 含 1 号堀
底径一 不明 縁部 よ り や や下位に最大径 を 口 縁部 と 上位突帯の 聞 に 縦方向 に連続 し た 棒状 む 下層
器高 一 不明 持つ の ス タ ン プ を 、 上位 の突帯 の聞 に 2 個 セ ッ ト の 焼成 ー や や 良

体
条

部
の

の
突帯

上位
を 持

に
つ
2 条、 中位に 2 菊花

個
文
ずつ

の ス タ ン プ、 中位 の 突
プ

帯
を

の
す
聞 に 等 間 隔 に 色調 ー 灰褐色

1 の菊花文の ス タ ン 施

39 瓦 器 火 舎 口 径 一 (43 . 4cm) 大型の 火舎で形態は丸み を お 全面 に わ た り ナ デ調 整 を 施 し 、 内面 に は煤が付 胎土 ー 徴砂粒 を 含 1 号堀
底径 一 不明 ぴ、 ロ 縁部 よ り やや下位に畳 着 し て い る 。 口 縁部 と 上位の突帯の 聞 に 2 個 セ む 下層
器高 一 不明 大径 を 持つ ッ ト の菊花文の ス タ ン プ を 施す 焼成 ー や や 良

体部の 上位 に l 条 、 中位に 1 色調 ー にぷい黄櫨
条の突帯 を 持つ 色

40 瓦 器 火 舎 口 径 一 (45 . 6四) 大型 の 火舎 で 口 縁
縁
持

部が
部
つ

残

体
よ

存

部
り

形 全面 に わ た り ナ デ調 整 を 施 し 、 口縁部 と 上位 の 胎土 ー 密 1 号
下

沼
層底径 一 不明 態 は 丸み を お び口 や 突帯の 聞 に 2 個 セ ッ ト の 菊 花文 の ス タ ン プ を 施 焼成 ー不良

器高 一 不明 や下位 に最大径 を の す 色調 ー 灰 白 色
上位 に 1 条 の突帯 を持つ

41 瓦 器 火 舎 腕
底

径
径

一 (39 . 2咽) 大型の 火舎
帯
で体

を 持
部が残存体部 丁寧 な ナ デ調整 を施 し 、 突帝の 聞 に 2 個セ ッ ト 胎土 ー 密 l 号堀

一 不明 に 2 条 の突 っ の菊花文の ス タ ン プ を施す 焼成 一 良 下層
器高 一 不明 色調 ー 黄灰色

42 瓦 器 火 舎 口 径 ー 不明 大型 の 火舎で底部お よ びロ 縁 全面 に わ た り ナ デ調整 を 施 し 、 上位の突帯 の 上 胎土 ー 砂粒 を 含 む 1 号堀
底径 一 不明 部 を 欠損す る 部 に × の連続 ス タ ン プ、 そ の下位に 4 本セ ッ ト 焼成 ー や や 良 下 層
器高 一不明 体部 は下位 よ り 上位にかけて の棒状の ス タ ン プ、 下

す
部 の 2 本の突帯の聞 に 菊 色調 ー にぷ い燈色

やや内碗 し な が ら 立 ち 上がる 花文の ス タ ン プ を施
体部 中位お よ び下位 2 条の 突
帯 を 持つ

43 瓦 器 火 舎 法量不明 ロ縁部の破片 ナ デ
の

調
菊

整 を施 し 、 口 縁
プ

部
を

と 突帯 の聞 に 2 個 セ ッ 胎土 一 徹砂粒 を 含 1 号
下

堀層口縁部の下位に l 条の 突帯 を ト 花文の ス タ ン 施す む
持つ 焼成 ー 良

色調 ー にぶ い橿色

44 瓦 器 火 舎 法量不明 口縁部の破片 ナ テ調整 を施 し 、 ロ 縁部 と 突帯 の 間 に連続の菊 胎土 ー 砂粒 を 含 む l 号堀
口縁部の下位に 1 条の突帯 を 花文の ス タ ン プ を施す 焼成 一 良 下層
持つ 色調 ー にぶ い授色

45 瓦 器 火 舎 法量不明 口縁部の破片、 口 縁部の下位 ナ デ調整 を施 し 、 ロ 縁部 と 突帯の 聞 に 菊花文の 胎土 ー 砂粒 を 含 む 1 号纏
に l 条の突帯 を 持つ ス タ ン プ を施す、 色調は に ぷい黄櫨色 焼成 一 良 下層

46 瓦 器 火 舎 法量不明 口縁部の破片 ナ デ調整 を 施 し 、 口 縁部 と 突帯 の聞 に連続の菊 胎士 一 砂粒 を 含 む l 号堀

持
口縁

つ
部の下位に l 条の 突帯 を 花文の ス タ ン プ を施す 焼成 一 良 下層

色調 ー 灰 白 色

47 瓦 器 火 舎 法量不明 体
上
2

部
位
条

の

の
に

破

突
2

片
条
帯

の
を持

突帯
つ

、 下位に も
ナ デ調整 を 施 し 、 上位の突帯の 問 に 4 本セ ッ ト 胎士 一 砂粒 を 含 む 1 号堀

文
の棒

の
状の ス タ ン プを 、 下位の突帯の 聞 に は 菊 花 焼

色調
成 一 良 下層

ス タ ン プ を 施す 一 黒褐色

aaE

 

FD

 



第 4 表 1 号堀出土遺物観察表(3 )

No 種 別 器 種 法 量

48 瓦 器 火 舎 法量不明

49 瓦 器 火 舎 法量不明

50 瓦 器 火 舎 法量不明

51 瓦 器 す り 鉢 法量不明

52 瓦 器 す り 鉢 法量不明

53 瓦 器 す り 鉢 法量不明

54 瓦 器 す り 鉢 法量不明

55 瓦 器 す り 鉢 底径 一 1 1 . 8咽
他不明

56 瓦 器 火 舎 法量不明

57 瓦 器 火 舎 法量不明

58 瓦 器 火 舎 法量不明

59 瓦 器 火 舎 法量不明

60 瓦 器 す り 鉢 口 径 一 (35 . 4cm)
底径一不明
器高 一 不明

61 瓦 器 す り 鉢 口 径 一 (28 . 4cm)
底径一 不明
器高 ー 不明

62 瓦 器 す り 鉢 口 径 一 20 . 6cm
底径一 1 1 . 0叩
器高 - 9 . 4cm

63 瓦 器 す り 鉢 口 径 ー (22 . 0叩)
底径一不明
器高 一 不明

64 瓦 器 羽 釜 口 径 一 不
(8

明
底径一 . 2cm) 
器高 ー不明

65 瓦 器 羽 釜 口 径 一 0 5 . 6叩)
底径 一 不明
器高 ー 00 . 3叩)

66 瓦 器 査 口 径 一 0 5 . 0cm)
底形ー 不明
胴最大幅一

(24 . 8叩)

67 瓦 器 鉢 9 口 径 一 不明
底径一 22 . 2cm
器高 一 不明

68 瓦 器 火 舎 口 径 一 不明
底径一不明
器高 一 不明

形 態 の 特 徴

上
口縁

位
部か ら 体

の
部
突

の破
持
片

に l 条 帯 を つ

口縁部か ら 体
の

部
突

の破片
上位に 2 条 帯 を 持つ

上
口縁

位
部 か ら 体

の
部
突

の破
を持

片
に 2 条 帯 つ

口縁部か ら 体部の破片
体部 は わずかに 内湾 し な が ら
開 〈

底部か ら 体部に かけて の破片

底部か ら体
Ii'

部
直線

に か けて の破片
体部 は ほ 的 に 聞 く

口縁部か ら 体部 に かけての破
片
ロ縁部 は内湾 し 尖 り 気味

底部か ら 体部にかけて の破片
で、 底部は 薄 〈 、 体部 は急に
厚み を 増す

ロ縁部 か ら 体部の破片
上位 に I 条 の突帯 を持つ

口縁部か ら 体部の破片上位に
1 条 の 突帯 を持つ

口縁部か ら 体部の破片上位 に
1 条 の 突帯 を持つ

口縁部か ら 体部の破片

体部 は わずかに 内i脅 し な が ら
立 ち 上 が り 、 厚 さ は不均一
口唇部の中央が < I i'む

体部 は わずかに 内 海 し な が ら
立 ち 上 が り 、 厚 さ は不均一
ロ唇部の中央がやや く I i'む

体部 は ほぼ直線 的 に 聞 き 、 底
部は平 ら で あ る
口唇部は内面 よ り に や や 尖 る

体部 は ほぼ直線的 に聞 き 、 厚
さ は 不均一であ る
口唇部 は平であ る

器形 は 全体に偏平で、 厚い鍔
は ほ ぼ水平 につ く
底部 は ほ ぼ平 ら で あ る

器形 は 全体に丸 み を お び、 鍔
は ほ ぼ水平につ く
底部 は ほ ぼ平 ら で あ ろ う

外
青擦

反
は球形で、 口縁部 は短 〈
す る

底部 は 欠損

底部か ら 体部に かけてカ苛主存
底部 は や や く I i'む

口縁部か ら 体部 に かけての 破
片、 体部上位に 2 条の 突帯 を
持つ

技 法 の 特 徴

ナ デ調整 を施 し 、 ロ 縁
プ

部
を

と 上位の突帯の聞 に 笹
文の連続 し た ス タ ン 絡す

ナ デ調整 を施 し 、 口 縁部 と 上位の突帯 の 聞 に 連
続 し た × 状の ス タ ン プ を 、 突帯の聞 に は 4 本 セ
ァ ト の棒状の ス タ ン プ を 施 す

ナ デ調整
状
を施

の
し 、 口 縁

プ
部
を

と 上位
帯

の突管の聞
菊

に 逮
続 し た X ス タ ン 、 突 の 聞 に は 花文
の ス タ ン プ を 施す

内 面 は ナ デ調整の後 6 本セ ッ ト のit線 を 下 か ら
右上方 に 向 か つ て施す
外面は指頭に よ る押圧お よ びナ デ を 施す

内 面 は ナ デ調整の後 5 本 セ ッ ト のit線 を下 か ら
右上方 に 向 か つ て施す
外面は指頭に よ る抑圧で あ る

内 面 は ナ デ調整の後 6 本セ ッ ト のit線 を 下 か ら
上方に向かつ て 施す
外商は指頭に よ る押庄で あ る
外面は指頭に よ る粗い抑圧であ る

内 面 は ハ ケ 目 調
向

整の 後細 い 5 本 セ ァ ト のi土線 を
下 か ら 上方に か つ て施す
外国 は ナ デに よ る 調整 を 施す

内 面 は太 い 5 本セ ッ ト の it線 を 下か ら 上方 に 向
か つ て施す
外面は押圧 と ナ デに よ る 調整 を 施す

ナ デ調整 を 施 し 、 口 縁部 と 上位の突帝 の 聞 に 連
続 も し く は 2 個 セ ッ ト の 菊花文の ス タ ン プ を 施
し 、 内面に煤が付着 す る

ナ デ調整 を施 し 、 口 縁部 と 上位の突帯 の 聞 に 2
個 セ ッ ト の菊花文の ス タ ン プ を 施す

ナ デ調整 を 施 し 、 口 縁部 と 上位の突管の 聞 に 2
個 セ ッ ト も し く は連続の 菊花文の ス タ ン プ を 施
す

ナ デ調整 を 施 し 、 口 縁部の下位に連続の⑧の ス
タ ン プ を 施す

内面は斜め方 向 の ナ デ調整の後 7 本セ ッ ト の 沈
線 を 下か ら 上 方 に 向 か つ て 施す
外面 は ナ デ及 ぴ指頭 に よ る 押圧であ る

内面はナ ヂ調整の後 6 本セ ッ ト の沈線 を 下 か ら
右上方 に 向 か つ て施す
外面 は ナ デ及 び指頭 に よ る 抑圧であ る

内面は剥離がひ ど く 、 沈線の数は不明であ る が
1 本の太 い沈線

ぴ指
が等

頭
間隔 で確認で き る

外面 は ナ デ及 に よ る 抑圧 で あ る

内面は工具に よ る 波状の ナ デの後、 6 本セ ッ ト
の沈線 を 施す、 外国 は ナ デ調整であ る

外面 はヘ ラ けず り 、 内面は粗い ナ デ を 施す

外面は丁寧 な ナ デ、 胸部 内面は多方向の組いナ
デ、 底部付近 に は煤が付着 す る 。

外面は格子 目 の タ タ キ 、 内 面 は 丁寧 な 横 ナ デ

底部 は は り つ け 、 体部は抑圧及 びナ テ調整

口 縁部 と 突帯 の 聞 は X の 連続 し た ス タ ン プ、 突
帯 の 聞 は 4 本セ ッ ト の棒状の ス タ ン プ
内外面 は ナ ヂ調 整 を 施す

- 55 -

胎土 ・ 色調 ・ 焼成 備 考
胎
焼

土
成

ー
一

砂
良

粒 を 含 む 1 号
下

線
層

色調 ー に ぷ い黄橿

胎土 一 徹砂粒 を 含 l 号堀
む 下層

焼成 一 良
色調 ー 褐灰 色

胎土 ー 徴
む

砂粒 を 含 l 号
下

堀層
焼成 一 良
色調 ー にぶ い樫色

胎土 ー 密 1 号堀
焼成 ー 良 下層
色調 ー に ぷ い燈色

胎土 ー 密 1 号堀
焼成 ー や や 良 一括
色調 ー 褐灰 色

胎土 ー 密 1 号堀
焼成 ー やや 良 一括
色調
内面 一 黒褐色
外面 ー にぷ い黄燈

胎土 ー 密 l 号堀
焼成 一 良 一括
色調 ー 灰 色

胎土 ー 密 l 号堀
焼成 ー や や 良 下層
色調 ー 黄灰色

胎土 ー 砂粒 を 含 む l 号堀
焼成 一 良 下層
色調 ー 黄灰 色

胎土 ー 砂粒 を 含む 1 号姻
焼成 ー 良 中 層
色調 ー 灰 白 色

胎土 ー 砂粒 を 含 む l 号堀
焼成 一 良 一括
色調 ー 糞灰 色

胎土 ー 砂粒 を 含 む l 号場
焼成 一 良 下層
色調 ー にぷ い黄俊

胎土 ー 密 l 号堀
焼成 一 良 下層
色調 ー灰色

胎土 ー 密 l 号姻
焼成 ー や や 良 下層
色調 ー 灰 白 色

胎土 ー 密 l 号姻
焼成 ー や や 良 上 層
色調 ー 灰 白 色

胎土 ー 砂粒 を 含 む l 号堀
焼成 一 良 一括
色調 ー に ぷ い褐色

胎土 ー 密
良焼成 一

1 号
一

堀
括

色調 ー にぷ い赤褐
色

胎土 ー 砂粒 を 含 む l 号掘
焼成 一 良 下層
色調 ー 黒灰

鍔下 は茶褐色

胎土 ー 密 I 号堀
焼成 ー不良 下層
色調 ー に ぷ い栂色

胎土 ー 密 1 号堀
焼成 一 良 下層
色調 ー 賛灰色

胎土 ー 密 l 号場
焼成 一 良 下層
色調 ー 褐灰色



第 5 表 1 号堀出土遺物観察表(4 )

No 種 別 器 種 法 量
69 瓦 器 杓 子

孔
犯手

径
径
一 2

一
.
3
。咽

. 0叩

70 瓦 器 浅 鉢 口 径 一 (28 . 6四)
底
器

径
商

一 (17 . 6咽
- 5 . 0咽

71 瓦 器 i是 鉢
底
口 径

径
一
ー

(
(
1
1
7
1

.

.
5
8

咽
咽

)
) 

器高 - 3 . 8咽

72 瓦 器 不 明 口 径 一 不明
底径ー (15 . 1 咽)
器高 ー不明

73 瓦 器 火 舎 口 径 ー不明
底径一 不明
器高 一 不明

74 瓦 器 羽 釜 口 径 一 不明
底
器

径
高

一 不明
一 不明

75 瓦 器 査 口 径 一 不明
底径ー 不明
器高 一 不明

76 瓦 平 瓦 縦j幅 一 不明

- 1 . 9叩 前
横
厚
後

幅
き

一 不明

77 瓦 平 瓦 縦幅 一 不明
横
厚

幅
さ

一 不明
- 1 . 8岨

78 瓦 平 瓦 縦
横
厚

幅
幅
き

一 不明
一 不明
- 2 . 3四

79 瓦 丸 瓦 全長 - 33 . 4咽
幅 一 不明
玉縁長 一5 . 2咽
高 さ ー (7 . 2咽)

80 瓦 丸 瓦 全長 一 不明
幅 一 不 明
玉縁長 一6 . 1咽
高 さ ー (7 . 0cm)

81 瓦 丸 瓦 全長 一 お . 5咽
幅一 1 6 . 2個
玉縁長 -6 . 5咽
高 さ ー 7 . 5叩

82 瓦 丸 瓦 全長 一 不明
幅 一 1 7 . 8個
玉縁長 一 不 明
高 さ - 7 . 8個

83 瓦 丸 瓦 全長 一 不明
幅一 不明
玉
高

縁
さ

長 一 不 明
一 (7 . 2咽)

M 瓦 丸 瓦 全長 一 不明
幅 一 1 6 .9叩
玉縁長 一不明
高 さ - 8 . 8咽

85 瓦 丸 瓦
幅
全長

一
一 不明
不明

玉縁長 一不明
高 さ ー (6 . 8四)

86 瓦 丸 瓦 会長 ー 不明
幅 一 不 明
玉縁長 一5 . 3団
高 さ ー (6 . 2佃)

87 瓦 丸 瓦 会長 ー不明
幅一 不 明
玉縁長 ー不明
高 き ー (6 . 6四)

形 態 の 特 徴

柄
柄

差
差

し
し

込
込

み
み

都
孔

市
は

勾
先
是存

細 り

底部 は 平
湾

ら 、 口縁部は ゆ る や
か に 内 し て 立 ち 上が り 、 口
唇部 は と がる
体部の 厚 さ は不均一

底部 は 平
湾

ら 、
立
口 縁

ち
部
上

は ゆ る や
か に 内 し て 地f り 、 口
唇部 は 丸み を お びる
ロ縁部に比べ底部は厚い

腕
短

径
〈

は 上部 に い く に し たがい
な る

底部 に は 4 ヶ 所 に 2 段の脚 を
持つ

底部 に は脚 を も ち 、 す ぐ上位
に突帯 を持つ
体
部

制
分

:か
が厚

ら 底
〈

部に かけて内面の
な る

底
底
的

部
部

は 平 ら と 推定 さ れ る
よ り 鍔 ま で の体部 は直線

口縁部 は丸 〈 短 〈 外反する
肩 部 は 角 張 る

厚 さ は 中央部がわずかに厚い
側辺 は垂

「直八代凹面に 藤」 の刻印

厚 さ は ほぼ均一
側辺 は 垂

「
直八代伊凹 面 に 」 の刻印

厚 さ は ほ ぽ
直

均一
側辺 は 垂

縦長

大型

玉縁部 は欠損
大型

玉縁部及ひマ位 を 欠領

上位及 ひ宝縁部 は 欠損
ひ じ よ う に 厚い、 歪みがはげ
しい

体部の 2 分の l 残存

上位約 4 分の l 残存
歪みがはげ し い

技 法 の 特 徴

柄差 し込み部分は ケ ズ リ 、 杓部分は ナ デ

器面全体 に ナ デ調整 を施す

器面全体 に ナ デ調整 を施す

器面全体に丁寧 な ナ デ調整 を施す

器面全体に丁 寧 な ナ デ調整 を施す

鍔
内

よ り 下位 に は煤が付着
商 は 強 い ナ デ、 外面は丁寧 な ナ デ調獲

全体的 に 丁寧 な ナ デ

凹凸面及び側面 は丁寧な ナ デ

凹凸面は丁寧 な ナデ

凹凸面は丁寧 な ヘ ラ に よ る ナ デ

凹面は糸切 り 、 紐の痕跡
凸面はヘ ラ に よ る ナ デ

凹面は糸切 り 、 紐の痕跡
凸面はへ ラ に よ る ナ デ
玉縁部は 丁寧 な 横 ナ デ

凹面 は糸切 り 、 紐の痕跡
凸 面 はヘ ラ に よ る縦方向 の ナ デ
玉縁部は丁寧 な 横 ナ デ

凹函は糸切 り 、 紐
る

の
多

痕跡
凸面はヘ ラ に よ 方向 の ナ デ

凹面は糸切 り 、 紐の痕跡
凸面はヘ ラ に よ る斜め方 向 の ナ デ

図面は糸切 り 、 紐の痕跡
凸面はヘ ラ に よ る 多方向 の ナ デ

四面は糸切 り 、 紐の痕
方

跡
向凸面はヘ ラ に よ る 多 の ナ デ

凹面は糸切 り 、 紐の痕跡
凸面はヘ ラ に よ る 多 方向 の ナ デ

凹面は鉄線引 き 、 粗い畳表状の痕跡
凸面はヘ ラ に よ る 多 方向 の ナ デ

- 56 一

胎土 ・ 色調 ・ 焼成

胎
焼

土
成

ー
一

砂
良

牲 を 含 む

色調 ー 褐灰 色

胎土 一徹砂粒 を 含
む

焼成 一 良
色調 ー 褐灰 色

胎
焼

土
成

ー
一

密
良

色調 ー 灰色

胎土 ー 密
焼成 ー

浅
良

黄色調 一 色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー 賞灰色

胎土 ー 砂
良

粒 を 含 む
焼成 一
色調 ー 灰

内
黄
面

褐
は褐

色
色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー 黒灰 色

胎土 ー 密
焼
色調

成 一 良
一 黒灰色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー灰色

胎土 ー 密
焼
色調

成 一
ー 褐

良
灰 色

胎土 ー 密
焼成 ー やや 良
色調 ー 暗灰 色

焼
胎

色

土
成
調

ー 密
ー
一 暗

や
灰
や

色
良

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー 賞灰色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー 暗灰色

胎土 ー 密
焼成 一 不良
色調 ー 暗灰色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー 暗灰色

胎
焼

土
成

ー
一

密
良

色調 ー 青灰色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー 青灰色

胎土ー 密
焼成 一 良
色調 ー 黄灰色

備 考
1 号

一
堀
括

l 号堀
上層

下
1 号

層
堀

1 号堀
下層

1 号堀
下層

1 号掘
中層

l 号堀
下層

l 号郷
一括

l 号堀
一括

1 号
一

堀
括

1 号堀
一括

1 号
一

湘
括

1 号堀
一括

1 号掘
ー括

1 号掘
一括

l 号場
ー括

l 号
ー

堀
括

l 号堀
一括

l 号
一

堀指



第 6 表 1 号堀出土遺物観察表(5)

No 種 別 器 種 法 量 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 胎土 ・ 色調 ・ 焼成 備 考
88 瓦 丸 瓦

幅
全長

一 不
ー 不

明
明 歪みがはげ し い 凹面

面
は糸切 り 、 紐の痕

方
跡
向

胎
焼

土
成

ー
一

砂
良

粒 を 含 む l 号
一

堀
括凸 はヘ ラ に よ る 多 の ナ デ

玉縁長 一 不 明 色調 ー 青灰 色
高 さ ー (7 . 9叩)

89 瓦 軒丸瓦 瓦 当 径 - 1 5 . 7岨 歪みがはげ しい 瓦当面の文様 は 三 ツ
径

巴
は

(
約
左

l
) 胎土 ー 密

良
1 号

一
堀
括珠文教 は 16個で、 . 0畑、 巴 の頭 は や や 焼成 ー

角 張 り 、 尾 は長 く の ぴ、 次 に接 す る 色調 ー 黄灰 色

90 瓦 事F丸瓦 厚 さ ー 約2 . 5佃 瓦
文
当 面

教
の 文

不
様
明

は 三 ツ 巴 胎士 一 密
良

l 号
一

堀
括珠 は で 、 外面は ヘ ラ に よ る ナ デ、 内 面 焼成 一

は 糸切 り 、 瓦 当 面 は 丁寧 な ナ デ 色調 ー 黒灰 色

9 1  瓦 持丸瓦 厚 さ ー 約2 . 6叩 瓦 当 面の 文様 は 三 ツ 巴 胎土 ー 密 I 号堀
珠文数は不明で、 外面はヘ ラ に よ る ナ デ、 内 面 焼成 ー やや 良 一括
は 糸切 り 、 瓦 当 面 は 丁寧 な ナ デ 色調 ー 黒灰 色

92 瓦 軒丸瓦 厚 き ー 約2 . 5咽 瓦当面
数

の文様
明

は 三 ツ 巴 胎土 ー 密 l 号
一

堀
括珠文 は不 で 、 外面 は ヘ ラ に よ る ナ デ 焼成 ー や や 良

色調 ー 黒灰 色

93 瓦 軒平瓦 全長 一 不明 瓦 当 面 の文
松
様は均整唐草文 、 瓦 当 面 は ナ デ に よ る 調整、 凹函は横方向 の ヘ ラ 胎土 ー 密 l 号堀

幅 一 不明 中心飾 り は 、 唐草 は 2 転、 に よ る ナ デ、 凸面は丁寧 な ナ デ 焼成 ー 不 良 ー括
厚
垂

き - 2 . 5咽 垂 は ほ ぼ垂直 色調 ー 灰 白 色
の長 さ ー

(4 . 3四)

94 瓦 軒平瓦 全長 一 不 明 瓦 当 面 の文様は均整唐草文、 瓦当面の接合 は ナデ、 四面 は横方向 の ナ デ、 凸 胎土ー 密 1 号堀

厚
。!ï!- 不 明 中心飾 り は 三 ツ 巴、 唐草

り
の転 面の調整は不明 焼成 一 良 一括

さ - 2 . 0咽 回 は 不明、 垂は や やせ だす 色調 ー黒灰色
垂の長 さ ー

(4 . 0cm) 

95 瓦 鬼 瓦 法量不明 鬼瓦 ? の飾 り の部分で、 雲珠 表面は丁寧な ナ デ を 施
線

す
を

胎土 一 密 1 号堀
を 表現 し た も の か 接合商に は多数の沈 も つ 焼

色
成
調

一
ー 黒

良
灰 色

一括

96 瓦 鬼 瓦 法量不明 鬼瓦 ? の飾 り の部
内

分 表面は丁寧な ナ デ を 施 し 、 上位に 3 条 の沈線 を 胎土 ー 密 1 号掴
三 角 形

底
を呈 し 、 部は空洞、 も つ 焼

色
成
調

ー 良 一括
図の は接合面 一 黒灰 色

97 瓦 鬼 瓦 法量不明 鬼瓦 ? のー部か 表面及 び表面 は 丁
あ

寧
る

な ナ デ に よ っ て 仕上げる 裏 胎土 ー 密 l 号堀
側 面 は厚 く な る 面 は粗い調整で 焼成 一 良 一括

色調 ー 暗灰 色

98 瓦 続 法量不明 繊の ひ れの部
を

分
呈

で、 平面 プ ラ 両面に沈線 を 施
裏
し

面
、 ひれ を 表現 して い る 調 整 は 胎土 ー 密 l 号

一
堀指ン は楕 円形 し 、 両面にit 丁寧な ナ デで、 に接合面 を も っ 焼成 一 良

線 を 施 し 、 ひれ を 表現 して い 色調 ー 暗灰 色
る

99 瓦 鬼 瓦 法量不明 形態及 び部位等不明 表面はヘ ラ に よ る丁寧な ナ デ調整 胎土 ー 密 l 号堀
焼成 ー やや

色
良 一括

色調 ー 暗灰

100 瓦 鬼 瓦 法量不明 形態及 び
を

部
表現

位等
し

不明 鱗 は 管状の工具で施文す る 胎土 ー 密 1 号堀
寵の鱗 た も の か そ の他は 丁寧 な ナ デ、 飾 り は接合 焼成 ー や や 良 一括

色調 ー 灰 色

101 瓦 鬼 瓦 法量不明 形態及 び部位等不明 表面は丁寧な ナ デ、 飾 り は接合 胎土 ー 密 l 号堀
裏面内部は 薄 く な る 焼

色調
成 ー や や 良 一括

一 灰 色

102 瓦 鬼 瓦 法量不明 形態及 ひ溜位等不明 表面は丁寧な ナ デ、 飾 り は接合 胎土 ー 密 1 号堀
焼成 ー やや 良 一括
色調 ー灰色

103 瓦 鬼 瓦 法量不明 形態及 ひ溜位等不明 表面は丁寧な ナ デ、 飾 り は接合 胎土 ー 密 1 号堀
板状の瓦に 円盤状の飾 り を の 焼成 ー や や 良 一括
せ る 色調 ー 暗灰 色

104 瓦 続 法量不明 鍛の ひ れの部分か、 先端部 は 表面は丁寧な ナ デで 、 5 本の ひ れ を 表現す る 胎土 ー 密 l 号堀
欠
表

損
裏面 と も 稜線 を も っ

焼成 ー や や 良 一括
色調 ー 灰 色

105 瓦 鬼 瓦 法量不明 形態及 び部位等不明 二重の円 と 曲 線 を 沈線で表現す る 胎土 ー 密 l 号堀
表面は丁寧 な ナ デ と 抑圧 で調整す る 焼成 ー やや 良 一括

色調 ー 暗灰 色

106 瓦 鬼 瓦 法量不明 形
薄

態
い板

及 び部位等不明 表
方

面は丁寧 な ナ
整
デ沈

す
線で表現 し 、 裏面 は粗い 多

焼
胎土

成
ー 密 l 号堀

に 2 状の稜曲線 を 表現 向 の ナ デで調 る ー や や 良 一括
す る 色調 ー 暗灰 色

107 瓦 鬼 瓦 法量不明 形態及 ひ溜位等不明 表面 は丁寧な ナ
整
デ沈

す
線で表現 し 、 裏面 は粗い 多 胎土 ー 密 l 号堀

ひ じ よ う に厚い 方 向 の ナ デで調 る 焼成 ー 良 一括
色調 ー 暗灰 色

108 瓦 鬼 瓦 法量不明 形態及
に
ひ郁

棒
位
状

等
の

不明 表面及び側面 は 丁寧 な ナ デ、 裏面は粗い ナ デ 胎土 ー 密 I 号堀
諸事い板 飾 り が突出す 焼成 ー 不 良 一括
る 色調 ー 暗灰 色

可，FD

 



第 7 表 1 号堀出土遺物観察表(6)

No 種 別 器 種 法 量

109 瓦 鬼 瓦 法量不明

1 10 瓦 鬼 瓦 法量不明

1 1 1  瓦 鬼 瓦 法量不明

1 12 瓦 続 ほぞ長 一 1 1 . 2cm

1 1 3  瓦 続 法量不明

114  瓦 鬼 瓦 法量不明

1 1 5  瓦 鬼 瓦 法量不明

1 1 6  瓦 鬼 瓦 法量不明

117  瓦 鬼 瓦 法量不明

形 態 の 特 徴

形

形
I

態

態
枚

及
の板

ひ溜
を

位
折

等
り

不
曲

明
げた よ う な

を も ち 、 下 方 に は 釘孔が
l 個 あ る

鬼瓦の 飾 り の
巴

ー
(左

都
)

で
、 珠

、 厚
文

い形
態 は 円形の 数は
不
全体

明
の形態 は不明

鬼瓦 の飾
形の

り の
巴

一
(左

部
)

で
、 珠

、 厚
文

い形
態 は 円 数 は
不
全体

明
の 形態 は不明

鋭の 尾 の部
大

分で、 7 本の ひ れ
は 扇 状 に き く 開

持
く

基部 に はほぞを ち 、 固定の
た め の 孔 を 持つ

繊の尾 の部分で、 先端部及 ぴ
ほぞの

状
部分

に
は欠損、 7 本の ひ

れ は 扇 大 き く 開 〈

ひ じ よ う
を

に 大型で厚 〈 半球形
の突起 持つ
ひれ は扇状に大 き く 開 〈

ひ じ よ う に 大型で厚 〈 、 笹状
の飾

央
り を持つ

中 部 は厚 く な る

ひ じ よ う に 大型で、 渦状の鋳
り や突 起 を 持 ち

描
、 5 本セ ッ ト

の沈線で文 様 を く

ひ じ よ う に 大型で厚 〈 、 渦状
の飾 り を 持 ち 、 右端下方に は
ほぞ孔 を も ち 、 釘孔が 2 箇所
確認で き る

技 法 の 特 徴

表
釘

面
孔

はヘ ラ 状
約0

の
.
工具でケ ズ リ を 施す

の径は 9四で あ る

表面 は ナ デ調整、 裏面 も ナ デ調整

表面 は ナ デ調整、 裏面 も ナ デ調 整

丁寧 な ナ デに よ る調整

丁寧 な ナ デに よ る 調整

丁寧 な ナ デに よ る調整、 裏面は粗い押圧 と ナ デ
飾 り はすべて張 り 付 けでナ デに よ る 接合

丁寧 な ナ デに よ る調整、 裏面は粗い
接
押圧 と ナ デ

飾 り はすべて 張 り 付 け で ナ デに よ る 合

丁寧
り

な ナ デに よ る調整、 裏面は粗い
接
抑圧 と ナ デ

飾 はすべて張 り 付 けで ナ デに よ る 合

丁 寧 な ナ デに よ る調整、 裏面は粗い押圧 と ナ デ
飾 り はすべて 張 り 付けでナデに よ る 接合

- 58 -

胎土 ・ 色調 ・ 焼成 備 考
胎
焼

士
成

一 密 1 号
一

堀括ー や や不
色

良
色調 ー 暗灰

胎土 ー 砂牲 を 含 む 1 号
一

堀括
焼成 一 不 良
色調 ー にぷ い積色

胎土 ー 砂牲 を 含 む 1 号繍
焼成 一 不良 一括
色調 ー にぷい賞燈

胎土 ー 砂粒 を 含 む 1 号凋
焼
色

成
調

一 良 下層
一灰色

胎土 ー 砂粒 を 含 む 1 号堀
焼成 ー やや 良 下層
色調 ー灰色

胎土 ー 密 1 号堀
焼成 一 良 下層
色調 一 黒灰 色

胎土 ー 密 l 号堀
焼成 ー やや 良 下層
色調 ー 黒灰色

胎土 ー 密 l 号掘
焼成 ー やや 良 下層
色調 ー灰色

胎士 一 密 1 号堀
焼成 ー やや 良 下 層
色調 ー灰色



‘ -、

(j;.? 1 1 9 

L --tr=--3/ 

- - ・
畠畠晶a

1 2 1 1 20 
宇三Zヨ ----�"
「一寸 ___ ]125 
￥ニヰ 二二二

j二 \ ドィ;「\

「ーウJ
\ 

1 23 

37 
y一一寸
民テヰ

上」二，Å '34
L斗ノク137

1 00m 5 
の町内a
mu-E

 

図測実物温

一

出

日

朝

一

の4図

5

お

悶

第



1 42 

5 1 0cm 



L 

I 
1 47 

い 斗149
第37図 2 号堀 出土遺物実測図( 3 )

- 6 1  -

。 5 1 0cm 



nHU

 

phd

 

l

 

，

 

j

 

，

 

，

 

\旬報 15 1

:"�.�- 'K ‘\ 
片品、 ヘ
、くちゃ:�;f�;�i 汽

弓 、、正 �"s.Y':': :ピマ ハ王、

、 . - ， 1'" 戸唱‘ "r � _ . .， 

�_ Jtl - :1.晶� l.'樹高石
ぜ

、ーョ�-;cð 
\了時;. ，. ，� 

ノ |
P 1 53 

J

 

f

 

f

 

，

 

，

 

， 
EU
O

 

L l :!J 1 56 Cコ

第38図 2 号堀 出土遺物実測図(4)

- 62 -



t 〆
、ー'

J

 

J

 

J

 

〆-、、
、
‘‘

 

、
、 、

、 、\ J 

守プ

， ， 

。 1 0  20cm 

第39図 2 号堀 出土遺物実測図(5)

- 63 



fiisj) とヨj 次66

一一山一\、「|///

 

L-�とタ71

第40図 2号堀出土遺物実測図(6)

- 64 -

てミ 斗ーフイ

。 1 0cm 5 



、、 .

ミ子三三司 ~ど
��二:てhV、

1 76 

/ / J 

1 83 ト七21 1 84

第4 1図 2号堀出土遺物実測図(7)

- 65 -

。 5 

I I 
" 

1 00m 



、、、

， ， 

戸、 f

1 90 1 89 

っけは…j

。 1 00m 5 

第42図 2 号堀出土遺物実測図(8)

- 66 ー



、、、、

。 1 0cm 5 

第43図 2号堀出土遺物実現.tl図(9)

一 67 -



第44図 2号堀出土遺物実測国側

- 68 -

。

、J

\ \ 〈/
、 、 ， 〆" 、、 、 円 ，:

5 I Ocm 



fts 

， ， 、、

。

第45図 2号堀出土遺物実測図(11)

- 69 -

九)

)

5 I Ocm 



206 

、、

第46図 2号堀出土遺物実測図。2)

- 70 -

。

， ， 

5 I Ocm 



， ， 、
、

一r/

2 1 1 
-p 一一一� -

J r 

。 1 0cm 5 

第47図 2号堀出土遺物実測図(13)

- 71 一



， 

第48図 2 号掲出土遺物実測図(1 4)

- 72 -

2 1 5  

。 5 1 0cm 



⑤m 

①m 

222 

日m

@217 

① m 

6L3 

@m 
第49図 2号堀出土遺物実測図(15)

- 73 一

。

① 

③ 221 

5 I Ocm 



勺 、 m

232 

、、

。 5 1 0cm 

第50図 2号堀出土遺物実測図。 6)

- 74 -



238 
24 1 

内am
o』252 

第5 1図 2号堀出土遺物実測図(17)

一 75 -

マ

5 I Ocm 



E

去
一

号

、、

C ご二ごごごごごごご二二

257 

実

第52図 2号堀出土遺物実測図(1 崎

- 76 -

てミ3:二〆

。 1 00m 5 



265 

263 

/ LT主\
第53図 2号堀出土遺物実測図(1崎

- 77 ー

。

267 
5 1 0cm 



268 

270 

第54図 2 号堀出土遺物実測図極的

- 78 一

。

269 

5 1 00m 



C 

\」マグ

第55図 2 号編出土遺物実測図位1)

- 79 -

C 



4参
グ/戸 ~、

金

278 

277 

、 、
279 

280 

〆
ノ
ノ

、

ぺ \
にノ m

第56図 2 号堀出土遺物実測図(11)

nu

 

oD

 



/勺λ
ギ

、、

-

a，i

 

;

 

一
や

F

「一-F
F



i
-

ん- 一ノ

~

/シ/γ、

C 
。 5 1 0cm 

第57図 2 号堀 出土遺物実測図(23)

- 81 -



/ 目 ~、 一
〆 、人おら
/
f

 

\ 、‘?世d・�ì:
:-:t' 

。 5 

第58図 2 号堀 出土遺物実測図仰)

- 82 一

1 0cm 



/片ノ��司 過
が舟P

\

 

e

k、、\九

数
f 

， " 298 

k欝
、、

4ド 、./ 、
/ 

J 

額 }

第59図 2 号堀出土遺物実測図的

- 83 -



℃百 七イ \一~グケ

r 
， 

ぺ三」プグ

コLJJ
第60図 2 号堀 出土遺物実演IJ回収6)

- 84 一

、
、

。

306 

5 1 0cm 



習が

0 

第61 図 2 号堀 出土遺物実現IJ図(27)

- 85 -



， ， 

第62図 2 号堀 出土遺物実演IJ図仰)

86 一

/寸;ささふ

，γ 3 1 5  



\\ �グ

\亡
ク

丈こ二片ガグ

\ー」トマヨJ
EG
D

 

ぽて》

Cコ

第63図 2 号堀 出土遺物実測図(川

- 87 -



C 

0-0 

コ 322Cこ

0-0 
コ 325C J 324 「」

仁二二二二コ 329

。 。
亡二二二コ 332

l __. ì 33 1 

O 

L ì 330 

( _ 
- ) 334 

c _ _ ) 337 
1 0cm 5 。

2号堀出土遺物実測図(30)

- 88 

第64図



し \J J 339 aa
 
na

 
。 。

O 
可�C 

し一一一--J 344 「一一一一J 342 

l �347 C=_ _  _ ]  346 Fnd

 

aaT

 

no

 

、，，EJ

，

 

，
‘

 

，，

 

••

 

、
[__-- ) 348 

352 35 1 

己 356

350 

Ea

 

za

 

n唱ul

 

~
/

一一
二

「
レ
/
一一
ニ{

 

---- 〆l

1 0cm 5 。354 
2号堀出土遺物実測図(31)

- 89 -

第65図

353 



第 8 表 2 号堀出土遺物観察表(1 )

No 種 別 器 種 法 量

118 土師器 杯 口径一
(
(
6
12 . 9

咽
四
)
) 

底径一 . 7  
器高 -4 . 8四

119 土師器 主事 口径一不明
底径一4 . 3咽
器高 一不明

120 土師器 均Z 口径一 不明
底径一 (5 . 6佃)
器高 一不明

121 土師器 杯 口径一不明
底径 一 (5 . 5叩)
器高 一 不明

122 土師器 勾: 口 径 一 不明
底径一 (6 . 3咽)
器高 ー不明

123 土師器 杯 口径一不明
底径 一 (6 .4咽)
器高 一 不明

124 瓦 器 盤 口径一 16 . 0叩
底径一 14 . 4咽
器高 -3. 1叩

125 瓦 器 盤 口径一 (15 . 8咽)
底径ー (15 . 6四)
器高 ー (2 . 8佃)

126 瓦 器 盤 口径一 (13 . 8咽)
底径一 (1 3 . 0佃)
器高 一 (2 . 8四)

127 陶 器 小 壷 口径一 (9 . 1咽)
底
器

径
高

一不明
一不明

128 陶 器 小 室 口径一 10 .4cm
底径一7 . 7C1m
器高 - 5 . 2佃

129 窯道具 チ ャ ツ 口径一 (10 . 8叩)
底径一7 . 0叩
器高 - 3 . 6cm

130 窯道具 チ ャ ツ 口径一 不明
底径 -4 . 0団
器高 一不明

131 窯道具 チ ャ ツ 口径一9 . 6佃
底径 一4 . 6佃
器高 一2 . 1佃

132 陶 器 不 明 口径一不明
底径一 6 . 2四
器高 一不明

133 黛道具 チ ャ ツ 口径一 (9 . 6冊)
底径 一 5 . 9皿
器高 一 2 . 5咽

形 態 の 特 徴

底
口縁

部 は 中央がや や く ぽむ
はやや外反 し ての ぴ、 口

唇部 は 丸み を お びる

底部 は平 ら で、 底部か ら体部
にかけて段 を持つ
口縁部 は外反 し て のびる

底部 は 平 ら
口縁部 は ほ ぼ直線的 に の ぴる

底部中 央がわずか に く ほむ
口縁部 は や や内 湾気味に立ち
上がる と お も われ る

底部中央がわずかに く ほむ
底部か ら体部に か けて段を持
ち 、 口 縁部 はやや 内湾気味に
立ち 上がる と お も われ る

底部 は 平 ら
内面底 中央は一段盛 り 上がる
ロ縁部はやや内湾気味に立 ち
上がる と お も われ る

底部 は 丸み を お びる
口縁部 は内湾 し 、 口唇部は丸
み を お び、 底部か ら体部に か
けて面取 り を施す

底部 は丸み を お ぴる
口縁部 は ほ ぼ直立 し、 口唇部
は丸み を お び、 底部か ら体部
にかけて面取 り を 施す

底部 は 丸み を お びる
口縁部 は ほ ぼ直行 し、 口唇部
は丸み を お びる

口縁部は大 き く 外反す る
体部最大径 を上位に も つ
肩部に 1 条の細い突帯 を持つ

口縁部 は大 き く 外反す る
胸部最大径 を上位 に持つ
肩部に l 条の細い突帯 を持つ
底部中央はやや く Ifむ

体部 は大 き く 内湾 して立ち上
が り 、 底部の中央は く Ifむ
口縁部 は ほ ぼ平 ら
全体的 にゆがみがは げ し い

底部 は 平 ら
口縁部 は薄 〈 、 ゆ る やかに関
く

底部 は 平 ら
口縁部 は薄 〈 、 ゆ る やかに

持
関

き 、 粗いナ デに よ る稜線を
つ

底
ら 体

部
部
の 中 央 は く ぼみ、 底部か

にかけて は面取 り を 施
し、 鋭 く 屈 曲 し て 外反 しなが
ら 立 ち 上がる
ややゆがみ を持つ

底部の 中央 は く ぼみ、 底部か
ら胴部にかけて は ほぼ直角 に
屈 曲 し 、 口縁部は直線的に開

技 法 の 特 徴

底
内外

部
面はナデに よ る 調

切
整
りは糸切 り かヘ ラ かは表面の剥離がひ ど

く 不明

内外面はナデに よ る 調整
底
外

部
面

は糸切 り
の上位 に は 、 ろ く ろ に よ る 条痕がの こ る

底
内外

部
面はナデに よ る 調整
は糸切 り

内外面はナデに よ る 調整
底部は糸切 り

内外面はナデに よ る 調整
底都は糸切 り か ? 磨耗がひ ど く 不明

内外商はナデに よ る 調整
底部は糸切 り か ? 全体に磨耗がは げ し い

内外面は丁寧 な ナ デ仕上げ、 底部は ナ デ、 口縁
部外商に は煤が付着する
窯道具の可能性あ り

内外
縁

面
部外

は丁
面

寧
及

な
び

ナ
内

デ仕上げ
は煤、 底

が付
部

着
は粗

す
いナ デ、

口 面底に る
窯道具の可能性あ り

内外面は丁寧 な ナ デ仕上 げ、 底部は無調整、 口
縁部外面から底部にかけて煤古河す着す る
窯道具の可能性あ り

内外面は丁寧な ナデ仕上げ

内外面は
ぴ

丁
底

寧
部

な ナ デ仕上げ
外面及 は酸化 に よ る 自 然紬

内外面及ぴ口縁部は ナデに よ る 仕上げ
全面に酸化に よ る 自 然粕

底部は糸切 り
内外商はナデ調整
内面 は施紬

底部
外面

は糸切 り
内 は ろ く ろ を利用 し た粗い ナ デ
全面 に 自 然紬

底部はナ デ及 び粗い押
紬

庄
、内外面及び底部 に施 底部の一部 は粕がは げ

落 ち る

底部は糸切 り
内外面は ろ く ろ の回転を利用 し た丁寧 な ナ デ
全面に酸化に よ る 自 然紬
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胎土 ・ 色調 ・ 焼成 備 考
胎
焼

土
成

ー
ー

砂
不

粒
良

を含む 2 号
中

堀
層

色調 ー燈色

胎土 ー徴砂粒 を 少 2 号堀
量含む 中下層

焼成 一 良
色調 一種色

胎土 ー砂
含

牲
む

を少量
中
2 号

下期層
焼成 ー やや良
色調 ー糧色

胎土ー微砂粒 を 少 2 号堀
量含む 中下層

焼
色

成
調

ー不良
一極色

胎土 ー微
量

砂
含

粒
む

を 少 2 号娼
中下層

焼成 ー不良
色調 ー糧色

胎土 ー砂
を

粒
含む

を少量 2 号堀
上層

焼
色調

成
一
ー 不種色

良

胎土ー徴砂粒を 多 2 号堀
く 含む 上層

焼成 一 良
色調 ー にぷ い黄糧

胎
焼

土
成

ー砂粒 を 含む
一 良

2 号
上

堀層
色調 ー 浅黄色

胎土 ー微砂粒 を 含 2 号堀
む 一括

焼成 一 良
色調 ー にぷ い樟色

胎土 ー微砂粒を 含 2 号堀
む 上層

焼成 一 良
色調 ー にぷい黄褐

胎土 ー微砂粒 を 含 2 号堀
む 上層

焼
色調

成 一 良

胎土ー赤褐色
紬 ー 灰褐色

胎土 ー密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調

粕
胎土ー黒灰色

- 灰褐色

胎土 ー密 2 号堀
焼成 一 良 一括
色調

胎土ー黒灰色
粕 ー 灰褐色

胎土 ー砂
良

粧 を含む
焼成 一

2 号
上

堀層
色調

胎土ー黒灰色
紬 一 茶褐色

胎土 ー密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調

胎士 一暗灰色
紬 ー オ リ ー プ黄

胎土ー密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調

胎土 一 階灰色
紬 ー 灰赤色



第 9 表 2 号堀出土遺物観察表(2)

No 種 別 器 種 法 量

1 34 陶 器 不 明
底
口 径

径
一 不明
- 6 . 5咽

器高 一 不明

135 磁 器 鉢 9 口 径 一 不明
底径一 9 . 4咽
器高 一 不明

136 陶 器 小 室 口 径 一 3 . 8叩
底径一不明
器高 ー不明

137 陶 器 猪 口 口 径 一 不明
底径 一3 . 8cm
器高 一不明

138 瓦 器 す り 鉢 法量不明

139 瓦 器 す り 鉢 法量不明

140 瓦 器 す り 鉢 法量不明

141 瓦 器 す り 鉢 法量不明

142 瓦 器 す り 鉢 法量不明

143 瓦 器 す り 鉢 法量不明

144 瓦 器 す り 鉢 法量不明

145 瓦 器 す り 鉢 口 径 一 (27 . 6叩)
底径ー不明
器高 一不明

146 瓦 器 す り 鉢 口 径 一 (27 . 8叩)
底径 一 (14 . 0cm)
器高 一 lO . 4cm

147 瓦 器 火 舎 口 径 一 (1 1 . 7咽)
底径 ー 不明
器高 ー 不明

148 瓦 器 火 舎 口 径 一 (23 . 4叩)
底径 一 不明
器高 ー不明

149 瓦 器 鉢 口 径 一 不明
底
器

径
高

一 (23 . 4咽)
一 不明

150 瓦 器 火 舎 口 径 一 ( 1 7 . 6岨)
底径一 不明
器商 ー 不明

151  瓦 器 火 舎 口 径 一 不明
底径一不明
器高 一 不明

形 態 の 特 徴

底
が

部
り

は 平 ら で、
直

体部の 立 ち 上
は ほ ぼ垂

底部 は 蛇 ノ 目 高台状で、 体部
よ り せ り だす
体部下位に 5 個 の突起 を有す
る
外面 は細かい凹 凸 を 有す る

体部 は ゆ る や か に 立 ち 上が り
肩が張 る
頚部 は締 ま り 、 口 縁部は大 き
〈 外反する

底部 は平 ら で、 中央は わずか
に く ' 1"む
体部 は 宣線的 に 立 ち 上がる

体部か ら 口 縁部 に かけての破
片で、 体部 は や や 内湾気味 に
立 ち 上がる

体部か ら 口 縁部 に かけての破
片で、 体部 は ほ ぼ直線 的 に 関
き 、 厚 み は 不均一であ る

体部か ら ロ 縁部 に かけての破
片で、 体部 は ほ ぼ直線的 に 開
き 、 口 唇部 に面取 り を 施す

体部か ら ロ 縁部 に かけての破
片で、 体部 は ほ ぼ直線的 に 開
き 、 薄 い

体部か ら 口 縁部 に かけ て の破
片で、 体部 は わずかに内湾 し
て 開 く

体部か ら 口 縁部 に かけての破
片で、 体

い
部
く

はや や外反 し 、 ロ
唇部 に に し た がい厚 く な
り 、 口 唇部 は丸み を お びる

体部か ら 口 縁部 に か け て の破
片で、 体部 は直線的 に 開 き 、

平
内

口

面

唇
で

部
あ
は

は
る

わ ずか に 内傾 し 、 水

表商事j離がは げ し い

体部 は ほぼ直線的 に 聞 く
厚 さ は 不均一で あ る
口唇部に は浅い く ぼみ がめ ぐ
る

体部 は ほ ぼ直線 的 に 聞 き 、 厚
さ は不均一であ る
口唇部 は水平で浅い く ぼみが
め ぐ る

口縁部か ら 体部 に かけての破
片
上位に I 条 の突帯 を持つ

口縁部か ら 体部 に かけ て の破
片で、 口唇部は や や外下が り
で、 中 央部がや や く ぽむ
内面 に は煤が付着 し て い る

底部は ほぼ平 ら で あ る
f宇都 は垂直 に立 ち 上がる

口縁部 は内 湾 し 、
厚
全体

〈
に丸み

を お び、 口 唇部 は 丸み を
お び る

口縁部 か ら 胴部 に かけて の破
片
体部上位に l 条 の 突帯 を持つ

技 法 の 特 徴

体
内外

部
面及

底部
び底

に
部
張

は、 丁寧 な ナ デ
は り つ け

全面に施糊

内 面 は ナ デでi事 を 塗 る
底部は丁

ぴ底
寧な ミ ガキ を か け る

外面及 部に は紬 を 施 し 、 外商の 凹 部 に は漆
が観察で き る

内外面 は ナ デ調整、 紬 を 施す

内外面 に は施紬 、 底部か ら 体部 に か け て の 部分
は無施馳

外面は押圧及 びナデに よ る 調整 、 内 面 は ナ デに
よ る 調整
6 本セ ッ ト の 沈線 を 下か ら 上へか き あ げる

外面は押圧及びナデに よ る 調整、 内 面 は ナ デに
よ る 調整
5 本セ ッ ト のi:t線 を 下か ら 上へか き あ げる

外面は押圧及 びナデに よ る 調整、 内 面 は ナ デに
よ る 調整
5 本セ ッ ト の沈線 を 下か ら 上へか き あ げる

内外面はナデに よ る 調整
5 本セ 7 ト のi土線 を 下か ら 上へか き あ げる
内面の表面剥離がは げ し

外面 は ナ デに よ
線
る調

を
整、 内面

上へ
は斜

か
め
き

方 向 の ナ デ
5 本セ ッ ト の沈 下か ら あ げる

外面は抑圧、 ナ デに よ る 調整、 内面は横方 向 の
ナデに よ る調整
5 本セ ッ ト の 沈線 を下か ら 上へか き あ げる

外面 は ナ デに よ る調整、 内面は斜め方向 の ナ デ
に よ る調整
5 本セ ッ ト のi:t線 を 下か ら 上へか き あ げる

外面は抑圧及びナデに よ る 調整 、 内面 も ナ デに
よ る 調整
5 本セ ッ ト の i:t線 を 下か ら 上へか き あ げ、 そ の
間 隔 は広 い

外面 は押圧及 びナデに よ る 調整、 内面 も ナ デ に
よ る 調整
6 本セ ッ ト の 沈線 を 下 か ら 上へか き あ げ、 内面
底部 に も 渦巻状沈線 を施す

内外面 と も 検 ナ デに よ る 調整
口 縁部 と 上位の 突帯の問 に連続 し た 花文の ス タ
ン プ を施す

外面の 口 縁部 は 丁寧 な 横 ナ デ、 下位 は粗い横 ナ
デに よ る 調整
内面の上部

様
は横ナデ、 そ の下位 は押圧 に よ り 連

弁状の文 を表す

内外商 と も ナ デに よ る調整

内外面 と も 丁寧な横 ナ デ仕上げ
胴部に菊花文の ス タ ン プ を 施す

内外商 と も 横 ナ デ仕上げ
口 縁部 と 突帯の 聞 に 三 ツ 巴の ス タ ン プ を 絡 す
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胎土 ・色調 ・焼成

焼
胎土

成
ー
一

密
良

色調
胎土ー黒灰色
紬 ー 暗赤褐色

胎士 一 密
焼成 一 良
色調 ー 内面 は黒

胎士一 浅黄色
紬 ー 暗 オ リ ー プ

胎土 ー 砂粒 を 含 む
焼成 一 良
色調

胎土
赤
一

褐
茶灰色

紬 一 色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 胎土 は赤褐
色 と 浅黄色 の混合

赦 ー 灰 オ リ ー プ

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー灰色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー 灰黄色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー に ぷ い糧色

胎土 ー 砂粒 を 含 む
焼減 ー やや 良
色調 ー 灰黄色

胎土 - �外立 を 含 む
焼成 一 良
色調 ー灰黄色

胎土 ー 密
焼成 ー 良
色調 ー灰色

胎土 ー 密
焼成 ー 不 良
色調 ー 黄灰 色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー にぷ い櫨色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー に ぷ い黄櫨

色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー 黄灰色

胎土 ー 砂粒 を 含 む
焼成 一 良
色調

内
ー 黄灰色
面 は黒褐色

胎士 一 密
焼成 一 良
色調 ー に ぶ い赤褐

色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー 褐灰色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー 淡黄色

備 考
2 号

上
堀
層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号掘
下層

2 号堀
下層

2 号堀
中 下 層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号堀
下層

2 号堀
上層

2 号堀
中下層

2 号掘
上層

2 号場
上層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号堀
上層



第1 0表 2 号堀出土遺物観察表(3 )

No 種 別 器 種

152 瓦 器 火 舎

153 瓦 器 羽 釜

1 54 瓦 器 火 舎 ?

155 瓦 器 鉢

156 瓦 器 鉢

1 57 瓦 器 火 舎

158 瓦 器 火 舎

159 瓦 器 火 舎

160 瓦 器 火 舎

161  瓦 器 火 舎

162 瓦 器 費

163 陶 器 鉢

164 陶 器 線香立

165 陶 器 水 注

166 陶 器 水 注

167 陶 器 灯明皿

168 陶 器 小 壷

法 量

底
口

径
径 一

一
不
不

明
明

器高 一 不明

鍔径 ー (21 . 2咽)

底
器

口 径
径
高

一 不明
一
ー 不

(20
明

. 0咽)

底
口径

径
一 不明
一 (20 . 0叩)

器高 一不明

口 径 一 不

不
(17

明

明
. 底

器
径
高

一
ー

4叩)

口 径 一 (49 . 0cm)
底径一 不明
器高 一 不明

底
口 径

径
一 26 . 8咽
- 20 . 5佃

器高 一 1 3 . 0咽
胸高 - 3 . 1佃

口 径 一 不
(19

明
. 底径一 O四)

器高 一 不明
脚高 一 不明

口 径 一 30 . 3岨
高台径一20 . 5咽
器商 ー 17 . 8佃
高台 高 -4 . 3咽

底
口 径

径
一 不 明
一 21 . 5叩

器高 ー 不明
高台高-6 . 4佃

突帯径一35 .4叩
底径 一 不明
器高 一 不明

口 径 一 不明
底径 一 (9 . 6阻)
器高 一 不明

底
口

径
径 一 7 . 4叩

一 5 . 9叩
器高 - 5 . 1佃

5 . 4叩

口径一 4 . 9咽
底径 一4 . 7cm
器高 -3. 2叩

口 径 一 不明

器
底径

高
一 不明
ー不明

体最大幅一
7 . 6四

高
器

口 径
台
高

一 不明
径 一 6 . 4cm
一 不明

底
器

口 径
径
高

ー4 . 0叩
ー 不明
一 不明

形 態 の 特 徴

片
口縁部か ら 体部 に かけての破

体部上位に 1 条 の突帯 を持つ

鍔の部分のみの破 片
鍔 は 先端部がや や上向 〈

底部 は 平 ら で、 体部は直線的
で
体部

聞 き 気
位

味
に

に 立 ち 上がる
下 突帯 を 持つ

底部 は 平 ら で、 体部は 直線的
に 開 く

底
立
底

部

部
ち

は 平 ら で、 体部は垂直 に
上がる
か ら体部に か けて 面取 り

を施す

体部 は 内湾 し て 口 縁部 に 至 る
口縁部の断面形 は 三 角 形 を 塁
す る
体部 中 央 と 上位 に 突帯 を持つ

底
す

部
る

は 平 ら で、 3 個の脚 を 有

体部 は や や 膨 ら み を持 ち 、 口
唇部 は 水平であ る

底部 は
脚
平

が
ら

推
、 脚

定
の痕

き
跡
る

を持つ
3 個 の で
体
湾

部
気

下 位 に は突帯 を 持 ち 、 内
味 に 立 ち上がる

二重の高台 を 持つ
体部 は ゆ る や か に 立 ち 上が り
口縁部は外に迫 り 出 し 、 丸み

体
を

部
持つ

中 央 に 二重の丸い突帯 を
下位 に は半円径の凹線 を持つ

持

高
高

台
台
つ

部
部

透
の
と 体

か
4

部
ヶ
し孔

所
は 直

は
に

対

線
透か し孔 を

。 角 に 1 個
づっ 、 も う 一つ の対角 に 3 偲
の 円 であ る

形態 は長胴で、 1 条の突帯 を
持つ

底部 は平 ら で、 中 央部がわず
かに く ぽむ
体部 は 簿 〈 、 や や 内湾 し て 立
ち 上 が る

底部 は平
縁

底
部

、 体
外

部
反

は丸み を お
び、 口 は し て 聞 く
3 ヶ 所 に縦の飾 り 突帯がつ く
内面上位に煤が付着す る

底部は平底、 体
外

部
反

は丸み を お
ぴ、 口 縁部 は し て 短 〈 開
〈
把手 を 持 ち 、 注 目 部分は欠損

形
部

態
分が

は
残
丸

存
み を お び、 偏平注目

皿 を 2 段
�

に重ねた形態で、 下
皿は油 けで、 細 い突帯が幾
重 に も め ぐ る
上皿 は泊入れ、 両 日縁部欠損
高台の畳付 は丸 み を お びる

体部 の最大径は 中 位 に 位置す
る と 推定 さ れる
頭部の 締 ま り は弱

内
〈 、 口縁部

は 円 を えがいて 湾する

技 法 の 特 徴

内
口縁

外面
部

と
と 突

も 横
帯の

ナ デ
聞

調
に

整
※状の ス タ ン プ を 施す

内外面 と も 横 ナ デ調整

内外面 と も 横 ナ テ調整

内外面 と も 横 ナ デ調整

内外面 と も ナ デ調整

内外面 と も ナ デ調整

施
口縁

す
部 と 上位突帯の 聞 に 三 ツ 巴文の ス タ ン プ を

体
内外

部
面
を底

と
部
も 丁

に接
寧

合
な

す
ナ デ

る
調整

外
突

商
帯

は ケ ズ リ の後に ナ デ調整、 内面 は ナ デ調 整
及び脚は張 り 付 け

全面市
の

宮非
突

常
帯上

に丁寧な ミ ガキ で仕上げ ら れて お り
体部 位 に は ひ じ よ う に 細かい三重円文
の ス タ ン プ を 、 下位 に は雷文の ス タ ン プを 連続
し施す

内外面
多

はτ
向

寧 な ナ
デ

デ
調

調
整

整 、 内面底部及 ぴ高台上
面 は 方 の ナ

外面 はヘ ラ ケ ズ リ の 後、 ナ デ調整
内 面 は ナ デ調整

内外面 は ろ く ろ ナ デ
底部は糸

自
切 り

外面 は 然粕

全
突

体
帯

に丁寧
り つ

な ナ デ調整
はは けで、 ヘ ラ 調整

担
全

底

体
手
部

に ナ デ調整
は は り つ け で
を 除 く 全体に粕 を施す

外
全体

面
に ナ デ調整

施に は 紬 を す

高
高

台
台

は ケ ズ リ
施
出 し

内面は無 稀

全
内

体
外

がろ く ろ ナ デ調整
面 と も 紬 を 施す
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胎土 ・ 色調 ・ 焼成

胎
焼

土
成

ー
一

密
良

色調 ー にぷ い櫨色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー灰色

胎土 ー 砂牲 を 含 む
焼
色調

成 一 良
ー にぷい黄櫨

胎土 ー 密
焼成 ー やや 良
色調 ー 黄灰色

胎土 ー 密
焼
色調

成 ー
一

や
明赤

や
褐
赤

良.
灰
色

内面 は 色

胎土 ー 密
焼成 ー やや 良
色調 ー 浅黄色

胎
焼
色

土
成
調

ー
一
ー

密

黒
良

灰色

胎土 ー 密
焼成 ー やや 良
色調 - 1実質種色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー 褐灰色

胎土 ー 密
良焼成 ー

色調 ー 褐灰色

胎
焼U

士
成

一 密
ー や や 良

色調 ー 浅賞糧色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調

胎土ー黒灰色
紬 ー 灰褐色

胎
焼

土
成

ー
一

密
良

色調 ー 浅黄櫨色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調

胎土 ー 暗灰色
粕 一 灰 オ リ ー プ

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調

胎土 ー 暗赤褐色
紬 ー 赤褐色

胎
焼

土
成

ー
一

密
良

色調
胎
紬

土 ー 浅黄色
一 緑灰 色

焼
胎土

成 一
ー密

良
色調胎土ー 浅黄色

粕 ー 暗褐色

備 考
2 号

上
堀
層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号娼
中下層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号
上

堀
層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号
上

堀
層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号堀
中下層

2 号堀
中下層

2 号堀
中下層

中
2 号

下
堀
層

2 号堀
中下層



第1 1 表 2 号堀出土遺物観察表(4 )

No 種 別 器 種 法 量

169 陶 器 猪 口 口 径 一 不明
底径 一 (2 . 2c皿)
器高 ー 不明

170 陶 器 猪 口 口 径 一 不明
底径一 (2 . 2cm)
器高 一 不明

171 陶 器 灯明皿 口 径 一 不明
底径一4 . 3叩
器高 一 不明

172 陶 器 鉢 口 径 一 13 . 8叩
底径 一 12 . 0cm
器高 -8. 3cm

173 陶 器 鉢 口 径 一 (18 . 1cm)
底径 一 (lO . 7cm)
器高 一 5 . 2叩

174 陶 器 皿
底
器

口 径
径
高

一
一

一
4
1 1

. 
. 2cm 
8cm 
1 . 8 -

2 . 2叩

175 陶 器 大 皿 口 径 一 (30 . 9叩)
底径 一 (19 . 3cm)
器高 - 4 . 9咽

176 陶 器 尿 瓶 口縁径 一 5 . 4cm
高台径一9 . 3cm
器高 一 13 . 0cm
1問径 一 17 . 3cm

177 陶 器 費 口 径 一 不明
底径一 (18 . 0cm)
器商 ー 不明

178 陶 器 花器 ? 口 径 一 不 明
底径一 13 . 2cm
器高 一不明

179 窯道具 サ ヤ 口 径
径

一 (22 . 4cm)
底 - 20 . 0cm
器高 - 6 . 4cm

180 窯道具 サ ヤ 口 径 一 (20 . 6cm)
底径 一 (1 5 . 2cm)
器高 一 7. 2cm

181 窯道具 サ ヤ 口 径 一 (18 . 8cm)
底径ー (16 . 0cm)
器高 一 7 . 1 cm

182 窯道具 サ ヤ 口 径
径

一 (
(
1 4 . 8cm)

) 底 - (lO . 2cm 
器高 8 . 8cm 

183 窯道具 ザ ヤ 口 径 一 (8 . 4cm)
底径一 (8 . 4cm)
器高 - 6 . 8cm

184 黛道具 サ ヤ 口 径 一 (8 . 4cm)
底径 一 (8 . 4cm)
器高 - 6 . 8cm

185 瓦 器 火 舎 口 径 (14 . 0四)
底
器

径
高

一 (12 . 0咽)
-8 . 1 cm 

脚 高 - 2 . 3cm

形 態 の 特 徴

小型で
央
、 底

が
部
わず

は 平 ら
体部 中 か に く びれ る
口唇部は丸み を お びる

小型で 、 底部は平 ら で 、 中央
は ケ ズ リ 痕
体部 は 直線的 に の びる

浅い 皿 に芯置台 を 有す る
芯置台 に は 数条 の沈線 を施す
底部 は 平底で、 中 央が く Ifむ

底部 は 平底
体部 は ほぼ直立 し 、 厚 さ は 不
均一
口 唇 部 は水平

底部 は平底、 体部 は ゆ る や か
に 内 湾 し て 立 ち 上 が り 、 口 唇
部 は 水平、 底部 か ら 体部に か
けて 部分的 に面取 り を 施す

底部は平底、 体部 は ゆ る や か
に 内 湾 して 開 き 、 口唇部は丸
み を 帯 びる
見込 は l 段 〈 ぽむ

底部 は 平底で、 格子 目 状に 深
い刻 み を施す
口縁部は大 き く 外反 し て 開 く
口 唇部 に は 浅い沈線が巡 る

平面形態は楕円形を呈する
高台は外面 に面取 り を 施 し 、
中 央 は く Ifむ
ロ縁部は斜め上方 に あ り 、 口
唇部 は 丸 く 膨 ら む

底部は平底、 体部 は直線的 に
聞 く

底部は平底で、 中 央 は く ( fむ
体部下位が膨 ら む
体部 は 内傾 し て 立 ち 上が り 、
ゆがみがは げ し い

底部 は平底で、 中 央は僅かに
く Ifむ
体部 は 内湾 し な が ら 立 ち 上が
り 、 口 唇部 は ほ ぼ平 ら であ る
口 唇部 に は胎土 自 由旬長存

底部は平底で、 中 央 は 僅かに
< (fむ
体部 は 内湾 し な が ら 立 ち 上が
り 、 口 唇部 は ほ ぼ平 ら であ る

底部 は 平底で、 中央は僅かに
< Ifむ
体部 は 内 湾 し な が ら 立 ち 上が
り 、 口 唇部 は ほ ぼ平 ら であ る
口唇部の 2 ヶ 所 に胎土 目

底
体部

部 は 平
内

底
は 湾 し な が ら 立 ち上が

り 、 厚 さ は不均一で、 口唇部
は ほ ぼ平 ら
体部下位に沈線が巡 る

底部 は 平底
体
厚
や

部

外
さ

斜

は
は

ほ ぼ垂直 に 立 ち 上がる
不
す

均
る

一で、 口唇部はや

底部 は平底で、 中 央部は盛 り
上がる
体部 は ほ ぼ垂直 に 立 ち 上が り
口唇部は丸 み を お びる

底部 は 平 ら で 、 体部 は 直線的
に や や 聞 き 気味

を
に 立 ち 上が り

口縁部は丸み お びる
脚 を 3 個有 す る
内面底部中 央は突起 を 持つ

技 法 の 特 徴

体
底

部
部 は 糸

位
切 り

下 、 底部、 内面は 無施粕

底
底

部 は ケ ズ リ
部 か ら 体部 に かけ て は無施粕

内外面 は ナ デ調整
底部は糸切 り
芯置 き 台 は は り つ け 、 全面 に 自 然粕

内外面 は ろ く ろ に よ る ナ デ調整
底部は糸 切 り
外面及び底部 に 自 然紬

内外国は ろ く ろ に よ る ナ デ調整
底部は糸切 り
内面見込部分に 施紬

内外面 は ろ く ろ に よ る 丁寧 な ナ デ
見込に絵を施す

内外面 は ろ く ろ に よ る 丁 寧 な 回 転 ナ デ
底部 は ナ デ後、 格子 目 に 片切彫 り を 施す 口 唇部
か ら 内面 に施粕

内外面 に 秘 を 施 し 、 内面の 一部 は露胎す る 底部
は ケ ズ リ
把手及 び口縁部は張 り つ け

外面か ら 底部 に かけて施紬 、 底部の一部 は 露胎
内面は回転ナ デ、 底 は タ タ キ後 ナ デ

外面 は回転ナデ、 底部は ナ デで 、 板状の痕跡 を
持つ
内面 も 回転ナ デで、 底か ら 胴部 に かけ て 紬 を 施
す

外面 は回転ナデ、 底部は ケ ズ リ 後ナ デ
内面 も 回転ナ デ

外面は回転ナデ、 内 面 も 回転ナ デ底部 は ナ デ

外面 は回転ナ デ、 内 面 も 回転ナ デ
底部はヘ ラ ケ ズ リ
底の 2 ヶ 所に線刻あ り

外
底部

面 は回転ナ デ
体
、

部
内 面 も 回転ナ デ

は ナ デで、 にかけて面取 り を 施す
体部下位 に線刻 あ り

外面 は回転ナデ、 内面 も 回転ナ デ
底部 は ナ テ・で、 他の個体の粘土が付着
体部 中央 に線車IJ あ り

内外面 は 回転 ナ デ
底部 は ケ ズ リ 後 ナ デ を施す

内外面 と も 丁寧 な ナ テ調整
脚 は は り つ け
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胎土 ・ 色調 ・ 焼成 備 考
胎士 宮、 2 号

上
堀
層焼成 良

色調 胎土 ー褐色
紬 ー 暗褐色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調胎土一 日音褐色

紬 ー 灰 白 色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 一括
色調胎土 灰褐色

粕 ー 暗赤褐色

胎土 ー 砂粒 を 含 む 2 号掘
焼成 一 良 中下層
色調胎土 ー 暗

赤
灰
褐

色
紬 暗 色

胎土 砂粒 を 含 む 2 号堀
焼成 一 良 中下層
色調胎土 ー 黒灰 色

粕 ー 深緑色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 中 下 層
色調胎土 赤褐 色

絵 ー 乳 白 色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調胎土 茶灰色

紬 ー 枯草色

胎土 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調胎土 ー 弁柄色

利 一墨色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上 層
色調胎土 茶灰色

紬 暗赤灰 色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 良 上層
色調胎土 ー 茶灰色

手由 ー オ リ ー ブ色

胎土 ー 密 2 号
上

堀
層焼成 一 良

色調 ー 茶灰色
胎土 暗灰色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 中 下層
色調 一 茶灰色

胎土ー 暗灰色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調 茶灰色

胎土 ー 暗灰色

胎土 ー 密
良

2 号堀
焼成 ー 上層
色調 一 茶灰 色

胎土ー暗灰色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調一 明茶灰色

胎土 ー 暗灰色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調 一 茶灰色

胎士一 時灰色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 ー 不

色
明 上層

色調 ー 灰



第1 2表 2 号堀出土遺物観察表(5)

No 種 別 器 種 法 量

186 瓦 器 火 舎
底
口 径

径
一
一

不
(13

明
. 2岨)

器高 ー 不明
胸 高 一 2 . 5cm

187 瓦 器 火 舎 口 径 一 不明
底径 一 1 . 8叩)
器高 一 不明
脚高 ー 1 . 4四

188 瓦 器 火 舎 口 径 一 不明
底径一 (14 . 8叩)
器高 一不明
脚高一 不明

189 瓦 器 羽 釜 法量不明

190 土師器 三足鍋 胸 高 一 (7 . 3咽)

191  瓦 器 火 舎 胸高一 (7 . 3cm)

192 瓦 器 火舎 ? 法量不明

193 陶 器 護 口 径 一 (24 . 2叩)
底径 一 16 . 0叩
器高 一 24 . 0叩

194 陶 器 費 口 径 一 (15 . 0cm)
底径 ー 13 . 6cm
器高 一 27 . 5咽

195 陶 器 要 口 径 一 (15 . 0cm)
底径 一 13 . 6咽
器高 - 27 . 5cm

196 陶 器 愛
底
口 径

径
一 (17 . 2咽)
- 13 . 4咽

器高 - 26 . 0叩

197 陶 器 鉢
底
口 径

径
一 25 . 3佃
- 16 . 4叩

器高 - 9 . 5叩

198 陶 器 土 瓶 口 径 一 不明
胴径一 17 . 6佃
器高 ー不明

199 陶 器 土 瓶 口 径 一 9 . 6佃
底径 一 7 . 0叩
胴
器

径
高

一 20 . 3咽
- 12 . 2cm 

200 陶 器 土 菰 口 径 一 7 . 8叩
底径 - 5 . 6叩
胴径 一 19 . 7cm
器高 一 10 . 3叩

形 態 の 特 徴

底部 は 平

個
開

持

ら
き 気

で
味
、 体

に
部
立

は 直
上

線
が

的
るに や や ち

脚 を 3 ち 、 や や 内傾す る
内面底部中 央は突起 を 持つ

底部 は 平 ら で、 体
が

部
り 厚

は やや外
反気味 に 立 ち 上 さ は不
均一
脚 を 3 個持つ

二重の 屈 曲 を も っ 脚台 を 有す
る
内面底 は平 ら で、 体部 は ほ ぼ
垂直 に 立 ち 上が る

口縁部か ら 鍔に かけて の破片
口縁部 は ゆ る

煤
く 外

が
反
付着

する
鍔 よ り 下位 は す る

脚部
ぽ

の
直

み の 出土
ほ 線的 に の び る
脚上位 に は煤が付着

口縁部 の み の 出 土
口縁部 は丸み を お び、 下位に
突帯 を 巡 ら す

底部 か ら 体部に かけて の破片
体
内

部
面

は ほぼ直立 す る
の一部 に煤が付着す る

体
底

部
部

に 比べ器高
体
は低

部
い

は 平底で、 の綾大径
は ほ ぼ中央 に位置す る
頭部の し

外
す

ま
反
る

り は な く
部
口縁

は
部
内は ゆ る く し 、 口 唇

部 に 突 出

体
に

部
持つ

は長胴で、 最大径 を上位

口縁部 は直立 し 中 央で わずか
に外反 し 、 口唇部はやや丸み
を お びる
底部 は 平底で中央がく 11'む

体
に

部
持つ

は長胴で、 最大径 を上位

口縁
外

部
反

は直立 し 中 央で わずか
に し 、 口唇部はや や丸み
を お びる
底部 は平底で中 央 が く 11'む

体
に持

部
つ
は長胴で、 最大径 を上位

ロ縁部 は く の字形 に 聞 き 口 唇
部
底

は膨 ら み を持つ
部 は 平

位
底
に胴部上 突帯が巡る

底
部

部
は 内

に
湾
は短

し
い
な

高
が

台
ら 開

を持
き 、

ち 、
口

体
縁

部 は わずか に外反 し 、 口唇部
は丸み を お びる
焼成時の歪みあ り

全体の 形態 はそ ろ ばん 玉状 を
呈す る
注
底部

目 及
央
的

は
E手

く
部
l主

は 欠損
体部中 み 、 は 中

央で大 き く 屈 曲 す る
ひ じ よ う に 薄いっ く り

全体の形態 は そ ろ ばん 玉状 を
呈す る
底
央

部中 央 は く ぼみ
縁
、 体

部
部
に至

は 中
で書見 〈 屈

持
曲

つ
し 口 る

3 個 の脚 を が、 それは底
部
注

よ り 上位 に位置する
口 部 は外反す る

全体の青婚 はそ ろ ばん 玉状 を
呈す る
底部 中 央 は く ぼみ 、 体部は 中
央で鋭 〈 屈 曲 し 口 縁部 に 至 る
3 個 の 腕 を 持

部
ち

外
、 そのlfa;t犬は

尖 り 、 注目 は 反す る

技 法 の 特 徴

体
内外

部
面
を

と も 丁寧
張

な ナ デ調整
底部に り つ け る 。 脚 も は り つ けで、 ナ

デに よ る 接合

内外面
底
る

と

接
部
も 丁

合
に

寧
張

な ナ デ調整
体部 を り つ け る 。 脚 も は り つ けで、 ナ
デに よ

脚部及び内面 は 回転 に よ る ナ デ調整
体部外面 は丁寧な押圧で仕上げる

全面ナデ調整
鍔 は は り つ け

全面ナデ調整
脚 は は り つ け

全面丁寧 な ナ デ調整
口縁部は ミ ガキ

内外面 と も 回転に よ る ナ デ調整

体部上位 に 8 本の沈線 を 巡 ら す
体部か ら 口縁部内面 ま で紬 を施す

調

底
外

部
面
整

に は一部に紬が
内

付
面

着
は

す る
は
を施

ナ
す
デ調整 、 薗 格子 自 の タ タ キ後 ナ デ

体
外
内

部
面
面

上位 に波状
で
の沈

多
線 を 巡 ら す

は回転ナ デ 数の 浅い筋 を残す

底
は格

部
子 目 の タ タ キ後回転ナ デを施す

内面 に は底打ち の タ タ キ痕跡地勾量 る
底部 を 除 く すべて に 紬 を 施 し 、 内面の一部 は 露
胎す る

体部上位 に波状の沈
多

線 を 巡 ら す
外
内

面
面

底

は
は格

回

部

転
子
に

ナ デで 数の 浅い筋 を残す
目 の タ タ キ後 回転ナ デを施す

内面 は底打 ち の タ タ キ痕跡地句量 る
底部 を 除 く すべて に 紬 を 施 し 、 内面の一部 は 露
胎す る

体部上位 に粘土の連続張 り つ け に よ る 突帯が巡
る
外
内

面 は 回転ナデで一部に タ タ キ 自 の痕跡 を残す
面

及
は格

ぴ
子
内面

目 の タ タ
施
キ後

粕
回転

内面
ナ デ を 施す

外面 上位に 、 下位 に は紬垂 れ
底部の接合は抑圧及 ぴナ デに よ る

全面
面

に ろ
を
く ろ に よ る

部
回転

内
ナ デ を 施

露胎
し

が
、 外

あ
面
る

及 び
内 に紬 施すが体 面 に は
内面底部周辺 に は紬が溜 ま り 、 その部分に気泡
が生 じ る
外面及ぴ内蘭上位に純秘 、 内面下位 に は紬垂れ
底部の接合は押圧及びナ デに よ る

全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デ を 施 し 、 外
布

面
す

上部
に は 紬 を 施 し 、 体部下部 に は 白 土 を 塗 る
内面底部 に は粕垂れ

全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デ を 施 し 、 外面上部
に は紬 を 施 し 、 体部下部 に は回 転痕 を 残す
内面に も 粕 を 施

後
し て い る が、 紬変 は不完全

底部はケ ズ リ ナ デ調整
注 口 部内面に は カ ス 止め は無い

胴
口 縁

部下
部

位
は 一

は
部
煤

紬
が付

を
着
か き 取 る

全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デ を 施 し 、 外面上部
に は稀 を 施 し 、 体部下部 に は回転痕 を 残す
内面に も 紬 を 施 し て い る が、 一部は露胎す る
底部 は ケ ズ リ 後ナデ調整
注 目 部

部
内面の カ ス 止め孔 は 3 個

口 縁 は 一部紬 を か き 取 る
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胎土 ・ 色調 ・ 焼成

焼
胎土

成
ー 密
一 不良

色調 ー 褐灰色

胎土 ー 密
焼成 ー 不良
色調 ー 暗灰色

胎士 一 密
焼成 一 良
色調 ー にぶ い赤褐

色

胎土 ー砂牲 を 含 む
焼成 ー やや 良
色調 ー 黒褐色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー にぷい黄櫨

胎土 ー密
良焼成 ー

色調 ー に ぷ い褐色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー にぷ い褐色

胎土 一 白 色 の砂粒
を 含 む

焼成 一 良
色調

胎土 一 明赤茶色
紬 ー 焦茶色

胎土 ー 密
焼成 ー 良
色調

胎土
赤
ー 暗

茶
茶灰色

紬 一 色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調

胎士一暗茶灰色
紬 ー 赤茶色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調

胎土
赤
ー 暗
茶

茶
色

灰色
紬 一 茶

焼
胎土

成
ー 密
ー やや 良

色調
胎土 一 茶灰色
精 一 灰緑色

露胎一茶灰色

胎土 ー密
燐減 一 良
色 調

胎土ー赤茶色
紬 ー 淡い緑色
化粧土ー 黄灰色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調

胎
紬

土
ー 暗

ー 淡
茶

賞
色

赤色

飴土 ー 砂粒 を 含 む
焼成 一 良
色調

胎土 一 明 茶色
紬 ー 暗オ リ ー プ

備 考
2 号掘
中 下層

2 号堀
上層

2 号堀
中下層

2 号堀
上層

2 号堀
下層

2 号堀
中下層

2 号堀
中 下層

2 号姻
上層

2 号堀
中 下層

2 号堀
中下層

2 号掘
中 下層

2 号
上

堀
層

2 号姻
上層

2 号堀
上層

2 号掘
上層



第 1 3表 2 号堀出土遺物観察表(6)

匹。 種 別 器 種 法 量 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 胎土 ・ 色調 ・ 焼成 備 考
201 陶 器 土 瓶 口 径

径
一 (

(
8
7

. 2岨)
) 呈

全体
す

の
る

形態 はそ ろ ばん 玉状 を 全面
は紬

に ろ
施
く ろ に よ る 回転

部
ナ デ を 施 し 、

を
外
残

面
す

上部 胎
焼

土
成

ー
ー

密
良

2 号
上

掘
層底 一 . 2佃 に を し 、 体部下 に は 回 転痕

腕径 一 (16 . 7四) 底部 中 央 は く ぼみ 、 体部は 中 内 面 に も 紬 を 施 し て い る が、 一部 は 露胎す る 色調
器高 - 9 . 3叩 央で鋭 〈 屈 曲 し ロ 縁部に至る 体部上位 に は 10条の沈線 を 巡 ら し 、 そ の下 位 に 飴土 一 明 赤褐色

脚の有無は不明、 注目部は直 は縦方向 のit線 を 巡 ら す 紬 ー 暗茶色
線的 に 延ぴ、 外反す る 注ロ 都内面の カ ス 止 め孔 は 3 個
注目部のす ぐ上位に把手 を 有 口縁部は一部粕 を か き 取 る
す る

202 陶 器 土 瓶
底
口

径
径 一

一
(
(
6
7

.

.
3
2

c
四
m)

) 
全
り

体
は膨

の 形
ら

態
む

はそ ろ ばん玉状 よ 全面 に ろ
施
く ろ に よ る

下
回転

部
ナ デ を 施

転痕
し 、

を
外
残

面
す

上部 胎
焼

土
成

ー
一

密
良

2 号
上

堀
層に は紬 を し 、 体

を
制
施

l に は 回
胴径 一 (16 . 7叩) 体部 は 中央で緩 〈 屈 曲 し 口 縁 内面の一部に糊 し て い る が、 一部 は露胎す 色調
器高 - 9 . 3咽 部 に 至 る る 胎士一明茶色

脚の有無
、 背

は不明、 注目部は残 体部上位 に は細かい沈線 を 巡 ら し 、 そ の 下 位 に 紘 一 灰 オ リ ー プ
存せず、 後の把手の み残存 は草状の沈線で飾 る

ロ縁部は 一部紬 を か き 取 る
体部下位 に は煤が付着す る

203 陶 器 土 瓶 口 径 一 (7 . 3岨) 全体の形態 は そ ろ ばん 玉状で 全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デを 施 し 、 外面及 び 胎士 一 密 2 号線
底径 ー (7 . 3佃 体

体
部
部

上位
中央

は高い 内面に紬 を施 し 、 体部下 部 は一
施

部
す

粕が剥 げ る 焼成 一 良 上層
胴径 一 1 5 . 6咽 は 中 で鋭 〈 屈 曲 し わず 注 目 都 は ケ ズ リ に よ る調整 を 色調
器高 ー 11 . 8咽 か に 内 傾 し な が ら 口縁部に至 口 縁部に も 紬 を かけ る 飴土 一 明 茶色

る 体部下位 に は煤カ可す着す る 紬 ー オ リ ー プ
脚 は 無

が残
〈

存
、 注目 部及 び背後の 注 目 部内面に は カ ス 止め の 13個の孔 を あ け る

把手 す る 把手 は半円形で は り つ け
注 目 部先端 は外反する

204 陶 器 土 瓶 口 径 一 6 . 3岨 全体の形態 は そ ろ ばん 玉状で 全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デ を 施 し 、 外面及 び 胎土 ー 密 2 号堀
底径一 (6 . 6叩) 底部 は 平 ら 内面に紬 を施 し 、 内面の 一部は露胎す る 焼成 一 良 上層
腕径 一 16 . 2咽 体部 は 中央で屈 曲 し わずかに 体部下位 は無施紬 色調
器高 一 10 . 5叩 内傾 し な が ら 口縁部に至 り 、 注 目 部 は ナ デ に よ り 調楚 を 施す 胎土 一 明 黄茶色

口縁部は ほ ぼ 直立する ロ縁部は紬の か き と り が見 ら れ る 紬 ー 灰黄緑色
脚 は 無

が残
〈

存
、 注目 部 及 び背後の 体部下位 に は煤が付着す る 青緑色

犯手 す る 注 目 都内面に は カ ス 止め は無い
注目

端
部先

は
端
平

は ほ
あ
ぼ直

る
行 し 、 そ 注 目 部及 び把手 は は り つ け

の先 ら で

205 陶 器 土 瓶 口 径 一 不明 全体の形態 は 楕 円 形 を 呈す る 全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デ を 施 し 、 外面上部 胎士 一 密 2 号堀
底径 一 7 . 1咽 底部 中 央 は 大 き く く ぼみ、 体 に紬 を施 し 、 内面の 一部 に は紬垂れがあ る 焼成 一 良 上層
胴径 ー (16 . 0叩) 部 は 中 央で緩や かに屈 曲 し 、 体部下位 は 白 土 を塗布 し 、 一部か き 取 る 色調
器高 一 不明 わずかに内傾 し な がら 口縁部 体部下位 に は わずかlこ煤が付着 す る 胎土 一 明赤茶 色

に 至 る 把手 は は り つ け 紬 ー 緑青色
脚 は 無 く 、 背後の把手地f残存

把
す

手
る

は 台形 を呈 し 、 円形の孔
を持つ

206 陶 器 油 差 口 径 一 (3 . 2咽) 胴部の形態 は縦の樽形 を呈 し 全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デ を 施 し 、 頭部 は 丁 胎土 ー 密 2 号堀
底径 ー 不明 上位で

受
屈 曲 し油受け部 に い た 寧 な ナ デ調整 を 施す 焼成 一 良 上層

腕径一 (14 . 0佃) る 。 t曲 け は や や外反 し 、 頚 内外面に は紬 を 施 し 、 頭部内面 に は し ぼ り 痕跡 色調
器高 ー 不明 部は長 〈 伸 ぴて 、 先端部は外 が確認で き る 胎士 一 暗褐色

反す る 。 口 唇部 は 尖 り 気味 全体に細 かい貫入があ る 税 一 暗黄緑
色
色

ー 暗緑茶

207 陶 器 徳 利 口 径 一 不明 胴部の形態 は球形 を呈 し、 !í1i 全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デ を 施す 胎土 ー 密 2 号掘
高台径 一 8 . 4佃 部

高
は欠損 高台 は削 り 出 し 焼成 一 良 上層

胴径 ー 15 . 5佃 台 は や や 内傾 し 、 畳付は平 外面 に紬 を施 し 、 内 聞 は 無施紬 色調
器高 一 不明 ら 胸部上位 に は色調の異な る 秘垂 れ有 り 胎土 ー 赤茶色

高台内商は ほ ぼ平 ら 畳付は粕 を か き 取 る 紬 ー 暗茶灰色
紬垂一 明乳黄色

208 陶 器 徳 利 口 径 一 3 . 0叩 胸部の形態 は球形 を呈 し 、 頚 全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ ヂ を 施す 胎士 一 密 2 号堀
高台径一6 . 4叩 部 は ほ ぼ直立 し 、 口縁部は外 高台は削 り 出 し か 焼成 一 良 上層
胴径 一 1 2 . 4cm 反 し て 玉縁状 を な す 外面 に紬 を施 し 、 内面は 無施紬 色調
器商 ー 19 . 7叩 高台 の 断面形は逆台形 を 呈 し 胸部

台
上位 に は色調の異な る 粕垂れ有 り 胎土 一 明赤茶色

内面は膨 ら む 高 部
内面

は露胎がみ ら れ、 畳付は粕 を か き 取 る 紬 ー 黄 白 色
高台 に は 多量の砂が付着す る 紬垂 ー乳黄色

209 陶 器 徳 利 口
台
径一 3 . 2咽 胴

部
部
は

の 青
ぽ
婚
直

は球形 を 呈 し 、 頭
外 外

全
面
面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デ を 施す

焼
胎土

成
ー
一

密
良

2 号
上

堀
層高 径 一不明 ほ 立 し 、 口縁部は に 紬 を 施 し 、 内 閣 に も 勧垂 れがあ る

胴径 一 13 . 0叩 反 し て 玉縁状を な す 胴部上位 に は色調の異な る 紬垂れ有 り 色調胎土ー 焦茶色
器高 ー不明 紬 ー 青灰色

紬垂 ー乳黄色

210 陶 器 徳 利 口 径 一 不明 胴部の形態 は三 角 形 を 呈 し 、 全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デで 、 凹 凸 を 出 す 胎土 ー 密 2 号猫
底径 一 10 . 0叩 胸部の最大径は下位に位置 し 底部 を 除 〈 全面に紬 を施す 焼成 一 良 上層
胴
器

径
高

一 1 5 . 8咽 胴
底

部
部

の 内外
央

国 は 凹 凸 を 持つ 胴
底

部上位 に は色調の異な る 紬
ズ

垂れあ り 色調
一 不明 は 中 が < 11'む 部か ら 胸部 に かけて は ケ リ 胎土ー 暗茶灰色

紬 ー 暗茶灰色

FD

 

nヨ



第 1 4表 2 号堀出土遺物観察表(7)

No 種 別 器 種 法 量
2 1 1  陶 器 徳 利 口 径 一 不

(7
明

底径 一 . 6c皿)
胴径一 10 . 6岨
器高 一 不明

212 陶 器 徳 利 口 径 不明
高台径

OO. 2cm) 
腕径一 (17 . 8cm)
器高 一 不明

213 陶 器 徳 利 口 径 不明
高台径一

(8 . 0叩)
胴径 15 . 6咽
器高 一 不明

214 染 付 徳 利 口 径
ぷ口
‘ 一 不明

高 径一8 . 2叩
胴径 一 16 . 0叩
器高 一不明

215  磁 器 徳 利 口 径 一 不明
高台径 一7 . 6咽
胴径一 16 . 8咽
器高 不明

216 陶 器 碗 口 径 一 (1O . 7crn)
高台径一4 . 1cm
高台高 -0 . 6cm
器高 一 5 . 0佃

217 陶 器 碗 口 径 一 (9 . 9咽)
高台径一3 . 7四
高台高 一0 . 4佃
器高 一 5 . 8咽

218 陶 器 碗 口径
ぷロ
、一 5 . 7cm

高 径 2 . 8cm
高台高 一0 . 7crn
器高 - 3 . 9叩

219 陶 器 碗 口径 9 . 0cm 
高台径 一3 . 4叩
高台高 一0 . 5咽
器高 5 . 4叩

220 陶 器 碗 口径 9 . 0cm 
高台径一3 . 4cm
高台高 O . 4cm 
器高 - 5 . 4cm

221 陶 器 碗 口 径 一 9 . 0cm
一 1 0 . 1cm

高台径 3 . 7cm 
高台高 -0 . 5叩
器高 - 6 . 1 cm

222 陶 器 碗 口 径 ー 1O . 8cm
高台径一

(4 . 4cm) 
高台高 -0 . 6叩
器高 - 5 . 9cm

223 陶 器 碗 口 径 一 OO . lcm)
高台径一

(4 . 4cm) 
高台高 -0 . 6cm
器高 一 7 . 0叩

224 陶 器 碗 口 径 一 6 . 0叩
高台径 一

(2 . 6cm) 
高
器

台
高

高 -0 . 5咽
- 4 . 0咽

形 態 の 特 徴

胴部の形態 はや や長
移

腕
る

を 呈 し
ゆ る やかに頚部 に
底部 は 平底で、 ほ ほ平 ら

胴部の 般大径は や や上位に位
置 し 、 高台の断面形は五角形
を呈す る
胴部下位に 一本 のi尤線が巡 る

胴部の形態 は球形 を 呈 し 、 頚
部は し ま り 、 ほ ぽ直立する
高台は胴部か ら ゆ る や か に の
ぴる

胸部の形態 は球形 を 呈 し 、 頚
部は ゆ る や かに 立 ち 上が り 、
回 線部 に い た る
高台 は 胴部 か ら ゆ る や かにの
び、 そ の断面形 は 台形 を 呈 し
内面 に 面取 り を 施 す

胴部の形態 は球形 を 呈 し 、 頚
部 は ゆ る や かに 立 ち 上が り 、
ロ縁

台
内

部 に い た る
高 は胸部か ら ゆ る や かにや
や 湾 して の ぴ、 内面 に面取
り を 施す

体部 は ゆ る や か に 内湾 し て 立
ち 上が り 、 口 唇部 は と がる
高台は わずかに 開 き 、 畳付 は
丸み を お びる

体部 は ゆ る やか に 内湾 し て 立
ち 上が り 、 口縁部はほ ぼ直立
し と がる
高台は わずかに 聞 き 、 中 央 は
巴状 を 呈す る

体部 は ゆ る やか に 内湾 し て 立
ち 上 が る 、 ロ唇部やや と が り
わずか に外反す る
高台

ス
は わずかに 開 き 、 中央は

ケ リ のた め 巴状 を呈 す る

体部 は ゆ る やか に 内湾 し て 立
ち 上 が る 、 口唇部は わずかに
外反す る
高台は わずか に 開 き 、 中央部
は 巴状 を 呈 す る

体部 は ゆ る やか に 内碗 し て 立
ち上がる 、 口唇部はわずかに
外反す る
高台は わずかに 聞 き 、 中央部
は 巴状 を 呈 す る

焼成時 の歪 み あ り
休部 は ゆ る やか に 内湾 し て 立
ち 上 が る 、 口容部は わずかに
内傾す る
高台は わずかに 開 き 、 中央部
は 巴 状 を 呈 す る

体部 は ゆ る や か に 内湾 し て 立
ち上がる 、 口 唇部 は わずか に
外反す る
高台は わずかに 開 き 、 中央は
巴状 を 呈す る
内面に粘土の付着物

体
味

制
に

: は 下位で屈 曲 し 、 聞 き 気
立 ち上がる

口縁
台

部 は外反す る
高 は わずかに 開 〈
内面底部に は砂粒が付着す る

体部 は ゆ る やかに 聞 き 、 口縁
部 は 外反す る
高台は わずかに 開 き 、 中央部
は 巴状 を呈する

技 法 の 特 徴

全面 に ろ く ろ に よ る
施
回転

し
ナ デ を 施す

外面及び底部 に 粕 を 、 内面 は無施柚
外面及び底部 は 一部露胎がみ ら れる

全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デ を 施す
内外面に紬 を 施 し 、 高台 は無施紬
高台は ケ ズ リ 出 しで、 外面に面取 り を 施す

全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デ を 施す
外面 に紬 を 施 し 、 高台は無施紬
高台は ケ ズ リ 出 しで 、 畳付は紬 を か き と り 、 砂
粒が多量に付着する
胴部は紬の二度かけであ る

全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デ を 施す
外面に紬 を施 し 、 内商は 一部に紬垂れ
高台は ケ ズ リ 出 しで、 畳付は紬 を か き と る
内面底部 に は砂粒がた ま る
度部には笹状の染付 、 頚部、 胴部下位 に l 条 、
高台外面 に 2 条 の染付が巡 る

全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デ を 施す
外面 に紬 を施す
高
内

台 は ケ ズ リ 出 しで 、 畳付は紬 を か き と る
面底部 に は砂粒がた ま る

胴部中f立の両面 に は 笹状の文様 を施す

内外面 に紬 を 施す
体部に花文、 松葉文の血 色象慨 を施す
高台はケ ズ リ 出 しで無施紬
内外面に は細かい貫入

内外面 に 紬 を 施すが、 か な り 風化す る
体部に文様不明 の 白 色

外
象献 を 施す

高台 は ケ ズ リ 出 し で 、 面 に面取 り を 施 し 、 無
施紬
内外面に細かい貫入

内
縁
外面

部
に 粕 を 施す

口 に 2 条の黒象献 を 巡 ら し 、 体部 に は桜花
の 白 色象献 を施す
高 台 は ケ ズ リ 出 しで、 外面に面取 り を 施 し 、 無
施粕
内外面に細かい貫入

内外面に紬 を 施す
体
高

部
台

に は松葉文 の 白 色
、 外

象僚 を施す
は ケ ズ リ 出 しで 面 に面取 り を 施 し 、 無

施粕
内外面に細かい貫入

内外面に粕を施す
体部 に は松葉文の 白 色象依 を施す
高台は ケ ズ リ 出 しで、 無施紬
内外面に細かい貫入

内外面に紬 を 施す
体部 に は 水草織 の 白 色象僚 を 施す
高 台 は ケ ズ リ 出 しで 、 外面に函取 り を 施 し 、 無
施粕
内外面に細かい貫入

内外面に紬 を 施す
体部 に は不明文様の 白色象依 を 施す
高台 は ケ ズ リ 出 しで 、 外面に面取 り を 施 し 、 無
施粕
内外面に細かい貫入

体
内外面に紬 を 施す

部 に は枝垂れ梅の 白色象僚 を 施す

施
高

糊
台 は ケ ズ リ 出 しで 、 外面に面取 り を 施 し 、 無

内外国に細かい貫入

内外面に柚
白

を施す
体部 に は と 黒 の こ う も り の 象僚 を 施す
高台は ケ ズ リ 出 しで 、 外面に面取 り を 施 し 、 無
施紬
内外面に細かい貫入

- 96 一

胎土 ・ 色調 ・ 焼成

胎土ー 密
良焼成 ー

色調 胎土 ー灰色
私 ー オ リ ー プ

胎土 ー密
焼成 一 良
色調

胎土ー 淡黄櫨色
精 一 暗黄緑色

胎土 ー密
焼成 ー 良
色調胎土ー 弁柄色

紬 ー黒茶褐色
灰黄色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調胎士 一 白灰色

粕 一 明緑灰色
呉須 -j実M色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー 胎

は黄
土 は 暗

色
灰

色 、 紬 灰
紋様ー 緑茶色

胎士 一 密
焼成 一 良
色調 ー 胎土 は暗茶
灰色

象
、

俵
紬 は 暗

黄
緑

色
茶

色、 は 灰

飴土ー 密
焼成 一 良
色調 ー 胎土 は暗茶
灰色、 秘 は淡黄緑
色 、 象僚は賛灰色

胎土 ー 密
良焼成 一

色調 ー胎土は明茶
灰色、 紬 は 灰黄緑
色 、 象僚は黄灰色
と 黒緑色

胎土ー 密
焼成 一 良
色調 ー 胎土 はE音灰
色、 紬 は灰汁色 、
象依 は黄灰色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー 胎土 は茶色
紬
象俵

は灰 オ リ ー プ色
は 灰 白 色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー 胎土 は茶灰
色、 粕 は 灰 オ リ ー
プ色 、 象僚 は灰黄
緑色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー 胎土 は茶灰
色、 紬 は黒緑色 、
象妖 は 黄 白 色

胎
焼

土
成

密
良

色
茶

調
色

ー 胎土は明灰
、 紬は E音黄緑

色、 象依は灰黄緑

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調 ー 胎土 は黄灰
色、 粕 は灰緑色

備 考
2 号堀

上層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号堀
中下層

2 号堀
中下層

2 号堀
上層

高 田 焼
VI類

2 号堀
上層

高 田 焼
VI類

2 号掘
上層

高田焼
VI類

2 号堀
上層

高 田 焼
羽 類

2 号堀
上層

高 田 焼
刊類

2 号堀
上層

高 田焼
VI類

2 号娼
上層

高 田 焼
VI類

2 号郷
上層

高田焼
VI類

2 号堀
上層

高田焼
VI類



第 1 5表 2 号堀出土遺物観察表(8 )

No 種 別 器 種 法 量 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 胎土 ・ 色調 ・ 幾成 備 考
225 陶 器 碗 口 径

台
一 10 . 1咽 体部 は ゆ る やかに内湾 し て 立 内外

外
面 に 紬 を 施す

焼
胎土

成
ー 密 2 号線

高 径 一4 . 2咽 ち上が り 、 口縁部はわずか に 内 面 と も 粉引 状の模様 を施す 良 上層
高台高 - 0 . 7佃 外反す る 高台は ケ ズ リ 出 しで 、 外面に面取 り を 施 し 、 無 色調 胎土 は明灰 高 田 焼
器高 - 5 . 5cm 高台 は 開 き 、 中央部は巴状 を 施紬 茶色、 紬 は 緑茶色 N類

呈す る 内外面に細かい貫入 化粧土 は 黄 白 色
内面 2 ヶ 所 に胎土 目 が残存

226 陶 器 碗 口 径 一 (1O . 9cml 体部 は ゆ る やかに内湾 し て 立 内外面 に 紬 を 施す 胎土 ー 密 2 号堀
高台径一4 . 3cm ち 上が り 、 口縁部は わずかに 高台は ケ ズ リ 出 し で、 外面 に 面取 り を 施 し 、 無 焼成 一 良 上層
高
器

台
高

高 - 0 . 4cm 内湾ぷ
ロ
‘ す る 施

内
紬
外面に細かい貫入

色調 ー 胎土 は
緑
明灰 高 田 焼

- 5 . 4cm 高 は わずかに 開 き 、 畳付 は 色、 紬 は灰黄 E 類
丸み を お び、 中央部は巴状 を
呈す る

227 陶 器 碗 口 径 一 (9 . 9咽) 体部 は下位で屈 曲 し 、 やや 内 内外面に粕を施す 胎土 密 2 号堀
高台径一 湾気味 に 立 ち 上が り 、 口縁部 ロ縁部上位 に l 条の 象絞 を 巡 ら し 、 胴部に は 口 焼成 一 良 上層

(4 . 3cml は ほ ぼ直行する 状の象献 を 2 ヶ 所に 施す 色調 胎土 は 明 黄 高 田 焼
高
器

台
高

高 - 0 . 5叩 高台 は わずかに 開 き 、 中央部 高台はケ ズ リ 出 し で、 外面に面取 り を 施 し 、 無 茶色、 紬 は 灰黄色 羽類
- 6 . 0cm は巴状 を 呈する 施紬

内外面に細かい貫入

228 陶 器 碗 口 径 一 (1O . 2cml 体部 は ゆ る やかに内湾 し て 立 内外面に紬 を 施す 胎土 ー 密 2 号堀
高台径一 ち 上が り 、 口縁部 も わずかに 胴部に は亀の象僚 を 施す 焼成 一 良 上層

(4 . 4cml 内傾す る 高台は ケ ズ リ 出 しで 、 外面 に 面取 り を 施 し 、 無 色調 ー 胎土 は暗背 高 田 焼
高台高 一0 . 5cm 高台 は わずかに 聞 き 、 中央部 施紬 灰色、 私 は 灰 白 色 VI類
器高 - 6 . 2叩 は巴状 を呈 す る 紬の腐食が進み 、 一部に 露胎が見 ら れ る

229 陶 器 碗 口 径 ー 1 1 . 0cm 体部 は ゆ る や か に 内湾 し て 立 内外面に紬 を 施す 胎土 ー 密 2 号堀
高台径一不明 ち上が り 、 口縁部に い た る 胴部には花の象俵 を 施す 焼成 一 良 上層
高台高 一不明 高台 は 欠損する 高台 は無施紬 色調 ー 胎土 は 茶灰 高 田 焼
器高 一 不 明 内外面に細かい貫入 色、 紬 は 黄 白 色 '1類

230 陶 器 碗 口 径 一 不明 体部 は ゆ る やかに内湾 し て 立 内外面 に 袖 を 施す 胎土 ー 密 2 号堀
高台径 一 ち上がる 胴部には 「 ス エ」 の 文字 と 花 び ら の 象依 を 施す 焼成 一 良 上層

(1 1 . 0叩) 高台 は わずかに 聞 き 、 中央部 高
施

台
紬

は ケ ズ リ 出 し で 、 外面に面取 り を 施 し 、 無 色調 胎土 は茶灰 高 田 焼
高台高 - 0 . 7cm やや盛 り 上がる 色 、 紬 は 黄 白 色 VI類
器高 一 不明 内外面に細かい貫入

231 陶 器 碗 口 径 一 (9 . 8cml 体部 は ゆ る やか に 内湾 し て 立 内外面 に 紬 を 施す 胎土 ー 密 2 号郷
高台径一4 . 6cm ち上が り 、 口縁部 に い た る 高台は ケ ズ リ 出 し で 、 外商 に 面取 り を 施 し 、 無 焼成 一 良 上層
高台高 - O . 4cm 高台 は わずかに 開 き 、 中央部 施紬 色調 ー 胎土 は明樫 高 田 焼
器高 - 5 . 8叩 は 巴状 を 呈 す る 内外面に細かい貫入 色 、 粕 は灰 オ リ ー E 類

内面底部に は砂が付着 す る 7 

232 陶 器 碗 口 径 一 (7 . 6cml 体部 は ゆ る やかに内湾 し て 立 内外面に紬 を 施す 胎士 一 密 2 号堀
高台径 一3 . 8cm ち上が り 、 口縁部は わずかに 高台は ケ ズ リ 出 しで 、 外面に面取 り を 施 し 、 無 焼成 良 上層
高台高 -0. 9cm 外反 し て 、 口唇部 に い た る 高 施紬 色調 ー 胎土 は 明 黄 高 田 焼
器高 一 5 . 8叩 台は わずかに開 き 、 中 央部 巴 内外面に細かい貫入 茶色、 紬 は 茶 オ リ E 類

状 を 呈 す る ー プ と 青緑色

233 陶 器 碗 口 径 一 (10 . 3叩) 体部 は ゆ る やかに内湾 し て 立 内外面に粕 を 施す 胎土 密 2 号堀
高
高

台
台

径 一4 . 2cm ち上が り 、 口縁部 に い た る 高台は ケ ズ リ 出 しで 、 外面 に面取 り を 施 し 、 無 焼
色調

成 良 上層
高 一 1 . 0cm 高台は わずかに 開 き 、 中央部 施紬 一 胎土 は灰賞 在地系陶器

器高 - 6 . 7cm は平 ら 内外面に細かい貫入 色、 紬 は灰黄緑色 江戸時代後期
234 陶 器 鉢 口 径 一 1 1 . 2cm 体部 は ゆ る やかに内湾 し て 立 内外面 に 紬 を 施す 胎土 ー 砂粒 を 含 む 2 号堀

高台径一5 . 2叩 ち上が り 、 口縁部は一度外反 高 台 は ケ ズ リ 出 しで 、 外面 に大 き く 面取 り を 施 焼成 一 良 上層
高台高 - 0 . 5cm し 、 口 唇部 は や や 内傾する し 、 無施紬 色調 ー 胎土 は青灰 高 田 焼
器高 - 6 . 8cm 高台 は 大 き く 開 き 、 中 央部 は 内外菌に細かい貫入 色、 紬 は灰黄緑色 E 類

と がる

235 陶 器 碗 口 径 一 9 . 1 cm 体部 は ゆ る やかに内湾 し て 立 内外面に紬 を 施す 胎土 砂粒 を 含 む 2 号堀
高台径一4 . 1叩 ち上が り 、 口唇部 も や や内傾 高 台 は ケ ズ リ 出 しで 、 外面に函取 り を 施 し 、 無 焼成 一 良 上層
高台高 一 0 . 5cm す る 施紬 色調 胎土 は暗灰 高 田 焼
器高 一 5 . 9叩 高台 は や や 聞 き 、 中央部はほ 内外面に細かい貫入 色、 粕 は 暗 オ リ ー E 類

ぽ平 ら 7" 

236 陶 器 碗 口 径 一 不明 体部 は ゆ る や か に 内湾 し て 関 外面の上位 に紬 を施 し 、 内 面 は 無施紬 胎土 砂粒 を 含 む 2 号堀
高
高

台
台

径
高

一4 . 5cm き 、 体部の下位で屈曲 し 、 口
無
高台

施粕
は ケ ズ リ 出 しで、 外面に粗い面取 り を 施 し 焼

色調
成 一 良 上層

- 0 . 8四 縁は さ ら に 外反す る 一 胎土 は黄樫 高 田 焼
器高 一 不明 高台 は や や 聞 き 、 中央部は段 内面底部 に は砂粒が付着 す る 色、 粕 は黄灰色 I 類

を も つ

237 陶 器 碗 口 径 一8 . 9cm 体部 は ゆ る やかに内湾 し て 関 全面 に紬 を 施 し 、 高台部 は 粕 を か き 取 る 胎土 ー 砂粒 を 含 む 2 号堀
高台径 一3 . 7cm き 、 口 縁部 は内碗する 高台は ケ ズ リ IIJ しで 、 外商に面取 り を 施す 焼成 一 良 上層
高台高 - 0 . 5cm 高台 は 開 き 、 砂が多量 に付着 色調 ー 胎土 は青灰 在地系
器高 - 5 . 1叩 す る 色、 柏 は灰 白 色 1820-幕末

238 磁 器 碗 口径 1 2 . 8cm 体
き

部
、

は ゆ る やかに内碗 し て 開 全面 に紬 を 施すが、 見込 に は蛇 ノ 目 粕事j ぎ、 高 胎土 ー 密 2 号堀
高台径 4 . 1 cm 口 縁部 に 至 る 台部は紬 を か き 取る 焼成 一 良 上層
高台高 - 0 . 8cm 高台 は 聞 き 、 畳付 に は 砂が付 高台は ケ ズ リ 出 し 色調 ー 胎土 は灰 白 在地系
器高 一 5 . 4cm 着す る 色 、 粕 は 明緑灰色 江戸時代{鍋

239 磁 器 徳 利 口 径 一 不 明 1同部 の 形態 は ほ ぼ球形 を 呈 し 全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デ を 施 し 、 外面及 び 胎土 ー 密 2 号堀
高台径 一 6 . 9咽 頭部 は 欠損す る 高台内面 に柚 を 施す 焼成 一 良 中下層
高
器

台
高

高 一 1 . 1 cm 高台 は胴部
断

か ら ゆ る や かに の 内面 は無施紬 、 畳付 は粕 を は ぎ取 る 色調
不明 び、 そ の 面形 は台形 を 呈 し 胎土 ー 灰 白 色

内面 に 面取 り を施す 紬 ー 灰 白 色
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第1 6表 2 号堀出土遺物観察表(9)

No 種 別 器 種 法 量
240 陶 器 碗 口径

台
一 (6 . 6叩)

高 径 一 2 . 7咽
高台高 - 0 . 5咽
器高 - 3 . 7咽

241 陶 器 碗 口径一 (6 . 4叩)
高台径一3 . 3咽
高台高 - 0 . 7叩
器高 -4. 1 叩

242 陶 器 碗 口 径 一 不明
高台径一4 . 1 cm
高台高 -0 . 7佃
器高 一不明

243 陶 器 碗 口 径 一 1 1 . 0cm
高
高

台
台

径 一4 . 7価
高 一 1 . 2咽

器高 - 5 . 5叩

244 陶 器 碗 口 径 一 不明
高台径 一 3 . 8cm
高台高 -0 . 1 佃
器高 一 不明

245 磁 器 碗 口 径'- 9 . 5叩
高台径一3 . 9佃
高台高 一0 . 8叩
器高 -4 . 7叩

246 陶 器 猪 口
高
高

口 径
台
台

一不明
径 一2 . 4叩
高 一0 . 8叩

器高 ー不明

247 陶 器 碗 口 径 一 不明
高径台 - 2 . 9cm
高台高 -0 . 7叩
器高 一不明

248 陶 器 碗 口 径 一 不明
高台径一 2 . 8佃
高
気

台
高

高 - 0 . 6四
一不明

249 陶 器 碗 口 径
台

一 (8 . 5cm)
高 径 一5 . 3佃
高台高 一0 . 5cm
気高 - 5 . 3叩

250 青 磁 小 碗 口 径 一 5 . 5叩
高台径一2 . 8cm
高台高 - 0 . 8叩
器高 - 3 . 7cm

251 陶 器 鉢 口 径
径

一不明
底 - 2 . 8叩
器高 ー不明

252 青 磁 碗 口 径 一 不明
底
器

径
高

一 不明
一不明

253 青 磁 碗 口 径 一 不明
底径 一 不明
器高 一 不明

254 陶 器 鉢 口 径 一 14 . 1 cm
底
器

径
高

一 12 . 4咽
- 16 . 5叩

形 態 の 特 徴

体
き

部
、

は ゆ る やかに
外
内湾

反
し て

高
開

口 縁郎 は や や す る
台 は わ ずか に 聞 く

体
き

部
口 縁

は ゆ る やか に 内湾 し て 開
部に 至 り 、 口唇部はや

や尖る
高台は ほぼ直立 す る

体
き

部
口

は ゆ る やかに内湾 し て 聞
縁部に至る

高台
台

は ほ ぼ
こ

直
「
立
八 代

す る
高 内面1: I }\ftJ の刻印

体部 は ほ ぼ直線的 に 聞 き 、 口
唇部 は 尖 る
高台 は ほ ぼ直立 す る

体部 は ほぼ垂直 に 立 ち 上がる
高台は短い

体部 は ゆ る やかに 内 湾 し て 立
ち上が り 、 口縁部 は外反す る
高台 は やや 開 き 、 畳付 は丸み
を お びる

体部 は 下位で屈 曲 し て 立 ち 上
が る
高台 は や や 聞 き 、 内面に 「高
困」 の刻印

体
縁

部
部

は ゆ る やかに内湾 し 、 ロ
に い た る

高台 は や や 聞 き 気味にのびる

体
縁
高

部
部
台

は ゆ る やかに内湾 し 、 口
に い た る
は 直下 の ぴ、 その断面形

は台形であ る

体部 は ゆ る やか に 内湾 し 、 口
縁部 は 直立 し 、 口 唇部 は外反
す る
内面底部の 中央 は粘土は盛 り
上がる
高台

が
は

付
閲

着
き 、 その内面 は大粒

の砂 す る

底部か ら 体
湾

制:にかけて は ゆ る
や か に 内 し 、 口縁部 は ほ ぼ
直立す る
高台の断面形は三 角形で、 畳
付 は 尖 る

底
底部

部
の
は 平

み残
底

存
で、 周 囲がやや く

l まむ
体部 は ほぼ直立 す る と お も わ
れ る

口縁部のみ残存

体部下位の み残存

脚 は外反 し な が ら 開 き 、 先端

体
は

部
丸み を お びる

は 大 き く 内湾 し て 口縁部
に至 り 、 口 唇部 は 内傾 し丸 い
内面底部の 中央は盛 り 上がる

技 法 の 特 徴

紬
全面

を
に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デ を 施

を施
し

す
、 内外面に

施 し 、 外面 に花 び ら の 象
き

依
文内 面 は 白 色粘土 に よ る 渦巻 様

高台内部 は無施紬で 、 畳付外面 に面取 り を 施す
細かい貫入が入 る

全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デ を 施 し 、 内外商 に
紬 を 施 し 、 外面 に花ぴら の 象依 を施す
高台内部 は無施稀で、 畳付外面 に面取 り を 施す
全面に細かい貫入が入 る

全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デを 施 し 、 全面 に 紬
を 施 し 、 外国 に 花び ら の 白 色象献 を 施す
高台は削 り 出 しで、 畳付外面に 面取 り を 施す

全面 に ろ く ろ に よ る
織
回転

を
ナ デ を 施 し 、 全面 に 紬

を 施
台

し 、 見込部分は か
外商

き 取
に

る
高 は削 り 出 し で、 畳付 面取 り を 施す
高台部に は砂が付着す る

全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デ を 施 し 、 内外商 に
糊
体
高

部
台

を 施 し 、 高台内面 は無施紬
に は 松 と 笹 の 白 色象献 を 施す
は削 り 出 し

全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デ を 施 し 、 内外面 に
粕 を 施すが、 見込に は蛇 ノ 目 紬 ハ ギ
高台 は自IJ り 出 し で、 畳付 は糊 を は ぎ取 る

粕
全面

を
に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デ を 施

無施
し

紬
、 内外面 に

施すが、 高 台 と その内面は
高台は削 り 111 し で、 畳付外商 に 商取 り を施す

全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デを 施 し 、 内外面 に
紬 を 施すが、 高 台 と そ の 内 面 は 無施紬
内 面 は 白 色粘土の渦巻 き

台
高台は削

体
り 出 しで、 畳付外

分
面
に

に
粕
面取

が厚
り を施す高

か ら 部にかけて の部 は く 、 細 か
い貫入あ り

全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デ を 施 し 、 内外面 に
紬 を 施すが、 高 台 と そ の 内 面 は 無

、
施
寿

紬
内外面 は 白 粘土の渦巻 き を 呈 し 、 の 象依 を 施
す
高台 は自IJ り 出 し で、 畳付外商 に 面取 り を 施す
細かい貫入あ り

全面 に ろ く ろ に よ る 回転 ナ デ を 施 し 、 内外商 に
紬 を 施すが、 口 唇部及び畳付は紬 を か き 取 る
高台 は自Ij り 出 し で、 畳付外面 に 面取 り を 施す

内外商 に 紬 を 施すが、 畳付は紬 を か き 取 る
高台内面は紬が溜 ま り 、 一部露胎す る

底
内

部 に は 面
は

取
紬

を 施
施

す
し面底部 を 、 中 央 に 菊花の 白 色象依 を

施す

紬 を 施 し 、 単葉の蓮弁

外面 は蓮弁

全面 を ろ く ろ に よ る 回転 ナ デで調整 を 施す
外
体部

面 は稀 を 施
条

し
広
内面及 び

を
脚
巡

内部は無
中

施
央

紬
のに は 3 の輔 の帯 ら し 、 帯 に

は波状に文様 を 抜 き 取る
外商 に は細かい貫入あ り
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胎土 ・ 色調 ・ 焼成

胎
焼

土
成 一

ー 密
良

色調胎土ー 青灰色
紬 ー 灰 オ リ ー プ
象依 ー灰色白

胎土 ー密
焼成 一 良
色調胎士一 青灰色
紬
象依

ー 灰 オ リ ー プ
一黒茶、 乳 白

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調胎土 ー 黒灰色

紬 ー 暗赤褐色、
象俊一 黄灰色

胎土 ー 密
焼
色調

紬

成 ー 良
始土ー青灰色
一 緑灰色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調胎土ー 青灰色

紬 一 暗オ リ ー プ

胎士 一 密
焼成 一 良
色調胎土 ー 灰 白 色

紬 内 面 ー 乳 白 色
紬外面一 茶褐色

焼
胎土

成
ー
一

密
良

色調胎土 ー 暗灰色
粕 内 面 ー 乳 白 色
紬外面ー 暗緑色

胎士 一 密
焼成 一 良
色調胎土 ー背灰色

糊 内 面 一 乳
緑灰

白 色
紬外国ー 色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調胎土ー 青灰色

紬 内 面 一 線灰色
象俵ー 深緑色

胎士 一 砂粒 を 含 む
焼成 一 良
色調胎土ー 青灰 色

粕 一 線灰 色

胎土ー 密
焼成 一 良
色調胎土一 白 色

紬 一 青緑色

焼
胎土

成
ー
一

禽
良

色調胎土ー 賞優色
紬
象飯

ー オ リ ー プ褐色
一 乳黄色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色

柚
調胎

ー 青
土

灰
一 明

色
灰色

胎土 ー 密
焼成 一 良
色調胎土 ー 灰 白 色

積 一 緑灰 色

胎土 ー 小石 を 含む
焼
色

成
調

一 良
胎土ー 黄灰色

粕 ー 灰 オ リ ー プ
紋様ー暗緑茶色

備 考
2 号

上
掘
層

高 田 焼
VI類

2 号楓
上層

高 田 焼
羽 類

2 号堀
中下層
高 田 焼

\n類

2 号姻
上層

在地系
1820-幕末

2 号凋
上層

高 田 焼
羽 類

2 号堀
一括

2 号堀
上層

高 田 焼
vn類

2 号堀
上層

高 田焼
羽類

2 号線
上層

高 田焼
V 類

2 号姻
中下層
高 田 焼

I 類

2 号堀
上層

肥前系
1820 -幕末

2 号
上

堀
層

高田焼
VI類

2 号掘
上層

2 号掘
上層

2 号堀
中下層



第 1 7表 2 号堀出土遺物観察表。。

No 種 別 器 種 法 量

255 陶 器 徳 利 口 径 一 不明
底径 一 (3 . 1叩)
器高 一 不明

256 陶 器 蓋 口 径 一 (8 . 8叩)
つ ま み径一

(3 . 1 cml 
器高 ー (7 . 3叩)

257 陶 器 碗 口 径 一 1 1 . 5叩
高台径ー 不 明
器高 一 不明

258 陶 器 皿 口 径 一 08 . 6佃)
高台径 一不明
器高 一 不明

259 陶 器 鉢 口 径 一 18 . 5cm
高台径一7 . 1四
高台高 一 1 . 2咽
器高 - 6 . 7咽

260 陶 器 皿 口 径 ー 0 3 . 9叩)
高台径一

(5 . 3畑)
高台高 - 0 . 6叩
器高 -4 . 2咽

261 陶 器 皿 口 径 一 (1 1 . 2咽)
底径 一 (5 . 0咽)
器高 一 2 . 5叩

262 白 磁 皿 口 径 一 (13 . 3cml
高台径一

(7 . 8叩)
器高 - 4 . 1 叩

263 青 磁 皿 口 径 一 (8 . 9咽)
高台径一4 . 3佃
高台高 - 0 . 6咽
器高 一2 . 3岨

264 陶 器 碗 口 径 一 (8 . 8岨)
高台径一3 . 2咽
高台高 -0 . 6叩
器高 一 5 . 8佃

265 陶 器 皿 口 径 一 不明
高台径一

(5 . 4咽)
高台高-0 . 8咽
器高 一不明

266 陶 器 燭 台 口 径 一4 . 8cm
底径 ー (5 . 0咽)
器高 - 5 . 3咽

267 陶 器 蓋 つ ま み径一
6 . 1叩

口 径 一 1 5 . 8咽
器高 -3 . 0叩

268 陶 器 鉢 口 径 ー 14 . 0cm
ー 1 5 . 0叩

高台径 - 5 . 3cm
高台高 -0. 8cm
器高 - 5 . 4叩

形 態 の 特 徴

底部 は 平
が

底
り

、 体都 は 内 湾 し て
立 ち 上 、 頚部 に い た る
頭部及 び口 縁部欠損

釜は 深 〈 、 つ ま み は大 き く 外
反 し 中 央は く ぽむ
体部丸み を お び、 鍔は外反 し
て ほ ほ水平 に 聞 く

体部 は下位で屈 曲 し て 立 ち 上
カ旬 、 口縁部は ほぼ直立 し 、
口唇部は と が り 気味
高台部は欠損す る

口縁部 は平面形で輪花状 を 呈
す る
口縁部 は や や外反 し 、 口唇部
は丸み を お びる

体部 は 高台部か ら ゆ る やか に
内湾 し 、 ロ 縁部 は ほ ぼ直線的
に 聞 く
高台 は 開 き 気味 に の ぴ、 そ の
内面 は平 ら であ る

体部 は 高台部か ら ゆ る や かに
内湾 し て 聞 き 、 口 縁部は大 き
〈 外反 す る
高台 は 開 き 気味 に 短 〈 の ぴ、
内面 は ほ ぼ平 ら であ る

底部 は 平底で、 中 央 は やや盛
り 上がる
体部 は ゆ る やかに内湾 し て 閑
き 、 口 唇部は丸み を お びる

体部 は 内湾 し て 立 ち上が り 、
口縁部は輪花状 を 呈す る
荷台 は 短 く の ぴ、 畳付 は

台
丸み

を お び、 内面は蛇 ノ 目 高 状
で あ る

体部 は ゆ る やかに 聞 き 、 口縁
部は輪花• .JJÇ を呈す る
高台は ほぼ垂直 に の びる

体部 は ゆ る やかに屈曲 し 、 口
縁部は わずかに 内湾す る
高台は 短 く のびる

体部 は ゆ る やか に 聞 き 、 ロ縁
部に至る
見込 中 央 は わずかに盛 り 上が
る
高台は ほぼ直立 す る

口縁部 は大 き く 内湾 し 、 中央
に ロ ー ソ 夕 立 を 持つ
脚 は 開 き 気味に の び、 底部 は
平底 で、 中 央 に 穿孔 を 持つ

全体的 に偏平で、 つ ま み も 薄
� ，  

体部 は ゆ る やか に 内
は段

湾 し て 立
ち 上が り 、 口縁部 を境に
内湾 し輪花状 を 呈 す る
高台 は 直線的 に 聞 き 、 中央部
は ケ ズ リ 出 し に よ り 巴状 を 呈
す る

技 法 の 特 徴

全面 を ろ く ろ に よ る
面
回転

及
ナ デで調

部
整
は

を 施
施紬

す
外面は紬 を 施 し 、 内 ひ澗内 無
体部下位 に 波 と 舟の 白色象依 を 施す
外面 に は細かい貫入 あ り

全面 を ろ く ろ に よ る 回転 ナ デで調整 を 施す
身部 と に接合部以外 は紬 を 施す
体部 3 ヶ 所に鉢状の 象僚 を 施す
内外面 に は細かい貫入あ り

全面 を ろ く ろ に よ る 回転 ナ デで調整 を 施す
内外面 に 紬 を 施す
体部 3 ヶ 所に字体の異な る 「寿」 を 、 口 縁 部 は
雷文 を 巡 ら す
内外面に は細かい貫入あ り

全面 を ろ く ろ に よ る 回転ナ デで調整 を 施す
内外面 に 紬 を 施 し 、 体部 と 口縁部は紬が異 な る

全面 を ろ く ろ に よ る 回転 ナ デで調獲 を 施す
内面及ぴ外面の上位に紬 を 施 し 、 内 面 は 白 色粘
土で文様 を表す
見込部に は蛇 ノ 目 j融 ハ ギ を 施す
高台外面 に は面取 り を 施す

全面 を ろ く ろ に よ る 回転ナ デで調整 を 施す
内面及び外面 に粕 を 施 し 、 高台及びそ の 内 面 は
無施紬で あ る
高台は ケ ズ リ 出 しで、 外面 に は 面取 り を施す

全面 を ろ く ろ に よ る 回転 ナ デで調整 を 施す
内 面 に は紬 を 施 し 、 見込及 び外面 は 紬 がi量 れ る
底部は糸切 り で あ る

内面は型打 ち に よ り 、 菊 花文 を 表す
内外面 と も 化粧土 を 塗布 し た後施粕す る
口

部
唇部

は蛇
は ロ 錆 を 施す

底 ノ 目 利ハギ

内外面は片切彫 り を 施 し 、 紬 を 施す
見込に及ひ濡台部は無施紬
高台は ケ ズ リ 出 し
見込 に他個体の 高台の一部地湘着す る
紬部分に粗い貫 入あ り

全面 を ろ く ろ に よ る 回転 ナ デで調整 を 施す
全面に紬 を施 し 、 高台の畳付 は紬 を か き 取 る
荷台 に砂が付着す る
紬 は 上位 と 下部では異な る

全面
外面

を ろ く ろ に よ る 回
見

転
込

ナ デで調
と

整
絵

を 施
象

す
依内 に紬 を 施 し 、 に は鶴 の を 施

す
高 台 は ケ ズ リ 出 しで 、 外国 に は 面取 り を施す

全面 を ろ く ろ に よ る 回転 ナ デで調整 を 施す
体部上位 と 内面 に稀 を施す
底部は糸切 り

全面 を ろ く ろ に よ る 回転ナ デで調整 を 施す
全面 に紬 を施すがつ ま み の 上面 は 紬 を か き 取 る
つ ま み内面は渦巻状、 {宇都 は つ ま み付近に 2 条
口 縁部に 2 条 そ の 聞 に線状の象僚 を施す

内外面に紬
蓮弁

を
状
施 し 、 見込 に は菊 花

を
文

す
、 ロ縁部に

は 二重の の連続文 の 象依 施
外面 は 白 色粘土 に よ り 、 刷毛状工具で連続の 蓮
弁 を 巡 ら す
高台は ケ ズ リ 出 しで、 外蘭 に面取 り を 施 し 、 無
施柏
内外商に細かい貫入 あ り

- 99 一

胎土 ・ 色調 ・ 焼成 備 考
胎
焼

土
成

ー
一

密
良

2 号
上

堀
層

色調胎士 一 茶灰色 高 田 焼
紬 ー 暗 オ リ ー プ 羽 類
象依 ー緑白色

胎土 ー 密 2 号場
焼成 一 良 上層
色調胎土 ー 暗茶色 高田焼

紬 ー オ リ ー プ VI類
象俊 一 黄 白 色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調胎土ー 黄褐色 高 岡 焼 ?

稀 ー 乳黄色
象俊 一 黒緑色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 中 下 層
色調胎土ー 黒灰 色
口縁部 一 i高黄褐色
体部 一 灰 オ リ ー プ

胎土 ー 密 2 号
一

掘
括焼成 ー 良

粕
色調

ー
胎土 ー 灰

緑
茶

灰
色

暗灰色 と
色、 紋様は黄灰色

胎土 ー 密 2 号掘
焼成 一 良 上層
色調
胎土一 明茶灰色
紬 一 茶 オ リ ー プ色

胎土 ー 密 2 号猫
焼成 一 良 上層
色調胎土一 茶灰色
紬 ー 暗茶灰色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 一括
色調 肥前系

胎士 一 黄 白 色 19 C - 幕末
紬 ー 乳 白 色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 一括
色調 肥前系

胎士 一 黄 白 色
紬 - j主青緑色

胎土 ー 密 2 号掘
焼成 一 良 上層
色調胎土 ー 黄
灰

灰
色

色
紬上位 一賞灰
粕下位 ー オ リ ー プ

焼
胎土

成
ー
一

密
良

2 号
一

掘
括

色調胎土一 階灰 色 高 田 焼
紬 ー 暗黄緑色 V 類
象俊一緑灰色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調

稀
胎土

ー 灰
ー 黄

白
櫨
色

色

胎土 ー 密で焼成 良 2 号堀
色調胎土 ー 賞授色、 上層

紬 ー 深緑色、 高田焼
象依 ー 黄 白 色 \1 類

胎士 一 密 2 号場
焼成 一 良 上層
色調胎土ー 暗茶色 高 田 焼

粕 ー 暗緑色 V 類
象依 ー 深緑色
化粧土一線白 色



第18表 2 号堀出土遺物観察表(1 1)

No 種 別 器 種 法 量
269 陶 器 鉢 口 径4口

、一 13 . 2cm
高 径 一6 . 0叩
高台高 -0 . 5叩
器高 -4 . 2叩

270 陶 器 鉢 口 径 一 (13 . 0咽)
高台径 一

(6 . 0cm) 
高台高 -0. 6cm
器高 -4 . 5cm

271 陶 器 青緑紬 口 径 一 (17 . 5咽)
皿 高台径一

(6 . 0咽)
高台高 -0 . 7田
器高 - 5 . 3咽

272 陶 器 背縁組 口 径 一 12 . 4cm
皿 高台径一4 . 8叩

高台高 -0 . 5咽
器高 - 3 . 8咽

273 陶 器 鉢 口 径 一 不明
高台径一6 . 0叩
高台高 -0 . 9叩
器高 一不明

274 磁 器 皿 口 径 一 9 . 0咽
高台径一4 . 2咽
高台高 -0 . 4叩
器高 2 . 8cm 

275 陶 器 青緑粕 口 径4
台
口‘ 不明

皿 高 径 一4 . 7咽
高 高 一0 . 5cm
器高 一 不明

276 磁 器 碗 口 径 一 ( 1 1 . 3咽)

高
高台径 一4 . 8佃

台高 - 0 . 8咽
器高 - 5 . 6咽

277 染 付 蕎麦 口 径 7 . 8咽
猪 口 高台径一5 . 6四

器高 -6 . 0cm

278 染 付 蕎麦 口 径 一 7 . 3cm
猪 口 高台径 一4 . 5咽

器高 一 5 . 7cm

279 染 付 筒形碗 口 径
台

一 (7 . 3咽)
高 径 一3 . 2叩
器高 - 6 . 0咽

280 染 付 碗 口 径 一 (9 . 1 cm)
高台径 一4 . 8咽
器高 - 5 . 1cm

281 染 付 端反碗 口 径 一 (1 1 . 1 cm)
高台径一4 . 5cm
器高 - 5 . 5cm

形 態 の 特 徴

体
ち

部
上

は ゆ る やかに内湾
外

し て 立
古川 、 口縁部 は 面の段

を 境 に 外反 し、 輪花状 を呈す
る
高台は ほ ぼ垂直 に の び、 中 央
部 は ケ ズ リ 出 し に よ り 巴状 を
呈す る

体部 は ゆ る やか に 内湾 し て 立
ち上が り 、 口縁部

を
に 至 る

口縁部 は輪花状 呈す る が、
角鉢に な る 可能性 も あ る
高 台 は ほ ぼ垂直 に の び、 中 央
部 は ケ ズ リ 出 し に よ り 巴状 を
呈す る

体部 は ゆ る やか に 内湾 し て 立
ち 上が り 、 口縁部は内面に段
を 持 ち

直
、

線
開 く

高台は 的 に 聞 き 、 中央部
は ケ ズ リ 出 し に よ り 、 わずか
に 巴状 を 呈 す る

体部 は ゆ る やか に 内湾 し て 立
ち 上が り 、 口縁部に至 り 、 口
唇部 は やや 尖 り 気味
高
部

台 は 内湾気味 に 開 き 、 中
ず
央

は ケ ズ リ 出 し に よ り 、 わ
か に 巴 状 を 呈す る

体部 は ゆ る やかに内湾 し て 立
ち 上が り 、 体部 中位に段を持
ち 屈 曲 して 、 口 縁部 は 内湾す
る

部
高台 は 直線気味 に 開 き 、 中 央

は 平 ら

体部 は ゆ る やか に 内湾 し て 立
ち 上が り 、 口縁部 に 至 る
高台 は 直線気味 に 開 き 、 中 央
部は平 ら

体部 は ゆ る やかに内湾 し て 立
ち 上が り 、 口縁部に至る
体部外面下位に は 回転ナデに
よ る 段 を持つ
高台は広 〈 直線気味に 開 き 、
中央部は尖 る

体部 は ゆ る やか に 内湾 し て 立
ち 上が り な が ら ロ 縁部に至 り
口唇部は尖 る
高台は ほ ぼ直立 し 、 中央部は
平 ら

体部 は や や 聞 き 気味に直線的
立 ち 上が り 、 口 縁部に至る
高台 は 短 〈 直立 し 、 蛇 ノ 目 高
台 を な す

体部 は や や 内i常気味に 立 ち 上
が り 、 口縁部に 至 り 、 口唇部
は や や 尖 る
高台は短 〈 直立 し 、 畳付は尖
る

体
ほ垂

部 は 下位で鋭
が
〈 屈

り
曲 し 、 ほ

直 に立 ち 上 、 口 唇部
は丸み を お びる
高台は小さ く 、 や や外反 し て
聞 く

体部 は 下位でゆ る やかに屈 曲
し 、 ほ ぽ 直 立 し な が ら ロ縁部
に 至 る
高台は ほぼ直下 に の び、 そ の
内面 は平 ら であ る

体部 は下位でゆ る やかに屈曲
し 、 口 縁部 は外反 し て 聞 く
高台 は 聞 き 気味 に の ぴ、 歪み
を持つ

技 法 の 特 徴

外
内外

側
商 に 紬 を

続
施 し 、 見込 に は 中 央

外
に

側
菊

l
花文 そ の

は 円 の速 ス タ ン プ、 さ ら に に菊花文
の連続ス タ ン プ を 、 さ ら に 二重の線 を 巡 ら す
高 台 は ケ ズ リ 出 しで 、 無施紬
内外面に細かい貫入 あ り

内外面に紬 を 施 し 、 見込 に は 中 央 に 菊花文 そ の
外側 は- 二一 重

重
の 円 、 さ ら に・ 菊

ー
花
重

文
の

の連続 ス タ ン プ、
さ ら Lニ の 円 、 さ ら L 一 連続 し た蓮弁 を
巡 ら す
高台はケ ズ リ 出 しで 、 無施f由
内外面に細かい貫入 あ り

内外面は ろ く ろ の回転に よ る ナ デ調整
内面に紬 を施

紬
し 、 見込に は 蛇 ノ 目 紬 ハ ギ を 持つ

外面上位 は を か き 取 る が、 一部に紬垂れが見
ら れ る
高台は ケ ズ リ 出 しで 、 無施紬
内面 は わずか に 貫入カr=，æ.め ら れ る

内外面 は ろ く ろ の 回転に よ る ナ デ調整
内外面 に 紬 を 施 し 、 見込 に は蛇 ノ 目 秘ハ ギ を 持
てコ
高 台 は ケ ズ リ 出 し で 、 無施粕

内面面 は ろ く ろ の回転に よ る ナ デ調整
内面及

ギ
び外

を
商
持

の上位 に粕 を 施 し 、 見込 に は 蛇 ノ
自 粕ハ つ
高台は張 り つ けで、 無施粕

内外面 は ろ く ろ の回転に よ る ナ デ調整
内外面に粕 を 施 し 、 外面 は鉄粕で、 見込 に は蛇
ノ 目 紬ハ ギ を 持つ
高台は ケ ズ リ 出 しで 、 無施手由

内外
外

面
面

は ろ
を
く ろ の

が
回転

粕
に よ る ナ テ調整

内 に粕 施す は 異 な り 、 見込み に は蛇
ノ 目 紬ハ ギ を 持つ
高台は ケ ズ リ 出 しで、 無施草由

内外面は ろ く ろ の回転に よ る ナ デ調整
内外面 に 紬 を 施

塗
すが紬 は 異 な り 、 見込 に は 蛇 ノ

目 状に 白 土 を 布す る
高台は ケ ズ リ 出 しで、 秘 を か き 取 る

内外面 は ろ く ろ の回転に よ る ナ デ調整
外面 に は格子 目 状の文様、 内面 に は 3 条の圏線
見込 に は不

を
明 の 文様 を施す

全面に紬
台

施す
ズ

が、 蛇 ノ 目 高台部は紬 を か き 取
り 、 高 は ケ リ 出 し

外面 に は牡丹の文様、 高台内面 に は 「大明年製」
の文字 を 施す
全面 に粕 を施すが、 高台部は粕 を か き 取 る

外
文

面 に は不明 の 文様、 内面上位
圏

に は格子
央

目 状の
様が巡 り 、 見込に は二重の 線 と 中 に五弁

花、 高台外面 に も 溜線 を 施す
内外面に紬 を 施 し 、 畳付 は紬 を か き 取 る

会面に粕 を施 し 、 畳付は粕 を か き 取 る
外面 に は桃状の文様 と 菱裕子文 を交互に描 き 、
口縁

面
部
見込

及 び体部下
ず

位
か

、 高台
須

外
カ可

面
す

に 圏
す

線 を 巡 ら す
内 に 、 わ に呉 着 る
高台外面 に は面取 り を施す

全面 に紬 を 施 し 、 畳付は粕 を か き 取 る
見込 に は 、 蛇 ノ 目 紬 ハ ギ を 持つ
外面 に は草状の文様 を描 く
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胎土 ・ 色調 ・ 焼成 備 考

焼
胎土

成 一
ー 密

良
2 号

一
堀
括

色調胎土一 茶灰 色 高 田 焼
紬 ー 茶 オ リ ー プ 羽 類
象依 ー深緑色
化粧士一 貧灰色

胎土 ー 密 2 号据
焼成 一 良 上層
色調胎土一 茶灰色 高 田 焼

紬 ー 深緑色 羽 類
象依 ー 黄 白 色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良

唐
(内

津
一

野

括
系
山 窯)

色調
胎土ー にぷ い橿色
紬 ー 深緑色 17 C 後半

- 1 8 C 前半

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調胎土 」 灰 白 色 唐津系

紬 ー 緑 白 色 17 C 後半
- 1 8 C 前半

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調 唐津系

胎土 ー 黄 灰 白 色 17 C 後半
紬 ー 緑 白 色 - 1 8 C 前半

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調胎土 ー 灰 白 色
外面紬 ー赤茶色
内面紬 ー 灰 白色

胎土ー 密
良

2 号堀
焼成 ー 中下層
色調胎土ー淡黄色 唐

(内
津
野
系

山窯)外面紬 ー浅黄色
内面紬 ー 青緑色 17 C 後半

- 1 8 C 前半

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調胎土ー 灰 白 色 在地系

紬 ー 灰 白 色 江声時代後期

胎土 - ítc 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調胎土 ー 黄 白 色 肥前系

粕
呉須

ー 緑
一波

白
藍
色

色
18 C 末

C 前- 19 半

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 ー 良 上層
色調胎土 ー 灰 白 色 肥前

紬 ー 繰 白 色 1760 
呉須ー藍色 ー 1820

胎土 ー 密
良

2 号事E
焼成 一 中下層
色調胎土 ー 灰 白 色 肥前系

紬 ー 灰 白 色 18 C 末
呉須 -i農藍色 - 1810 

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色

粕
調胎土 ー 黄 白 色 肥前系

一 白 色
呉須ー灰青色 - 18 C 初

胎土ー 密 2 号掘
焼成 一 良 一括
色調胎土ー 青灰色 肥前系

紬 ー 灰 白 色 1820 
呉須 濃青色 一幕末」



第 1 9表 2 号堀出土遺物観察表(12)

No 種 別 器 種 法 量

282 染 付 丸形碗 口 径
台

一 (9 . 3団)
高 径 一4 . 0咽
器高 一4 . 8咽

283 染 付 端反碗 口 径
台径

一 1O . 4cm
高 -4 . 4叩
器高 - 6 . 3叩

284 染 付 碗 口 径 一 9 . 9咽
高台径一3 . 9咽
器高 - 5 . 9岨

285 陶胎染付 碗 口 径 一 (1 1 . 3佃)
高台径一4 . 9叩
器商 ー 7 . 4佃

286 染 付 端反碗 口 径4ロ
‘ 一 (10 . 9咽)

高 径 一
(4 . 1 岨)

器高 - 5 . 9叩

287 染 付 端反碗 口 径 ー (9 . 4咽)
高台径 一

(3 . 6叩)
器高 - 5 . 6咽

288 染 付 碗 口 径 一 不明
高台径 一4 . 4岨
器高 一不明

289 染 付 丸形碗 口 径 一 不明
高台径 一3 . 6咽
器高 一不明

290 染 付 碗 口 径 一 9 . 9佃
高
器

台
高

径 - 3 . 9叩
- 5 . 4叩

291 染 付 小 坪 口 径 一 6 . 7咽
高台径 一3 . 0咽
器高 - 4 . 4咽

292 染 付 碗 口 径
台

一 10 . 9咽
高 径 一4 . 2叩
器高 - 5 . 8咽

293 染 付 端反碗 口 径 一 1 1 . 4咽
高台径 一4 . 3叩
器高 - 6 . 2四

294 染 付 広 東碗 口 径 一 1O . 4cm
ー 1 1 . 6cm

高台径一5 . 8叩
器高 ー 7 . 0叩

形 態 の 特 徴

体
縁

部
部

は ゆ る やか に 内湾 し 、 口
に 至 る

高 台 は ほ ぼ垂直 に の ぴ、 内面
中 央 は やや厚み を増す
見込部分に は砂地刊す着す る

体
縁

部
部

は ゆ る やかに内湾 し 、 ロ
は やや 外反す る

高台
丸

は 開 き 気味 に の ぴ、 畳付
は み を お び、 砂が付着す る

体部 は ゆ る やか に 内湾 し 、 口
縁部 は やや外反す る
高台は 薄 〈 、 垂 直 に の び、 畳
付 は 丸み を お び、 一部 に砂が
付着 し 、 内面は平 ら

体
口縁

部下位は ゆ る やかに内湾 し
部 は 直行 し て 口唇部に至

り 、 口 唇部 は丸み を お びる
高台 は垂直 に の ぴ、 畳付は平
ら 、 一部に 砂地刊す着 し 、 内面
は平 ら

体
口縁

部
部
下位

は外
は ゆ る やかに内湾 し

反 し て 口唇部に至
り 、 口 唇

ほ
部
1 :垂

は
直
丸み を お びる

高台 は に の ぴ、 畳付
は丸み を お びる

体
口

部
縁

下位
は外

は ゆ る や か
口 唇

に
部
内湾

に
し

部 反 し て 至
る
体部内 面 に は 、 砂が付着す る
高
尖

台
る

は 簿 〈 、 ほ 1 :垂直 に の び

体部下位は ゆ る や か に 内湾 し

高
内
ロ縁

面
台

体
部

は

に至 る
部
薄

に は、 砂
き 気

が
味
付着す る

〈 、 聞 に長 〈
の ぴる

体部下位で ゆ る や かに 屈 曲 し
口 縁部 に 至 る
口縁部 は底部に 比べて 簿 く な
る
高台は ほぼ垂直 に の ぴ、 畳付
に砂が付着 す る

体部 は ゆ る やか に 内湾 し 口 縁
部 に 至 る
口唇部は丸み を お び、 簿い高
台 は わずかに外反 して 聞 く
畳付 に 砂が付着 す る

体部 は ゆ る やか に 内湾 し 、 口
縁部 は わずかに 外反す る
口 唇部 は や や膨 ら む
高台 は や や 開 き 畳付 は 丸み を
お ぴる

縁
体部

部
は ゆ る やか

外
に

反
内湾

す
し、 口

は わずかに る
口

台
唇部は丸み を お びる

高 は や や 聞 き 畳付 は 丸み を
お ぴ、 畳付 に砂粒が付着す る

体部 は ゆ る や か に 内湾 し 、 口
縁部 は わずかに 外反す る
口 唇

台
部 は 丸み を お びる

高 は やや 聞 き 気味に 伸 び、
畳付 は 丸み を お びる

広
体

東
部

形 を 呈 し 、 査 む
は 高台部か ら 聞 き 、 口縁

部 に 至 る
口唇部は丸み を お びる
高台は垂

に
直
厚

に の び、 底部がひ
じ よ う い

技 法 の 特 徴

外
全面に紬 を施

文
し 、 畳付

き
は 糊

高
を か

面
き 取

に
る

面 に は 草花 を描 、 台内 も 文様 を 持
'つ
高台畳付 は紬 を か き 取 る

全面に紬 を施 し 、 畳付は微 を か き 取 る
外・ 面

ー
に は草

圏
雲
線

文 を描 き 、 体部下位及 び高台外面
， . - 重の 、 内面上位 L は一

位
重

に 波

の
に

状

圏
二

線
重
の文

、
の

そ の
下位

込
に渦状

一
文
重

を 巡
圏線

ら し 、 そ の下
様
圏線

を見 に は の 、 そ の 中 央
描 〈

全面に紬 を施 し 、 畳付は粕 を か き 取 る
外面 に は 草状文 を描 き 、 体部下位に三重、 高 台
外面 に二重の圏線、 内面上位 に は五重の圏線及
ひ1波線を 巡 ら し 、 見込に は不明の文様 を 描 〈

全面に紬 を施 し 、 畳付
文

は糊 を か
体
き 取

部
る

外
文様

面白縁部 に は唐草 を 描 き 、 に は不 明 の
を描 〈

内外面に は細かい貫入が入 る

全
見

面
込

に紬 を施 し
状
、 畳

に
付
白土

は 紬
を

を か
す
き 取 る

に は 蛇 ノ 目 塗布 る
外面 ロ縁部に は 一重の圏線、 そ の下位は魚文 を
描 き 、 体部下位及び高台外面 に そ れ ぞれ二重 の
圏線を描 〈
内 面 は 口 縁部 に 二重の圏線、 見込 に 一重の圏線
を 巡 ら す

全面
面

に紬
縁部
f

を

-

施
に
「

し
雷
、 畳

文
付は紬

り
を か

見込
き 取

に
る

外 口 は が巡 ‘ は 一重 の 函
線 と 中央L 寿」

染付
の 文字が描かれる

外面 は菊花文の を施すが、 さ ら に その 上 か
ら 染付 を 消す よ う に 、 白 い化粧土状の も の を 塗
布す る

全面 に紬 を施 し 、 長付は稀 を
台
か

外
き 取

面
る

外面下位 に は染付 を 施 し 、 高 に は雷文 を
巡
高台

ら す
内面 に は 「春山」

施す
の ス タ ン プ を 押 す

畳付外面 は面取 り を

全面 に稀 を施 し 、 畳付は紬 を か き 取 る
外面下位 に は 染付 を 施 し 、 高台上位 に 圏線 を 巡
ら す
見込 に は 波状の文様 を 施 し 、 一重 の 圏線 を 巡 ら
す

全面 に粕 を施 し 、 畳付は紬 を か き 取 る
外商に は梅花文 を施 し 、 高台内面に も 文様 を 描
〈

全面に紬 を施 し 、 畳付は粕 を か き 取 る
外面 に は 上位 と 下位 に 圏 線 を 巡 ら し 、 中 央 に 印
判 文 を 連続 し て 巡 ら す

紬
全面

を か
に稀

き 取
を施

る
し 、 見込は蛇 ノ 自 給ハ ギ、 畳 付 は

外面 に は 渦状文様を 7 ヶ 所 に描 き 、 見込に は 笹
の文様 を 描 く

全面に紬 を施 し 、 畳付は紬 を か き 取 る
外面 に は 上位 と 下位 に 圏 線 を 巡 ら し 、 簾文 と 笹
文
内

を 施 し 、 高台外面 に も 二重の
位
圏線

に
を 巡 ら す

面 は 口 縁部 に 二重の圏線、 下 一重の園線
見込に も 文織 を 施す
見込みは蛇 ノ 白 状に 粘土 を は り つ け る

全面に糊 を施 し 、 畳付は粕 を か き 取 る
外商 に は 上位 と 下位 に 圏 線 を 巡 ら し 、 霞 と 草花
を 施す
内 面 は 口 縁

文
部
様

に 二重の圏線下位に 一重の圏線、
見込

込
にも を 施す

見 部に貫入あ り
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胎土 ・ 色調 ・ 焼成 備 考
胎土 ー 密 2 号

一
堀
括焼成 一 良

色調胎士一 青灰色 肥前系
紬 一 明緑灰色 1 8 C 中 頃
呉須ー藍色 ー 1 8 C 末

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 一括
色調胎土ー 青 白 色 肥前系

紘 一 緑 白 色
色

1820 
呉須ー紺 ー幕末

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 ー 良 一括
色調胎土 ー 灰 白 色 肥前系

紬 ー 灰 白 色 1820 
呉須ー藍色 ー幕末

胎
焼

土
成

ー密 2 号掘
一 良 上層

色調胎土ー 貧灰 色 肥前系
紬 ー 緑灰 色 18 C 前半
呉須ー藍色

胎土 ー 密
良焼成 ー

2 号
上

堀
層

色調胎土 ー 灰 白 色 肥前系
粕 一 黄灰色 1820 
呉須ー藍色 ~幕末

胎
焼

土
成

ー
ー

密
良

2 号
上

堀層
色調胎土 ー 黄

色
灰 色 肥前系

粕 ー 青 白 1820 
呉須ー紺青色 ~ 幕末

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調

粕
胎土ー 灰 白 色
一 白 色

肥
明

前治以降
呉 須 ー 暗青灰

紺色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調胎土 ー 黄

色
青

白 色 肥前系
粕 ー 緑 白 18 C 後半
呉須 一 群 色 ー幕末

胎土 ー 密 2 号娼
焼成 一 良

肥
上
前

層
系色調

胎土一 明青灰色 1 8 C 前半
柚 一 明灰色

青
ー 18 C 中 頃

呉須ー灰 色

胎土 ー 密 2 号縮
焼成 一 良 上層
色調胎土 ー 黄 白 色 肥前系

紘 一 緑 白 色 1820-幕末
呉須ー紺色

胎
焼

土
成

ー
一

密
良

2 号
上

堀
層

色調胎土ー 灰 白 色 肥前系
紬 一 明緑灰色 1820- 幕末
呉 須 一 波藍色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調

紬
胎土ー 青

色
白 色 肥前系

一 明緑灰 1820- 幕末
呉須 一波藍

胎土 ー 密 2 号姻
焼成 一 良 上層
色調胎土 ー 灰 白 色 肥前系

精 一 灰 白 色 1780 
呉須ー紺色 - 1 9 C 前半



第20表 2 号堀出土遺物観察表(13)

No 種 別 器 種 法 量
295 染 付 端反碗 口 径 一 1O . 1cm

高台径一3 . 8叩
器高 - 6 . 2cm

296 染 付 丸形碗 口 径 一 10 . 3咽
高台径 一6 . 0咽
器高 - 5 . 0岨

297 染 付 碗 口 径 一8 . 3咽
高台径 一2 . 6佃
器高 一4 . 8cm

298 染 付 筒形碗 口 径 一 6 . 2叩
高台径一3 . 1 畑
器高 - 5 . 5叩

299 染 付 鉢 口 径 一 15 . 2咽
高台径一8 . 1 cm
器高 一7 . 5冊

300 染 付 皿 口 径 一 13 . 5咽
高台径一6 . 4佃
器高 一4 . 9咽

301 染 付 鉢 口 径 一 不明
高台径一 5 . 6cm
器高 一 不明

302 染 付 皿 口 径 一 不明
高台径 一

(9 . 3叩)
器高 一 不明

303 染 付 皿 口 径 一 不明
高台径一6 . 3cm
器高 一 不明

304 染 付 皿 口 径 一 不明
高台径 一不明
器高 一 不明

305 陶 器 皿 口 径 一 不明
高台径 一不明
器高 一不明

306 染 付 叢 口 径 一 9 . 6叩
高台径 一3 . 7cm
器高 ー 2 . 9叩

307 染 付 碗 口 径 一 不明
高台径一4 . 4cm
器高 ー 不明

308 染 付 鉢 口 径 一 04 . 0叩)
高台径一5 . 3叩
器高 -6 . 2cm

形 態 の 特 徴

体部 は ゆ る やか に 内i脅 し 、 口
縁部 は わずかに 外反す る
高台 は やや 聞 き 気味に{申 ぴ、
畳付 は丸み を お び、 砂が付着
す る

体部 は ゆ る やか に 内湾 し 、 ロ
縁部 に 至 る
高台 は ほ ぼ垂直 に 伸 び、 畳付
は丸み を お び、 わずかに砂が
付着す る

体部 は ゆ る や か に 内i脅 し 、 口
縁部 に 至 る
高 台 は ほ ぼ垂直 に 伸 び、 畳付
は丸み を お び、 わずかに砂が
付着す る

体部 は 下位 で鋭 〈 屈 曲 し 、 垂
直 に の び、 口縁部 に至 る い わ
ゆ る 筒 形 を 呈す る
高台は外反 し て 聞 き 、 わずか
に 歪 み を持つ

八
く 外

角 形
反

を 皇 し 、 口縁部は大 き
す る

高台は垂直 に の び、 畳付は丸
み を お び、 内面 は蛇 ノ 目 で砂
カ可す着す る

体部 は ゆ る やか に 内湾 し て 口
縁部 に 至 り 、 口 唇部は尖る
高台は短 〈 、 丸み を お び、 内
函 に 砂が付着す る

体部 は ゆ る やか に 屈 曲 し て 口
縁部 に 至 る
高台 は 厚 〈 、 ほ ほ垂直 に の び
畳付 は丸み を お びる
見込 に は 3 個 の ハ マ の脚跡が
残る

体部 は ゆ る や か に 腐 曲 し て 口
縁部 に 至 る
高台は短 〈 の び、 内面 は蛇 ノ
目 を 呈 す る

体部 は ゆ る やかに屈曲 し て 口
縁部 に 至 る
高台は短 く の ぴ、 内面は蛇 ノ
自 を 呈 す る
見込に黛道具の接置痕跡あ り

体部 は ゆ る やか に 内湾 し て 開
き 、 口 縁部 に 至 る
見込部 は盛 り 上が り 、 高台は
ほ ' 1'垂直 に の びる

体部 は ゆ る やか に 内湾 し て 開
き 、 口 縁部 は外反する
高 台 は や や 聞 き 気味に の ぴ る

体部 は ゆ る やか に 内湾 し て 開
き 、 口 縁部 は や や外反す る
高台 は や や 内湾気味に 関 〈
蓋の可能性あ り

体部 は ゆ る やか に 内湾 し て 開
き 、 口 縁部 に 至 る
高台 は や や 内湾気味に のびる

体部は ゆ る やか に 内湾 し て 開
き 、 口 縁部 は大 き く 外反す る
高台 は や や 開 き 気味に の ぴる
見込 に 4 1聞 の 目 跡

技 法 の 特 徴

外
全面に柚 を施 し

下
、 畳

位
付は紬 を か き 取 る

面 に は 上位 と に 圏 線 を 巡 ら し 、 簾 と 草花
文 を 施す
内面は 口縁部 に 波状の文様 を 巡 ら し 、 その下位
に 二重の圏線、 見込み も 圏線 を 巡 ら せ 、 中 央 に
草文を描 〈

全面に紬 を施すが、 畳付 は紬 を か き 取 り 、 口 唇
部 は 口 錆 を施す
外商 は網 目 文 を 描 き 、 下 位 に 圏線 を 巡 ら せ る

全面に紬 を施すが、 畳付 は紬 を か き 取 り 、 口 唇
部は露胎す る
外面 は ロ 縁部及ぴ下位に 圏線、 中心lこ瓢箪、 紅
葉
置

、 亀甲 文 を 描
連
き

続
、 高台か

プ
ら 体

を
部
施

に か け て の 位
に花ぴ ら状の ス タ ン す

全面 に紬 を施すが、 畳付 は紬 を か き 取
文様

る
外面 は菊散 ら し 文 と 宝文 と 思 わ れ る を 交互
錨 き 、 底部高台外面 に は唐草文 を描 く
内面見込 に は五弁花か、 口 縁 に は 四 方棒文 を 巡
ら す

全面に紬
対

を施す古
笹

久
、

畳付 は紬 を か き
き

取 る
内面は 角 面 に 草、 格子 を 描 、 見込み に
は笹文 を 描 〈
外面 は 山 水状文 を描 〈

全面 に紬 を施すが、 畳付 は紬 を か き 取 る
内面 は笹状の 文様を 施 し 、 見込 中 央 に 五弁花 と
二重

体
の

部
圏線

に
を 巡 ら す

外 面 は草状の文様 を 描 き
描
、 高

〈
台 内面 に は

圏線 と 、 中央に 「朝」 の文字を

全面 に紬 を施すが、 畳付 は紬 を か き 取 る
見込み に は竹 と 笹状の文織 を描 〈
外面 は 3 ヶ 所 に 簾文 を描 く

全面に紬 を施すが、 蛇 ノ 目 高台 は粘土 を 塗布 し
畳付は粕 を か き 取 る
見込は笹文、 体部に は二重の園線 と 唐草草花文
を 描 〈
外面 は、 高台外面 と 体部下位に 圏線、 体部 に 簾
文 を 描 〈

全面に秘 を施す由主 畳付 は紬 を か き 取 る
見込 と 体部に文様
外面 に も 文微 を 、 高台外面 に二重の圏線 を 巡 ら
す

全面に粕
花
を絡

文
す

見込に草 を 描 き 、 二重の園線 を 巡 ら す
外商 に も 文様 を 描 き 、 高台内面 に は 印 を押す

全面に紬 を施す地主 見込 は蛇 ノ 目 紬ハ ギを持つ
見込には 鉄絵 を 描 く
高台は紬 を か き 取 り 、 外面に商取 り を 施 し 、 砂
が付着す る
外商 に貫入あ り

全面 に紬 を施 し 、 畳付は糊 を か き 取 る
見込に帆文 を 描 き 、 波状文 を 巡 ら す
外面 に も 帆文 と 草文 を描 〈

全面に柚 を施 し 、 畳付は紬 を か き 取 る
体部外商 に草花文 を 描 き 、 高台外面 に 圏線 を 巡
ら す
高台内面 に は不明の 印 を押す
柏変 は不完全

全面 に紬 を施 し 、 畳付は紬 を か き 取 る
体部内蘭 に葡萄 文 を 描 き 、 口縁部に は 圏線 を 巡
ら す
外面 は一条の圏線と 蔦条の文様 を 描 く
内外面 と も 貫 入 あ り

- 102 -

胎土 ・ 色調 ・ 焼成 備 考
胎
焼

土
成

ー
一

密
良

2 号纏一括
色調胎土 一 明灰色 肥前系

粕 一 明緑灰色 1820 -幕末
呉須一線灰 色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色

紬
調胎土 ー 青

色
灰色

一 明灰
肥
18

前
C 前

系
半

呉須ー藍色 ー 18 C 中 頃
露胎ー 深極色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調

紬
胎土一 白 色 肥前
一 透明磯 明治以降

呉須ー 藍色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調胎土 ー 灰 白 色 肥前

粕 ー 緑 白 色 1 8 C 中頃
呉須ー紺色 ー 1810

胎
焼

土
成

ー
一

密
良

2 号掘
上層

色調
紬

胎土一 白 色 肥前
一 灰 白 色 1813- 1820 

呉須 ー織藍色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調

稀
胎土ー 黄

色
灰色

一 青 白
肥
17

前
C

系
末

呉須一 波藍色 ー 1 8 C 前半
朝姿窯

胎土 ー密 2 号娼
焼成 一 良 上層
色調胎土 ー 灰 白 色 肥前系

紘 一 明緑灰色 1 9 C  
呉須 -11色

胎土 ー密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調胎土ー 白 色 肥前系

後糊 ー 緑 白 色 1 8 C 半
呉須 ー紺青色 ー 1 9 C 前半

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調胎土 ー 灰 白 色 肥

18
前
C

系
後 半

前
紘 一 灰 白 色
呉須一藍色 - 19 C 半

胎
焼

土
成 一

ー 密
良

中

2 号
上
国

堀
層製

色調胎土ー 白 色
紬 ー 青 白 色

1
(景
6 C

徳
後
鎮
半

) 
呉須一緒色

胎土 ー密 2 号堀
焼成 一 良 中下層
色調胎土一 明掻色 唐津系

後稀
鉄絵

ー 明灰
暗

茶色 1 8 C  半
前一 灰茶色 - 1 9 C 半

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調

紬
胎土ー 灰 白 色 肥前系
一 明緑灰色 1820 

呉須ー藍色 ~ 幕末

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上 層
色調胎土 ー 黄 白 色 肥

18
前
C

系
後半紬 ー 賛灰色

呉須ー藍色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良

肥
上
前

層
系色調

粕
胎土ー黄

色
白 色

ー 黄 白
呉須ー紺色



第21 表 2 号堀出土遺物観察表(1司

No 種 別

309 染 付

310 染 付

311  染 付

312 染 付

313 染 付

314 染 付

315 染 付

316 染 付

317 染 付

318 染 付

319 染 付

320 染 付

321 染 付

322 窯道具

器 種

丸形碗

血

皿

皿

鉢

蓋

油 壷

小 皿

小 皿

小 皿

碗

碗

鉢

ノ 、 ・マ

法 量

口 径
台

一不明
高 径 一4 . 0咽
器高 一 不明

口 径 一 (13 . 4叩)
高台径一

(7 . 7叩)
器高 - 3 . 5cm

口 径 一 13 . 5咽
高台径一9 . 1叩
器高 ー 3 . 5叩

口 径 一 (13 . 3岨)
高台径一

(7 . 2叩)
器高 一4 . 0叩

口 径
台

一 (14 . 7叩)
高 径 一5 . 4叩
器高 - 6 . 3cm

口 径
ま

一 (9 . 0cm)
明つ み径 一 不

器高 一不明

口 径 一 2 . 2個
底径 一不明
器高 一不明

口 径 一 9 . 7四
高台径一4 . 3叩
器高 一2 . 4咽

口 径 一 9 . 3cm
高台径 -4 . 0畑
器高 一 2 . 3岨

口 径 一 (10 . 0cm)
高台径 一4 . 3叩
器高 一 2 . 9叩

口 径一不明
高
器

台
寓ー

径-
不
4

明
. 6叩

口 径一不明
高台径一-4 . 2叩
器高ー不明

口 径一不明
高台径一不明
器高ー不明

厚
直径

さ
一1O . 0cm

1 . 3cm 

形 態 の 特 徴

体
縁
高

部
部
台

は ゆ る やかに屈曲 し 、 口
に 至 る
は や や 聞 き 気味 に の ぴ、

畳付 は 丸み を お ぴる

体部 は ゆ る やかに屈曲 し て 開
き 、 口 縁

短
部
〈

に 至 る
高台は 、 蛇 ノ 目 高台であ
る

体部 は ゆ る やかに屈曲 し て 開
き 、 口 縁部 に 至 る
高台は短 〈 、 蛇 ノ 目 高台であ
る

体
き

部
、

は ゆ る やかに内湾 し て 聞
、 口 縁部 に歪 り 、 口 唇部 は

丸み を お び る
高台は短 〈 尖 り 、 砂が多量 に
付着す る

体
き

部
、

は ゆ る や か に 内湾
外

し て 聞
ロ 縁部 は大 き く 反す る

高台 は や や 聞 き 気味に の ぴ、
わずか に砂が付着 す る

体
き

部
、

は ゆ る やか に 内湾 し て 聞
鍔部は外反す る

つ ま み は欠損

体部 は 上位で肩が張 り 、 頚部
は し ま る
口縁部は外反 し 、 口唇部は丸
み を お びる

体部 は ゆ る やか に 内湾 し 、 口
縁部 に 至 る
高台は直

を塁
立 し 、 そ の断面形 は

三 角 形 す る
畳付 に は わずかに 砂が付着

体
縁

部
部

は ゆ る やか に 内湾 し 、 口
に 至 り 、 口 唇部 は 内側 に

屈 曲 す る
高 台 は 直立 し 、 そ の断面形 は
三 角 形 を 呈 す る
畳付 に は わ ずか に 砂が付着

体部 は ゆ る やか に 内湾 し 、 口
縁部 に 至 り 、 口 唇部は丸み を
お ぴる
高台は幅広で、 その断面形は
五角 形 を 呈 す る
畳付 に は わずか に砂が付着

体部 は ゆ る やか に 内湾 し 、 口
縁
高

部
台

に 至 る
は や や 開 き 気味に の び、

そ の 断面形は三 角 形 を 呈 し 、
畳付 は 尖 る

体部 は ゆ る やかに屈曲 し 、 口
縁
高

部
台

に 至 る
は 垂直 に の ぴ、 畳付は丸

み を お びる

体部 は ゆ る やか に 立 ち 上が り
ロ縁部 は外反す る
内面 に は砂が多量 に付着す る

や や 歪 み があ り 、 断面 形 も 歪
む

技 法 の 特 徴

全面
部外

に紬
面

を施
草

し
文
、 畳

を 描
付は 紬 を か き 取

位
る

体 に 花 き 、 体部下 と 高台外面
に 、 二重の圏線が巡 る
内面 は三重の 園線が巡 り 、 見込み 中 央 に鳥 を 描
き 、 一条 の園が巡る

全面に紬 を施 し 、 畳付及 び蛇 ノ 目 は紬 を か き 取
る
体部内面及 び見込み に は 笹文 を 描 き 、 上位 に ー
重
外

、 下
位
位に二重の箇線

圏線
が巡

が巡
る

面下 に は 一重の り 、 体部 に は 文様
を 描 〈

全面に紬 を施 し 、 畳付及 び蛇 ノ 目 は紬 を か き 取
る
休部内面 に草花文、 見込み に は 笹文 を 猫 き 、 上
1立 に 一重、 下位 に 二 重の 掴線が巡 る
外
り

面
、 体

下位
部

に は 一重
ヶ 所

、 高台
文

外
様

面 に 二重 の 圏線 が巡
に は 3 に を 描 〈

全面に紬 を施 し 、 畳付は紬 を か き 取
線

る
{宇都内蘭 に蔦状文、 見込 み に も 文 を 描 き 、 下
位 に 二重の圏線が巡 る
外面

が
上
巡

位
り

及 ひ7位に 一重 、 高台外面 に 二重の 銅
線 、 体部 に も 文様 を 描 〈

全面
部

に紬
面

を 施
葡

し
文
、 畳

、
{寸は紬 を か

文
き 取

様
る

体 内 に 萄 見込み に も を 描 き 、 上
位 に 一重、 下位に二重、 見込み に一重の圏線が
巡る
外面 中位に一重 に閣線 を 巡 ら し 、 3 ヶ 所に蔦状
の文様 を 描 〈
内外面 に 貫入 あ り

全面
部外

に紬
面

を施
掌

し 身
9

と
描
の接

き
合面 は無施紬

重体 に 花文 . を 、 上位 に 図 、 下位
に三重の圏線 を 巡 ら す
内外面 に 貫入 あ り

外商及ぴ口縁部内面 に紬 を 施 し 、 内 面 は無施紬
外面上位 に梅花文 を 描 く
外面 に貫入あ り

外面及ぴ口縁部内面 に紬 を 施す が、 畳付は粕 を
か き 取 る
内面 に は 二重の幅広 に圏線 を巡 ら し 、 草文 を 描
〈
見込は蛇 ノ 目 粕ハギ を施す
高台外面 に は面取 り を施す

外商及 ぴ口縁部内面 に粕 を 施す が、 畳付は紬 を
か き 取 る
内 面 に は 二重の幅広 に図線 を 巡 ら し 、 鳥居文 を
描 く
見込みは蛇 ノ 目 稀ハ ギ を 施す

外面及び口縁部内面 に粕 を 施すが、 畳付は秘 を
か き 取る
内 面 に は 二重の幅広 の 圏線 を 巡 ら し 、 雲状文 を
描 く
見込は蛇 ノ 目 紬 ハ ギ を 施す
高台外面 に は 面取 り を 施す

全面 に秘 を施 し 、 畳付は紬 を か き 取 る
字見込 に は 二重 の 関線が巡 り 、 中 央 に 「福」 の 文

を描 〈
高台外面 に は面取 り を 施す

全面に紬 を施 し 、 畳付は紬 を か き 取 る
見込に は二重の 圏線が巡 り 、 中 央 に 草花文 を 描
〈

全面 に紬 を絡す
内外面に は連続 した唐草文 を描 く

L 一 一一一 一

- 1 03 一

胎土 ・ 色調 ・ 焼成 備 考

焼
胎土

成
ー
一

密
良

2 号
一

掘
括

色調胎土一 明灰色 肥前系
前紘 一 明緑灰色 18 C 半

呉須ー紺色 - 1 8 C 中 頃

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調胎土ー 賛

色
灰 色 肥前系

紬 ー 藍 白 1 8 C  後
C

半
前呉須ー 深紫青色 - 1 9 半

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調胎土一 白 色 肥

18
前
C

系
後半紬 ー 藍 白 色

呉須一波重量色 - 19 C 前半

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 一括
色調胎土 ー 灰 白 色 n1!前系

紬 一 明緑灰色 18 C 中 頃
呉須ー藍色 - 18 C 末

胎
焼

土
成

ー
一

密
良

2 号
一

場
括

色調胎土ー 黄
色

白 色 肥前系
紬 ー 黄 白
呉須ー紺色

胎土 ー 密
良

2 号堀
焼成 ー 上層
色調

紬
胎土ー 灰 白 色 肥前系
一 灰 白 色

呉須ー藍色

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調胎土ー 黄灰 色 肥前系

秘 ー 賞灰色
色

18 C 
呉須 ー 藍

胎土 ー 密 2 号娼
焼成 一 良 上層
色調胎土 ー 黄灰 色 肥前系

紬 ー 青灰色 18 C 中 頃
呉須ー藍色 一 18 C 末

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調胎土 ー 青 白 色 肥前系

紬 ー 青賞色 1 8 C 中 頃
呉須ー紺色 ー 18 C 末

胎土 ー 密 2 号堀
焼成 一 良 上層
色調胎土 ー 灰 白 色 肥前系

糊 ー 青灰色 1 8 C 中 頃
呉須ー紺色 ー 18 C 末

胎土ー密 2 号堀
焼
色

成
調

一
胎土

良
ー灰 白 色 中

上
国

層
製

紬一 白 色 16 C 後半
呉須ー淡紺色

胎土ー密 2 号堀
焼成一良 中 下 層
色調胎土ー灰 白 色 中 国製
紬
呉

ー
須ー黄紺

灰色
色 1

(福
6 C

建
後
窯
半

) 

胎土ー密 2 号掘
焼成一良 中下層
色調胎土ー灰 白 色 肥前系
秘ヶー青灰色
呉須ー藍色

胎土一大
を

粒
含

の
む

砂粒 2 号堀
上層

色調ーに ぶ い黄燈



第22表 2 号堀出土遺物観察表(1日

No 種 別

323 窯道具

324 窯道具

325 号車道具

326 窯道具

327 窯道具

328 窯道具

329 窯道具

330 窯道具

331 窯道具

332 窯道具

333 黛道具

334 窯道具

335 窯道具

336 窯道具

337 窯道具

338 窯道具

339 窯道具

340 禦道具

341 窯道具

342 黛道具

343 窯道具

344 窯道具

345 窯道具

器 種

ハ マ

ハ マ

ノ 、 て7

ハ マ

ノ 、 てr

ノ 、 てF

ハ マ

ノ 、 て7

ノ 、 てF

ノ 、 で'<

ノ 、 で才

ノ 、 '7

ハ マ

J 、 てF

ハ マ

ノ 、 て7

ノ 、 てr

ハ マ

ノ 、 て7

ノ 、 で7

ハ マ

ノ 、 可F

ノ 、 て7

法 量
直径一8 . 4咽

-8 . 9叩
厚 さ ー1 . 2咽

直径 7 . 8叩
厚 さ 1 . 5岨

直径一7 . 7叩
厚 さ 9 . 0叩

- 1 0 . 0岨

直径一4 . 0cm
厚 さ 1 . 1佃

一 1 . 3咽

直径一7. 3咽
厚 さ-1 . 4cm

直径一7. 3cm
厚 さー1 . 3咽

直径 7. 3cm 
厚 さ ー1 . 3cm

直径一7 . 2cm
厚 さ ー1 . 1叩

直径一6 . 8叩
厚 さ 1 . 0叩

直径一5 . 0咽
- 5 . 2咽

厚 さ -D . 8咽

直径一6 . 2冊
厚 さ -D . 9咽

- 1 . 0咽

直径一5 . 4咽
-5 . 5佃

厚 さ-D . 9cm

直径 5. 5c潤
厚 さ -D . 7cm

- 1 . 1cm 

直径一6 . 7cm
- 6 . 9cm 

厚 さ ー1 . 1 cm

直径--6 . 8cm
- 7 . 0個

厚 さ 1 . 1四

直径一8 . 3咽
厚 さ ー1 . 2cm

厚
直径一8 . 1cm

さ-1 . 2cm
ー 1 . 3cm

直径-8 . 0cm
厚 さ ー1 . 3cm

直径一一5 . 7叩
- 6 . 0叩

厚 さ -D . 7阻
一 1 . 0

直径一6 . 3咽
-6 . 6佃

厚 さ 1 . 0cm 
一 1 . 2cm

直径--6 . 0cm
-6 . 1cm 

厚 さ ー1 . 0cm
- 1 . 1咽

直径一昔 . 6叩
厚 さ 1 . 0cm 

- 1 . 2cm 

直径一7. 2咽
厚 さ 1 . 2cm 

形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴

や や 歪 み があ り 、 平面形は 楕 表面 に款名か ? 、 線刻 を 施す
円形 を 呈す る

平面形 は ほ ぼ円 形 を 塁 し 、 厚 表面 に柏が付着す る
さ は ほ ぼ 均一

平面形 は ほ ぽ 円 形 を 呈 し 、 厚
さ は不均一

小型で 、 平面形は ほぼ円形 を
呈 し 、 厚 さ は不均一

平面形は ほ ぼ 円形 を 呈 し 、 厚
さ は均一

平面形 は ほ ぼ円 形 を 呈 し 、 厚
さ は均一

小型で 、 平面形 は ほ ぼ円形を
呈 し 、 厚 さ は均一

平面形 は ほ ぼ円 形 を 呈 し 、 厚
さ は均一

平面形 は ほ ぼ 円 形 を呈 し、 原
さ は均一

平面形 は ほ ぼ円 形 を 呈 し 、 厚 片 面 に径3 . 5cmの高台 の痕跡 を 残す
さ は均一

平面形 は ほぼ円形 を 呈 し 、 厚
さ は 不均一

平面形 は ほ ぼ円 形 を 呈 し 、 厚 片面に径4 . 1叩の高台の痕 跡 を 残す
さ は ほ ぼ 均一

平面形 は ほ ぼ円 形 を 呈 し、 厚 片面に径4 . 1cmの高台の痕跡を 残す
さ は不均一

平面形 は ほ ぼ円 形 を 呈 し 、 厚 片面に径5 . 0cmの高台の痕跡 を 残す
さ は不均一

平面形 は ほ ぼ円 形 を 呈 し 、 厚 片面に径5 . 9叩の高台の痕跡 を 残す
さ は均一

平面形 は ほ ぼ 円 形 を 呈 し 、 厚
さ は均一
3 倒 の 脚 を 持つ

平面
均
形 は ほ ぼ円 形 を 皇 し 、 厚

さ は ー
4 個 の脚 を 持 ち 、 l 個 は欠損
す る

平面形は ほ ぼ 円 形 を 畏 し 、 厚
さ は均一
3 個 の脚 を 持つ

平面形 は ほ ぼ 円形 を 呈 し 、 厚
さ は不均一
3 個 の 脚 を 持つ

平面形 は ほ ぼ円 形 を 呈 し 、 厚 片面 に径4 . 5cmの高台の痕跡 を 残す
さ は不均一で、 や や反 り 気味

平面形は ほ ぼ円 形 を 呈 し 、 厚 片面に径4 . 0cmの高台の痕跡 を残す
さ は ほぼ均一

平面形 は ほ ぼ円 形 を 呈 し 、 厚 片面に径3 . 9cmの高台の痕跡 を 残す
さ は不均一で、 歪み を持つ

平面形 は ほ ぼ 円 形 を 呈 し 、 厚 片面に径6 . 2cmの高台の痕跡 を 残す
さ は均一

- 104 ー

飴土 ・ 色調 ・ 焼成

胎
色調

土ー
ー

砂
に

粒 を 含
赤

む
ぷい 褐

色

胎
色調

土ー
ー

砂
灰

粒
白 色

を 含 む

秘一茶褐色

胎土ー砂粒 を 含 む
色調ーにぷ い黄燈

胎土ー小石 を 含 む
色調ー青灰色

胎土ー砂粒 を 含 む
色調ー灰 白 色

胎土ー密
色調ーにぶい糧色

胎土ー砂粒 を 含 む
色調ーにぶい黄極

胎土ー砂粒 を 含 む
色調ーにぷ い賞燈

胎土ー砂粒 を 含 む
色調ー灰黄褐色

胎土一小石 を 含 む
色調ーにぷ い貧権

胎
色調

土ー
ー

砂
に

粒
ぶ

を 含 む
い樟色

胎土ー砂粒 を 含 む
色調ーにぷい糧色

胎土ー小石 を
黄
含む

色調ーにぷ い 授

胎土ー小石 を 含 む
色調ーにぷ い黄樫

胎
色

土
調

ー
ー

砂粒 を 含 む
に ぶ い黄櫨

胎土ー小石 を 含 む
色調ーに ぷい黄燈

胎土ー砂 を 含
い黄

む
色謂ーにぶ 綬

胎土ー小石 を 含 む
色調ーにぶ い黄燈

色

胎
色

土
調

ー
ー

砂
に

粒
ぷ い

を
黄
含

燈
む

胎土ー小石 を 含 む
色調ーにぷ い黄燈

胎土ー砂粒 を 含 む
色調ーにぶい黄櫨

胎土ー小石 を 含 む
色調ー灰黄褐色

胎土 砂粒 を 含 む
色調ーにぷ い賛桂

備 考
2 号場

上層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号掘
上層

2 号掘
上層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号場
上層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号線
上層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号堀
上層

2 号堀
上層



第23表 2 号堀出土遺物観察表(1日

No 種 別 器 種 法 量 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 胎土 ・ 色調 ・ 焼成 備 考
346 窯道具 ノ 、 てF 直径一-6 . 6咽 平面形 は ほ ぼ 円形 を 呈 し 、 厚 片面に径4 . 6叩の高台の痕跡 を 残 す 胎 土 者舛立 を 含 む 2 号堀

- 6 . 9cm さ は均一 色調 に ぶ い黄糧 上層
厚 さ ー1 . 0cm

347 窯道具 ノ 、 て7 直径-6 . 0cm 平面形 は ほ ぼ円 形 を 呈 し 、 厚 片面に径4 . 6叩の高台の痕跡を 残す 胎土 砂粒 を 含 む 2 号堀
-6 . 3cm さ は均一 色調ーに ぶ い黄糧 上層

厚 さ -0 . 9cm

348 窯道具 ノ 、 てF 直径一6. 0cm 平面形 は ほ ぼ円 形 を 呈 し 、 厚 片面に径3 .8cm -4 . Ocmの高台の痕跡 を 残す 胎土ー小石 を 含 む 2 号堀
- 6 . 2cm さ は均一 色調 に ぶ い黄櫨 上層

厚 さ-0. 9cm

349 窯道具 ト チ ン 底径一 (6 . 5cm) 中型の ト チ ン で 、 上部が欠損 手提成形 胎土 砂粒 を 含 む 2 号堀
残存高-8 . 6cm 底面に く の字形の線刻 を持つ款名 か 色調 灰褐色 上層

350 窯道具 ト チ ン
残
底

存
径一

高ー
(5

l
. 8cm) 中型の ト チ ン で 、 棒状 を呈す 手控成形 胎土 砂牲 を 含 む 2 号堀
4 . 0叩 る 色調ー黒褐色 上層

351  窯道具 ト チ ン 底径一6 . 3cm 中型の ト チ ン で 、 棒状 を呈す 手控成形 胎土ー砂粒 を 含 む 2 号堀
残存高-8 . 9cm る 胴部に粕が付着す る 色調ー里褐色 上層

352 窯道具 ト チ ン
残
底

存
径一

高ー
5 .

7
8cm

1 叩
中 型 の ト チ ン で 、 棒状 を呈す 手提成形 胎土 砂牲 を 含 む 2 号堀
る 色調 樫色 上層

353 窯道具 ト チ ン 底径一 (1 0 . 8cm) 大型の ト チ ン で 、 棒状 を皇す 手控成形 胎土 砂粒 を 含 む 2 号堀
器高一14 . 5cm る 色調 に ぶ い樺色 上層

354 窯道具 ト チ ン 底径一8. 5cm 大型の ト チ ン で、 鼓状 を呈す 手控成形 胎土ー砂粒 を 含 む 2 号娼
器高ー7 . 1cm る 色調ー浅黄色 上層

胴部ー褐灰色

355 窯道具 ト チ ン 底径一 (5 . 5cm) 中 型 の ト チ ン で、 棒状 を呈す 手控成形 胎土 砂粒 を 含 む 2 号堀
残存高ー5 . 5叩 る 色調 に ぶ い掻色 上層

356 窯道具 ト チ ン 底
器

径
高

一
-

3
2

4cm 小型 の ト チ ン で 、 鼓状 を呈す 手控成形 胎土 砂粒 を 含 む 2 号
上

堀
層. 6cm る 色調 暗赤褐色

4 堀 跡

調 査区の南 西側 及 び北東 の 端 に 2 条 の堀 の跡 を 確認 し た 。 堀 は 背後 の 山 裾 か ら 掘り は じめ ら れ、 北東 の 調

査区外 に 延 びる 。 調 査区外の確認 は で き な い が、 地形等 か ら 推定す る と J R 鹿児 島 本線 の 線 路部 分まで延 び、

こ の 2 条 の堀 は こ の 遺跡 を 取 り 囲 む よ う に 巡 る も の と お も わ れ る 。

1 号堀跡 ( 第 18 図)

C - 4 区か ら D- 2 区に か け て 位置 し 主 軸は 下端 の ライ ン で み る と W- 35 0- Nで あ る 。 断 面形 は V 字形

に 近 い 逆 台形 を 呈 し 、 最深部 で 195cm を 測 る 。

l 号堀 跡 か ら は 瓦 を は じめ 瓦 器 、 陶磁器等 の 遺物 が多量 に 出 土 し た 。 また 図 に 示 し た の は 実測 に た え う る

代表 的 な も の で 、 そ の 法量等 は 観察表で示 し た 。

2号堀跡 (第 19 図 )

H- 9 区か ら K 一 7 区に か け て 位 置 し 主 軸は 下 端 の ライ ン で み る と W- 38 0- Nで 1 号堀跡 と ほぼ平行 に

な る 。 断面 形は V 字 形に 近 い 逆 台 形を 呈 し 、 最 深部で、171cm を 測 る 。

2 号堀 跡、 か ら は 土 師 器 を は じめ 瓦 器 、 陶磁器 、 窯道具等 の 遺物 が多量 に 出 土 し た 。 また 図 に 示 し た の は 実

測 に た え う る 代表 的 な も の で 、 そ の 法量等 は観察表で 示し た 。
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5 土塁 (第66 図)

2 号堀跡 と 平行 し て 、 遺 跡 の 内 側 に 延 び る が、 1 - 8 区で削 平 の た め 無 く な っ て い た が、 本来 は さ ら に 続

い て い た で あ ろ う 。 こ の 土 塁 は堀 を 掘 っ た 土 を 積 み 上 げ て 造 ら れて お り 、 そ の 高 さ は 約 160cm 、 堀 の 底 か ら

の 差 は 約 330cm で あ る 。 後世 の 削 平等 を か ん が え る と 、 も っ と 高 か っ た と 推定 さ れ る 。 土 塁 の 上 面 は 平 ら に

な っ て お り 、 塀等 の痕跡 を 探 し た が、 柱穴 は確認で き な か っ た 。 削 平 に よ り 消 失 し た 可 能性 も か ん が え ら れ

る 。

6 五輪塔 (第67 - 74図)

遺跡の 中 央部 よ り や や 北東寄 り の 、 一段高 く な っ た 部分で、 集 中 し て 埋 め ら れ て い た 。 こ の 部 分 は 納 骨 堂

の建設及 び解体時 に 瓦礁 を 埋 め 込 む た め 、 重機 に よ っ て 深 く 掘 り 込 ま れ た 箇所が多数あ り 、 こ の 穴 に 瓦磯 と

混 ざ り 込 ん で埋 め 込 ま れ て い た 。 当 時 は 五輪塔 は現位置 を 保 ち セ ッ ト で建 っ て い た で あ ろ う と お も わ れ る が、

調 査 開 始 時 は 草 の 中 か ら 一部顔 を の ぞかせて い る 状態 で あ っ た 。

こ こ で は 主 な も の を 図 で 示 し 、 解説 は 観察表 に ま と め た 。

A 
10.000 a -

土亜 土壇
1 層 明掴色土 {部分的に大型圃を少量禽じ 1 211 薬禍色土 (大型の角 咽唱を含む)
2 層 明茶摘色土{ややしまりがあり 、 小型圃を多〈含む 13層 策掴色土(聞は含まず、 ややしまりがある)
s 層 明義帽邑土 (2層と覇地 しているが、 やや�， 仰が闘い) 14層 咽茶摘色:1: (圃.，，�り 含まず、砂胃である)
4 層 茶摘芭土{圃をあまり 含まず、 静置である 15層 鳳色土(小型園舎含む)
5 層 暗茶掴色土 ( 中型田副令部分的巳含み、 しまりがない) 16層 砂圃層
5 層 圏眉 17届 砂層
6 層 暗寮帽色土(5層に掴組、 やや鳳つ留 し 円圃を含む 18膚 鳳蝿色土 ( 旧 地揖面)
7 層 圏層 付、型角輔自層 19居 費掴色土 (大型園舎多 〈含む)遺構咽臨面
8 層 質調色土 (苗合同に中盤園舎倉t;)
9 層 圏届 {犬、 中 、 小冊 円圃、 角 圃由混合届)
同居 暗聾蝿色土 {小型圃を多〈含む)
1 1 層 暗業構色土 (大型園舎多〈含む)

第66図 土塁断面実測図
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第;69図 五輪塔実測図(3 )
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第24表 五輪搭観察表(1 )

No 種 別 器 種

357 五 輪 塔 空 風 輪

358 五 輪 塔 空 風 輪

359 五 輪 塔 空 風 輪

360 五 輪 塔 空 風 輪

361 五 輪 塔 空 風 輪

362 五 輪 塔 空 風 輪
' 

363 五 輪 塔 杢 風 輪

364 五 輪 塔 空 風 輪

365 五 輪 場 空 風 輪

366 五 輪 塔 空 風 輪

367 五 輪 塔 空 風 輪

368 五 輪 塔 空 風 輪

369 五 輪 塔 空 風 輪

370 五 輪 塔 空 風 輪

371 五 輪 塔 空 風 輪

372 五 輪 塔 空 風 輪

373 五 輪 塔 空 風 輪

374 五 輪 塔 空 風 輪

法 量

空輸幅 一 26 . 7cm
風翰幅 一24 . 1cm
器高 一 29 . 2cm
議幅 一 2 . 7叩

空輸幅 一 19 . 6cm
風輪幅一20 . 2cm
器高 一 24 . 2cm
議幅 一 1 . 9畑

空輸幅 一 22 . 9cm
風輪幅 一 1 8 . 4叩
器高 - 24 . 9cm
議幅 一 2 . 0叩

空輸幅 一 14 . 9cm
風輪幅 一 14 . 9叩
器高

中国
一 15 . 4cm

議 - 1 . 4cm

空輸幅 一 18 . 1叩
風輪幅 一 1 5 . 8cm
器高 一 18 . 0cm
溝幅一 1 . 2cm

空輸幅 一 1 7 . 2cm
風輪幅 一 1 4 . 4cm
器高 一 17 . 8cm
i葬幅 一 2 . 8cm

空輸幅 一 17 . 3叩
風輪幅 一 (17 . 3cm )
器高 一23 . 4cm
溝幅 一2 . 1cm

空輸幅 一 1 8 . 9cm
風輪幅 一 18 . 7cm
器高 一 14 . 1cm
議幅 一 1 . 5cm

空輸幅 一 1 9 . 2cm
風輪幅 一 1 8 . 7cm
器高 一 23 . 7cm
溝幅 一 1 . 8佃

空輸幅 一 16 . 5cm
風輪幅 一 1 7 . lcm
器高 一 23 . 6cm
講幅 一 2 . 5咽

空輸幅 一 1 8 . 0cm
風輪幅 一 1 7 . 7cm
器高 一 22 . 5cm
講幅 一 2 . 0咽

空輸幅 一22 . 0cm
風輪 幅 一20 . 7cm
器高 一 25 . 3cm
議幅 一 2 . 5cm

空輸幅 一 1 9 . 2cm
風輪幅 一 17 . 9cm
器高 一 22 . 8cm
溝幅 一 1 . 1 cm

�輪幅 一 16 . 2cm
風輪幅 一 (I5 . 4cm)
器
議

高
幅

一 15 . 4cm
- 2 . 5cm 

空輸幅 一 1 7 . 4cm
風輪幅 一 ( 1 6 . 6cm )
器高 一 16 . 2cm
i韓幅 一 2 . 2cm

空輸幅 14 . 9cm 
風
器

輪
高

幅 一 14 . 恥m
器 19 . 6cm
機幅 一 1 . 6cm

空輸幅 1 6 . 4cm 
風輪幅 一 1 5 . 6cm
棒高 17 . 9cm 
i暮幅 一 1 . 5cm

空輸幅 一21 . 6cm
風輪幅 一 19 . 6cm
器高 20 . 7cm 
i$年幅 一 2 . 5cm

形 態 及 び 技 法 の 特 徴

4 面に党
尖頭

字 を 刻み 、 墨 を 塗 る
頂部は 型で肩張 り
接続突起は正方形

4 面 に 党字 を 刻み、 墨 を 塗 る
頂部は尖頭型で腕張 り
接続突起 は円形

上面平面形 は 隅丸方形
頂部は尖頭型で丸み を お び胴張 り
接続突起は 欠損

上面平面形は隅丸方形
頂部は尖頭型で踊張 り
接続突起は 方形

上面平面形は胴張 り 隅丸方形
頂部は圭頭で側面 を 削 り そ い だ肩張 り
接続突起は方形

上面平面形 は胴張 り 隅丸長方形
頂部

続突
は 円頭型で

方
肩
形

張 り
接 起は長 形

上面平面形 は胴張 り 隅 丸長方形
頂部は尖頭型で肩張 り
接続突起は方形

上面平面形 は 円形
頂部は圭頭型で腰張 り
接続突起は欠損

上面平面形 は胴張 り 陥丸長方形
頂部は尖頭型で側面 を 削 り そ い だ腰張 り
接続突起は欠損

上面平面形 は胴張 り 隅丸方形
頂部は圭頭型で側面 を 削 り そ い だ腰張 り
接続突起は軸がずれる

上面平面形 は胴張 り 隅丸方形
頂部は尖頭型で腕張 り
接続突起は 正方形

上面平面形は 円形
頂部は圭頭型で側 面 を 自IJ り そ い だ肩 張 り
接続突起は方形

上面平面形 は胴張 り 隅丸長方形
頂部は尖頭型で胴張 り
接続突起は隅丸長方形

上面平面形 は胴張 り 隅丸長方形
頂部は圭頭型で側面 を削 り 自Ij い だ肩張 り
接続突起は方形

上面平面形は楕円形
頂部は尖頭型で腰張 り
接続突起は長方形で軸がずれる

上而平面形は円形
頂

続
部は尖

起
頭
は

型て叩l 面1 を削 り そ い だ肩張 り
按 突 方形

上面平面形 は胴張 り 隅丸方形
頂部は圭頭型で側面 を削 り そ い だ肩 張 り
接続突起は方形

上
昔
面

r，
平
は

面形は胴張 り 隅丸方形
頂 圭頭型で側面 を 削 り そ い だ肩 張 り
接続突起は方形
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備 考
一
凝

括
灰

資
岩

料
製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩 製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

ー括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩 製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩 製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
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一括資料
凝灰岩 製
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第25表 五輪士謹E察表(2)

No 種 別 器 種 法 量

375 五 輪 塔 空 風 輪
風
空輸

輪
幅
幅

一 19 . 8四
1 8 . 3咽

器
瀞

高
幅

一 22 . 7冊
- 2 . 8cm 

376 五 輪 塔 空 風 翰 空輸幅 一 1 5 . 6cm
風輪幅 一 1 5 . 0cm
器
構

高
幅

一 20 . 9叩
- 1 . 3咽

377 五 輪 塔 空 風 輪 空
風諭

輸幅一 1 7 . 3cm
幅 16 . 3叩

器高 一 20 . 3cm
構幅 0 . 5岨

378 五 輪 塔 空 風 輪 空輸幅 一 1 8 . 2叩
風輪幅 一 16 . 9叩
器高 27 . 1叩
講幅 一 1 . 5cm

379 五 輪 塔 空 風 輪 空輸幅 一 1 8 . 0cm
風輪幅 一 1 5 . 8cm
器高 一 21 . 3cm
溝幅 一 2 . 0cm

380 五 輪 塔 空 風 輪 空輸幅 一 17 . 9cm
風
器

輪
高

幅 一 1 6 . 5cm
- 21 . 0cm 

構幅 一 1 . 5cm

381 五 輪 塔 空 風 輪 空輸幅 一 17 . 2cm
風
器

輪
高

幅 一 1 7 . 8cm
19 . 3cm 

構幅 一 1 . 8cm

382 五 輪 塔 空 風 輪 空輸幅 一 19 . 2cm
風輪幅 一 1 9 . 0cm
器高 20 . 4cm 
議幅 一 2 目 l叩

383 五 輪 塔 空 風 輪 空輸幅 一20 . 6叩
風輪幅 一20 . 0cm
器高 -21 . 6crn
議幅 一0. 5cm

384 五 輪 塔 空 風 輪 空輸幅一21 . 4cm
風輪幅 -21 . 2c皿
器高 一 18 . 3咽
構幅 一 1 . 5四

385 五 輪 塔 空 風 輪 空輸幅 一20 . 9佃
風
器

輸
高

幅 一 22 . 8cm
27 . 4crn 

議幅 - O . Ocrn

386 五 輪 塔 空 風 輸 空輸幅 一 1 9 . 4叩
風輪幅 一 19 . 2cm
器高 - 23 . 0cm
議幅 一 1 . 1cm

387 五 輪 塔 空 風 輪 空輸幅 一20 . 8cm
風輪幅 一 1 9 . 4佃

溝
器高

幅
- 24 . 5咽
- 2 . 4四

388 五 輪 塔 空 風 輪 空輸幅 一 1 6 . 7cm
風輪幅 一 1 6 . 2cm
器高 一 1 3 . 7咽
議幅一 l . 4cm

389 五 輪 塔 火 輪 火輪幅 一36 . 0cm
火輪厚 ー 1 7 . 2cm
軒厚 - 5 . 7cm
ロ孔径一7 . 5cm

390 五 輪 塔 火 輪 火輪幅 一33 . 0cm
火
軒

輪
厚

厚 ー 1 9 . 4cm
- 6 . 5cm 

口孔径一6 . 5叩

391 五 輪 塔 火 輪 火輪幅 一28. 2cm
火輪厚 ー 1 7 . 8cm
軒厚 ー 5 . 5cm
口孔径一6 . 0cm

392 五 輪 塔 火 輪 火輪
厚
幅一29 . 1cm

火輪 一 14 . 0cm
事干厚 - 5 . 8cm
日干し径 一 10 . 9cm

形 態 及 び 技 法 の 特 徴

上面平面形は 円形
頂部は圭頭型で側 面 を 削 り そ い だ肩 張 り
接続突起は方形

上面平面形 は胴張 り 隅丸長方形
頂部は尖頭型で側面 を 削 り そ い だ肩 張 り
接続突起は長方形

上面平面形は 円形
頂部は圭頭型で側面 を 削 り そ い だ肩 張 り
接続突起は方形

上面平面形は 胴張 り 隅丸方形
頂部は圭頭型で側面 を 削 り そ い だ肩 張 り
接続突起は方形

上面平面形は胴張 り 隅丸長方形
頂部は圭頭裂で側 面 を 削 り そ い だ肩 張 り
接続突起断面形は不明

上面平面形 は胴張 り 隅丸長方形
頂部

続突
は 円頭型で側面 を 削 り そ い だ肩 張 り

接 起は方形で、 輸がずれ る

上面平面形 は円形
頂部は 円頭型で腰張 句
接続突起は方形

上面平面形 は円形
頂部は 円頭型で側面 を 削 り そ い だ肩 張 り
接続突起は無い

上面平面形は 円形
頂部は圭頭裂で腰張 り
接続突起は方形

上国平面形は 円形
頂部は 円頭型で胴張 り
接続突起は 方形

上面平面形は 円形
頂
接

部
続突

は 円
起

頭型で胴張 り
は方形か

上面平面形 は 円形

接
頂部

続突
は

起
円�.li型で胴張 り

は方形か

上面平面形は胴張 り 隅丸長方形
頂部は 円頭型で腰張 り
接続突起の痕跡あ り

上面平面形は 円形
頂部は 円頭型で腰張 り
接続突起は方形

厚型で、 平面形は方形
軒 を 持 ち 、 そ り 有 り
口孔を持ち 、 その平面形 は方形

厚型で、 平面形は方形
軒 を持 ち 、 そ り 有 り
口 孔 を 持 ち 、 そ の平面形 は方形

厚型で、 平面形は方形
軒 を 持 ち 、 そ り 有 り
口 孔 を 持 ち 、 その平面形は方形

薄型で、 平面形
り 有

は方形
軒 を 持 ち 、 そ り
口孔を持ち 、 その平面形は円形
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備 考
ー括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

ー括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

凝
一括

灰
資
岩

料
製



第26表 五輪t鮭E察表(3)

No 種 別 器 種 法 量 形 態 及 び 技 法 の 特 徴 備 考
393 五 輪 塔 火 輪 火輪個 -29 . 5cm 4 面に 党字有 り

凝一
括
灰

資
岩

料
製火輪厚 26 . 5cm 厚型で、 平面形は方形

軒厚 -8. 3cm 軒 を 持 ち 、 そ り 有 り
口孔径一9 . 5cm 口 孔 を 持 ち 、 そ の平面形 は方形

394 五 輪 塔 火 輪 火輪幅 28 . 3cm 厚型で、 平面形は方形 一箔資料火輪厚 ー 1 7 . 4cm 軒 を 持 ち 、 そ り 有 り 凝灰岩製軒厚 -6. 9cm 口 孔 を 持 ち 、 その平面形は方形
口孔径 一8 . 5cm

395 五 輪 塔 火 輪 火輪 幅 一31 . 6cm 薄型で、 平面形は方形 一括資料火輪厚 ー 13 . 6cm 軒 を持 ち 、 そ り 有 り 凝灰岩製軒厚 - 6 . 2cm 口 孔 を 持 ち 、 その平面形 は方形
口孔径 一 8 . 0cm

396 五 輪 塔 水 輪 上面径 一23 . 6cm 4 面に党字 を 彫 り 、 墨で塗る 一括
灰資岩

料下面径 一24 . 0cm 厚手で、 平面形は楕円形 凝 製最大径 一32 . 0cm 納骨孔は無 し
厚 さ 23 . 6叩

397 五 輪 塔 水 輪 上面径 一 1 9 . 2cm 厚手で、 平面形は円形 一括資料
下面径 一 1 7 . 4cm 納骨孔は無 し 凝灰岩製
最大径 29 . 2cm 
厚 さ ー 19 . 2crn

398 五 輪 塔 水 翰 上面径 一26 . 3cm 厚手で、 平商形は円形 一括資料
下面径

f圭
24 . 2cm 納骨孔は無 し 凝灰岩製

最大 -33 . 8叩
厚 さ ー 1 9 . 6cm

399 五 輪 塔 水 輪 上面径 一 1 9 . 1cm 厚手で、 平面形は や や楕円形 一括資料
下面径 1 6 . 8cm 納骨孔は無 し 凝灰岩製
最大径一26 . 7cm
厚 さ 18 . 2冊

400 五 輪 塔 水 輸 上面径 一21 . 4cm 薄手で、 平面形は円形 一括資料
下面径 20. 7cm や や歪み有 り 凝灰岩製
最大径 一25 . 2cm 納骨孔は無 し
厚 さ ー 1 1 . 5cm 

401 五 輪 塔 水 輪 上面径 一 24 . 0cm 厚手で、 平面形は 円形 一括資料
下面径一21 . 4cm や や傾 き 有 り 凝灰岩製
最大径一29 . 2cm 納骨孔は無 し
厚 さ ー 16 . 8cm

402 五 輪 塔 水 輪 上面径 一20 . 5cm 厚手で、 平面形は円形 一括資料
下面径 1 9 . 6cm 納骨孔は無 し 凝灰岩製
最大径 一27 . 3咽
厚 さ ー 15 . 3cm

403 五 輪 塔 水 翰 上面径 一20 . 4cm 厚手で、 平面形は円形 一括資料
下面径一21 . 4cm 納骨孔は無 し 凝灰岩製
最大径一26 . 7cm
厚 さ ー 1 5 . 3咽

404 五 輪 塔 水 輪 上面径 一 1 7 . 0cm 厚手で、 平面形は円形 一括資料
下面径 一 1 9 . 1cm 納骨孔は無 し 凝灰岩製
最大径 一26 . 2cm 上面は ケ ズ リ 後粗 〈 仕上げる
厚 さ ー 14 . 6cm

405 五 輪 塔 水 輪 上面径 一 17 . 0cm 厚手で 、 平面形は円形 一括資料
下面径 1 4 . 2cm 納骨孔は無 し 凝灰岩製
最大径 一 24 . 2cm
厚 さ ー 15 . 3佃

406 五 輪 塔 水 輪 上面径 一22 . 2cm 厚手で、 平面形は円形 一括資料
下面径一22 . 1cm 納骨孔 は無 し 凝灰岩製
最大径一30 . 4cm
厚 さ ー 15 . 9叩

407 五 輪 塔 水 輪 上面径 一 1 8 . 5cm 薄手で、 平面形は円形 一括資料
下面径 一 1 8 . 4叩 納骨孔は無 し 凝灰岩製
最大径 一 25 . 8cm 上面に ケ ズ リ 痕跡
厚 さ ー 12 . 7cm

408 五 輪 塔 水 輪 上面径 一22 . 5叩 薄手で、 平面形は円形 一括資料
下面径 一21 . 3crn 納骨孔は無 し 凝灰岩製
最大径一31 . 3叩 風化が激 し い
厚 さ ー 12 . 9cm

409 五 輪 塔 水 輸 上面径一25 . 1cm 薄手で、 平商形は円形 一括資料
下面径一21 . 0cm 納骨孔は無 し 凝灰岩製
最大径 一28 . 4cm 風化が激 し い
厚 さ - 13 . 5cm

410 五 輪 塔 水 輪 上面径 一 17 . 島m 薄手で、 平面形は 円形 一括
灰

資
岩

料
下面径一 18 . 2叩 肩 が張 る 凝 製
最大径 一23 . 4cm 納骨孔は無 し
厚 さ ー 1 l . 2cm 風化が激 し い
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第27表 五輪士鶴見察表(4 )

No 種 別 器 種

4 1 1  五 輪 塔 水 輪

412 五 輪 塔 水 輪

413 五 輪 塔 水 輪

414 五 輪 塔 水 輪

415 五 輪 塔 水 輪

416 五 輪 塔 水 輪

417 五 輪 塔 水 輪

418 五 輪 塔 水 輪

419 五 輪 塔 水 輸

420 五 輪 塔 地 輪

421 五 輪 塔 地 輸

422 五 輪 塔 地 輪

423 五 輪 塔 地 輪

424 五 輪 塔 地 輪

法 量

上面径一 1 1 . 9叩
下面径一 1 2 . 9咽
最大径 一20 . 6叩
厚 さ ー 12 . 3cm

上面径 一21 . 7cm 
下面径 1 8 . 5cm 
最大径一25 . 4cm
厚 さ - l l . l cm

上面径 一 1 8 . 4cm
下面径一 1 6 . 8cm
最大径 一24 . &m
厚 さ ー 1 1 . 5叩

上面径一 1 5 . 2cm
下面径 一 1 3 . 4叩
最大径 一21 . 2cm
厚 さ ー 1 0 . 2咽

上面径 8 . 6cm 
下蘭径一 1 1 . Ocm 
最大径 1 9 . 7叩
厚 さ ー 10 . 4cm

上面径一 1 8 . 7叩
下面径一 1 6 . 8cm
最大径 24 . &m 
厚 さ ー 12 . 5cm

上面径 一 1 9 . 2cm
下面径 21 . 5cm 
最大径 一 26 . 8cm
厚 さ - 1 1 . 7叩

上面径 一 1 7 . Ocm
下面径一 1 6 . 4cm
最大径 一22 . 6cm
厚 さ 1 1 . 5cm 

上面径一 1 7 . 4cm
下面径 20 . 6cm 
最大径 一28. 2cm
厚 さ 1O . 0cm 

一辺 - 33 . 0cm
厚 さ 14 . 8cm 
俵大幅-33 . 2cm
最大厚 - 1 5 . 5cm

一辺 - 30 . 4cm
厚
最

さ 16 . 5cm 
大幅 31 . 28cm

最大厚ー 1 7 . 5cm

一辺 - 28 . 6cm
厚 さ ー 12 . 5佃
最大幅 一29 . 2cm
最大厚 ー 1 3 . 8cm

一辺一28 . 6cm
厚 さ 21 . 0cm 
最大幅 一30 . 5cm
最大厚 -21 . 2cm

一辺 - 25 . 2cm
厚 さ ー 1O . 0cm
最大幅一25 . 5cm
最大厚 ー 1 O . 0cm

形 態 及 び 技 法 の 特 徴

小型で薄
き

手
を 持

、 平面形は円形
や や傾 つ
納骨孔は無 し

i事手で、 平面形は円形
屑が張 る
納骨孔は無 し

薄手で、 平面形は円形
納骨孔は無 し

小型で薄手 、 平面形は円形
納骨孔は無 し

小型で薄手、 平面形 は円形
納骨孔は無 し
上位及 び下位に面取 り を 施す

薄手で、 平面形は円形
納骨孔は無 し

薄手で、 平面形は 円形
納骨孔は無 し

薄手で、 平面形は隅 丸方形
納骨孔は無 し

薄手で、 平面形は円形
肩 が張 る
納骨孔 を 有 し 、 そ の平面形は 方形

厚手で、 平面形は方形
受部は無 し

厚
受

手で、 平面形は方形
部は無 し

i事手で、 平面形は方形
受部は無 し

厚手で、 平面形は方形
方形の受部 を 有 し 、 一辺19cm、 深 さ 4 . 0cm を 測 る

薄手で、 平面形は方形
受部は無 し

- 1 18 -

備 考
一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製

一緒資料
凝灰岩製

一括資料
凝灰岩製
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第77図 一括造物実測図(3 )
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第2B表 一括遺物観察委(1 )

No 種 別 器 種 法 量

425 土師器 杯 口 径 一 不明
底径一 7 . 0叩
器高 一 不明

426 土師器 杯 口 径 一 不明
底径 一 7 . 3叩
器高 一 不明

427 土師器 皿 口 径 一 不明
底径 一 6 . 0四
器高 一 不明

428 土師器 皿 口 径 一 (8 . 4cm)
底径一 5 . 7叩
器高 一 (1 . 2叩)

429 土師器 均: 口 径 一 不明
底径 一4. 4cm
器高 ー不明

430 土師器 杯 口 径 一 (9 . 3cml
底径 一 (5 . 9咽)
器高 - 3 . 0佃

431 土師器 均: 口 径 一 不明
底
器

径
高

一 3 . 6叩
一不明

432 土師器 坪 口 径 一 不明
底径 一 2 . 8咽
器高 一 不明

433 土師器 杯
底
口 径

径
一 不明
- 5 . 4咽

器高 一不明

434 瓦 器 す り 鉢 口 径 一 不明
底径 一 不明
器高 一不明

435 瓦 器 す り 鉢 口 径 一 不明
底
器

径
高

一不明
一 不明

436 瓦 器 す り 鉢 口 径 一 不明
底径 一不明
器高 一 不明

437 瓦 器 す り 鉢 口 径 一 不明
底径一 不明
器高 一 不明

438 瓦 器 す り 鉢 口 径 一 不明
底径 一 不明
器高 ー不明

439 瓦 器 す り 鉢 口 径 一 不明
底径 一 不明
器高 一 不明

440 瓦 器 す り 鉢 口 径 一 不
(1

明
底径一 1 . 8阻)
器高 一 不明

441 瓦 器 鉢 口 径 一 不明
底径 一 (18 . 0咽)
器高 一 不明

442 瓦 器 鉢 口 径 一 不明
底
器

径
高

一 (1 8 . 0叩)
一不明

形 態 の 特 徴

底
体

部
部

は 中
内

央
湾

がや や く ほむ
は し て 立 ち 上が り 、

口縁部 に 至 る
底部か ら体部に か けて段 を 持
'つ

底部 は 中央がや や く 13:"む
体部 は 内湾 し て 立 ち上が り ロ
縁
底

部
部

に 至 る
か ら 体部に かけて段 を 持

'つ

底部 は 平 ら
体部 は わずかに 内 湾 し て 開 き

底
ロ縁

部
部 に 至 る
か ら 体部に かけて段 を持

'つ

底部 は 厚 〈 、 平 ら
体制1 は わずかに内湾 し て 聞 き

底
ロ縁

部
部 に至 り 、 口 唇部は薄い
か ら体部に か けて段 を 持

'つ

底部 は厚 〈 、 平 ら
体部 は す る ど く 屈 曲 し て 立 ち
上が り 、

体
口 縁

部
部
に

に至る
底部か ら かけて わずか
に 面取 り を 施す

底部 は 平 ら
体部 は 屈 曲 し て 開 き 、 口縁部
は や や膨 ら む

小型で 、 底部は平 ら
体部 は 屈 曲 し て 聞 き 、 口縁部
に 至 る

小型で 、 底部は平 ら
体部 は 屈 曲 し て 聞 き 、 口縁部
に 至 る

小型で
屈
、 底部 は 凹 凸が激 し い

休部 は 曲 して 聞 き 、 口縁部
に 至 る

注 ぎ 口 のみ残存

口縁部か ら 体部 に かけ て の み
残
口

存
縁部は と がる

底
存
沈線

部か ら体部にかけてのみ残

は太 〈 深い

口縁部か ら {宇都 に かけて のみ
残存
口唇部は水平、 体部の厚 さ は
不均一

ロ縁部 か ら 体部 に かけて の み
残存

部
口 唇

の
部
厚

はや
不
や

均
丸み を お び、 体

さ は ー

残
ロ縁

存
部 か ら 体部 にかけてのみ

口縁部 に い く に し た が っ て 厚
み を 増す

存
底部か ら 体部に か けて のみ残

体部の 厚 さ は不均一

ロ縁部 か ら 体部 にかけてのみ
残存 し 、 直線的 に 立 ち 上がる
ロ縁部は一段厚み を増す

口縁部か ら 体部 に かけて の み
残
口

存
縁

し 、 直線的 に 立 ち 上がる
部 に ゆ る い突帯 を 持つ

技 法 の 特 徴

内外面 は ろ く ろ に よ る ナ デ調整
底部は糸切 り

内外面 は ナ デ調整
底部は糸切 り

内外面 は ナ デ調整
底部は糸切 り

内外面はナデ調整
底部は糸切 り

内外面 は ナ デ調整で 、 内 面 は 凹 凸が見 ら れ る
底部は糸切 り

内外面は ろ く ろ に よ る ナ デ調整で、 内 面 は 凹 凸
が見 ら れ る
磨耗が激 し い た め 、 底部 は 糸 切 り かへ ら 切 り か
は不明

内外面 は ナ デ調整
底部は糸切 り 痕 を ナ デで消 し て い る

内外面 は ナ デ調整
底部は糸切 り

内外面 は ナ デ調整
底部は糸切 り 後ナ デ

内面は刷毛 目 調整後 、 7 本セ ッ ト の 沈線 を 施す
外面 は ナ デ調整

内面は横ナデ後、 6 本セ ッ ト の沈線 を 施す
外面 は多方向 の ナ デ調整

内面は ナ デ後
沈
、

線
5 本

を
セ ッ ト の沈線 を 施す

内面底部 に も 施す
外面 は多方向 の ナ デ調整

内面はへ ら状工具に よ る 検 ナ デ後、 5 本セ ッ ト
の沈線 を 施す
外面は押圧後、 多方向 の ナ デ調 整

内面はへ ら 状工具に よ る 横 ナ デ後、 6 本セ ッ ト
の沈線 を 施す
外面 は押圧後、 多方向の ナ デ調獲

内 面 は ナ デ後、 5 本 セ 7 ト の沈線 を 施 す
外面 は押圧後、 横ナ デ調整

内
外

面
面

は
押
ナ デ後、 6 本 セ ッ ト の沈線 を 施す

は 庄後、 ナ デ調整

内面 と も ナ デ調整

内外面 と も ナ デ調整

- 1 22 -

胎土 ・ 色調 ・ 焼成 備 考
胎土 ー 砂粒 を 含む 一括
焼成 ー 不 良
色調 ー 糧色

胎土 ー 砂粒 を 含 む 一括
焼成 一不良
色調 ー にぷ い燈色

胎土 ー 微砂粒 を 含 一括
む

焼成 ー や や 良
色調 ー 櫨色

胎土 ー 微砂粒 を 少 一括
量含む

焼成 ー や や 良
色調 ー にぶ い橿色

胎土 ー 砂粧 を 少量 一括
含む

焼成 ー や や 良
色調 ー にぶ い糧色

胎土 ー 砂粒 を 含 む 一括
焼成 一 不 良
色調 ー 燈色

胎土 ー 砂粒 を 含 む 一括
焼成 ー やや 良
色調 ー にぷ い糧色

胎土 ー 砂粧 を 含 む 一括
焼成 一 不 良
色調 一 種色

胎士 一 砂粒 を 含 む 一括
焼成 ー 不 良
色調 一 種色

胎士 一 密 一括
焼成 一 良
色調 ー 禍灰色

胎土 ー 砂糖 を 含 む 一括
焼成 ー や や 良
色調 - j実赤樫色
外面 は灰黄褐色

胎土 ー 密 一括
焼成 一 良
色調 ー 褐灰色

胎土 ー 密 一括
焼成 一 良
色調 一橋灰色

胎土 ー 密 一 括
焼成 一 良
色調 ー 褐灰色

胎
焼

土
成

ー密 一指
一 良

色調 ー灰色

胎土 ー 密 一括
焼成 一 良
色調 ー 灰色

胎土 ー 密 一括
焼成 一 良
色調 ー に ぷ い橿色

胎土 ー 密 一括
焼成 一 良
色調 ー にぷ い糧色



第29表 一括遺物観察表(2)

No 種 別 器 種 i去 量

443 瓦 器 鉢
底
口径

径
不
(1 2

明
2cm) 

器高 一不明

444 窯道具 チ ャ ツ 口 径 6 . 9cm 
底径 5 . 2cm 
器高 - 2 . 4叩

445 窯道具 チ ャ ツ 口 径 一 3 . 6cm
底径一 4 . 8cm
器商 ー 1 . 8cm

446 窯道具 チ ャ ツ 口 径 不明
底径 一4 . 1 cm
器高 一 不明

447 青 磁 鉢 口 径 一 (23 . 4cm)
底径 不明
器商 ー不明

448 磁 器 碗 口 径 一 8 . 2cm
底径 一4 目 。叩
器高 - 4 . 5cm

449 青 磁 碗 口 径 一 不明
底径一不明
器高 不明

450 青 磁 碗 口 径 不明
底径 一 不明
器高 不明

451 陶 器 灯火具 上皿 口 径
5 . 8cm 

下皿 口 径 一
7 . 6cm 

底径一4 . 2cm
器高 一 3 . 4cm

452 磁 器 皿 口 径 一 不明
高台

高
径 一 3 . 6咽

器 一 不明

453 磁 器 皿 高台径 9 . 2cm 
底径 一 3 . 8cm
器高 - 2 . 5cm

454 磁 器 碗 高台径 一 不 明
底径 一 5 . 6cm
器高 不明

455 磁 器 碗 高台径一
(6 . 6cm) 

底径 一4. 2cm
器高 - 6 . 1 cm

形 態 の 特 徴

ロ縁部か ら 体部 に かけて の み
残存 し 、 直線的 に やや 開 き な
が ら 立 ち上がる
底部か ら体部に かけて 、 明確
な面取 り を 施す

体部 は 内湾 し て 立 ち 上が り 、
口縁部 に い た り 、 口唇部は丸
み を お びる
底部 は 平 ら で、 中央がやや く
11'む

体部 は 内湾気味 に 立 ち 上が り
ロ縁部 に 至 る
見込 中央は盛 り 上がる
底部 中 央 は く ぽむ

体部 は 内湾気味 に 聞 き 、 口 縁
部 に 至 る
見込 中 央 は盛 り 上が り 、 底部
に は他個体の紬が付着す る

体部 は ゆ る やか に 聞 き 、 口 縁
部は外反 し 、 さ ら に屈 曲 し 立
ち上がる

底部か ら 体部に か けて 屈 曲 し
体部 は ほ ぼ垂直 に 立 ち 上が り
口 唇部 は と がる
高 台 は幅広 で、 畳付は と がる

ロ縁部か ら 体部 に かけての破
片
口唇部は丸み を お びる

口縁部 か ら 体部 に かけての破
片
口唇部は丸み を お ぴる

底部 は 平 ら で、 下皿は外反 し
て 開 き 、 口 縁部 は 内傾 し 、 さ
ら に上皿は外反 し て 開 き 、 口
唇部 は やや と がる
見込 中央は突起す る

体部 は ゆ る や か に 内湾 し て 開
き 、 口 縁

短
部
〈

に至 る
高台 は 、 や や外反す る
畳付外面は 面取 り を 施 し 、 や
や丸み を お びる

体部 は ゆ る やか に 内湾 し て 開
き 、 口 縁部 に 至 る
高台は短 く ほ ぼ垂直に の び、
畳付 は ほ ぼ平 ら で、 その内面
中央は く ぽむ

体部 は ゆ る やか に 内湾 し て 立
ち 上が り 、 口縁部 に 至 る

技 法 の 特 徴

内外面 と も ナ デ調整

内外面 と も ろ く ろ に よ る 回転 ナ テ調整
底部は糸切 り
内外面に 自 然粕が付着す る

内外面 と も ろ く ろ に よ る 回転ナデ調整
底部は糸切 り

内外面 と も ろ く ろ に よ る 回転ナ デ調 整
内 面 に は紬 を 施 し 、 外面底部 に も 部分的 に 袖 が
付着す る

内面 に連弁状の 文様 を持つ

内外面 に 紬 を 施すが、 高台内面及 び 口 唇部 内 面
は無施粕
見込 は 白 の縞文様

外面 に は不明の文様 を描 く

外国 に は 連弁 を 描 く

内外面 と も ろ く ろ に よ る 回転ナ テ調整
上皿内外面及 び下皿内面 に は薄 く 紬 を 施 し 、 下
皿外面及 び底部 に は 一部紬カ刊す着す る
底部は糸切 り

内外面 と も ろ く ろ に よ る 回転ナ デ調整
内外面に 紬 を 施 し 、 畳付 は紬 を か き 取 る
体部内面 に染付 を描 き 、 見込は蛇 / 目 状に 粘土
を 塗布す る

内外面 と も ろ く ろ に よ る 回転ナ テ調 整
内外面に紬 を 施 し 、 畳付 は紬 を か き 取 る
体部内面及 び見込に 染付 を 搭 き 、 見込は蛇 ノ 日
状 に 粘土 を塗布する

内外面 と も ろ く ろ に よ る 回転ナ デ調整
内外面 に 紬 を 施 し 、 畳付 に は他個体の粘土が付

高台 は厚 く 、 ほ ほ垂直 に の び、 着す る
見込 に は 5 個 の 目 跡カ苛量 る畳付 は ほ ぼ平 ら で 、 その内面

に は砂が付着す る 見込に は傘の絵 を 染付す る

体
ち

部
上

は ゆ る やか に 内
至
湾 して 立 内外面 に 利 を 施 し、 畳付 は柚 を か き 取 る

が り 、 口縁部に り 、 や 休部外面 に は梅花文 を描 き 高台部に は l 条 の 圏
や内傾 し 、 口唇部 は と がる 線 を め ぐ ら す
高台 は やや 聞 き 気味に の ぴ、 高台中央 に は 「有国 登泉」 の銘あ り
畳付 は 丸み を お びる

- 1 23 -

胎土 ・ 色調 ・ 焼成 備 考
胎土 ー 密 一括
焼成 一 良
色調 ー にぶ い赤褐

色

胎土 ー 密 一括
焼成 良
色調
胎土 ー 黒灰 色

色粕 - 8音茶縄

胎土 ー 密 一括
焼減 一 良
色調 ー 灰職色

胎土 ー 密 一括
焼成 一 良
色調 ー 黒灰色

胎土 ー 密 一括
焼成 一 良
色調 一 粒 は 緑灰 色
胎土 は 灰 白 色

胎土 ー 密 一括
焼成i 一 良
色調 - l由 は 灰 白 色
胎土 は 灰 白 色

飴土 ー 密 ー括
焼成 一 良
色調 ー 紬 は 青 白 色
胎土 は灰 オ リ ー プ

胎土 ー 密 一括
焼成 一 良
色調 ー 紬 は 深緑色
胎土 は胎土は青灰

色

胎土 ー 密 一括
焼成 一 良
色調 -f由 は 茶灰 色
胎土 は 明茶色

胎土 ー 密 一括
焼成 一 良 肥前系
色調 - f由 は 透明 1 8 C 中 頃
胎土 は 灰 白 色 - 18 C 末
呉須 はi農青色

胎土 ー 密 ー括
焼成 一 良 肥前系
色調 ー 紬 は透明 18 C 中 頃
胎土 は 灰 白 色 一 18 C 末
呉須 は 濃紺色

胎士 一 密 一括
焼成 一 良 肥前系
色調 ー 紬 は透明 19 C 
胎土 は 灰 白 色
呉須 は紺色

胎土 ー 密 一括
焼成 一 良 肥前系
色調 ー 粕 は 透明 明治以降
胎土 は 白 色
呉須 は 紺青 色



第 3 節 ま と め

今 回 の 調 査で堀 跡及 び 土塁 の確認 を 前節 で報告 し た が、 堀 跡 の 平 面 的 規模、 立体的規模、 そ れ に 付 随 す る

土塁等 を 考 え る と 、 外敵 か ら の 防御 施設 と 判 断す る のが適 当 で あ ろ う 。 こ の 万年寺遺跡 は 以 前 か ら 中 世寺 院

跡 と 伝 え ら れて い た が、 す ぐ隣接す る 松 岡 屋 敷跡 か ら 、 豪族 の居館跡 と す る 施設 等 の 確 認 は 出 来 な か っ た(ど

そ の 規模も 小規模で あ っ た こ と か ら 、 本来 こ の 地 に 居館 を 構 え て おり 、 以後居館 を 移転す る 際、 当 地 に 松 岡

家 の 菩提寺 (万 年寺) が聞 か れ た と 解す る ほ う が 自 然 で あ ろ う 。

また 、 こ の 堀 跡 の 中 か ら は 、 中 世 か ら 近世 に 至 る 多量の遺物が廃棄 さ れ た 状態 で 出 土 し た 。 中 世 の青磁 を

は じめ 、 す り 鉢 や火舎等 の 瓦質土器、 近世 の肥前系 の磁器 や在地 の 陶 器類 、 さ ら に は ハ マ 、 ト チ ン 、 チ ャ ツ

サ ヤ 等 の 窯 道 具 も 多量 に 出 土し た 。

調 査期 間 中 は 、 こ れ ら 陶磁器 の 出 土を 消 費 地 と し て 、 生産地 と の 関 連 及 び流通経 路等 を 念 頭に おい て い た

が整理 作業 の 段 階 で専 門 調 査員 (人 吉市文化課和 田 氏) の指導 に よ り 、 窯 道 具 の 多量 の 出 土 と そ の 出 土状況

等 か ら 、 2 号堀跡が物原 的 性格 を も 兼 ね 、 付 近 に 窯 跡 が存在す る 可 能 性が高 い こ と を 指摘 さ れ た守 陶 器類

に つ い て は 、 消 費 地遺跡的性格 か ら 生産地遺跡的性格 と い う 観点への転換 を 行い 、 整理 作業 を 進 め た 。

以下陶磁器 に つ い て 述べ て み た い 。

1 染付につ い て

2 号堀跡か ら 多 量 の 染付が出 土し た こ と は前に 述べ た が、 そ の 大半 は肥前系 の 染付 が 占 め て い る こ と で あ

る 。 在地系 の磁器 も 僅 か に 見 ら れ る が、 整理 作業 の 時点 で専 門調査員 に 指摘 を 受 け た こ と も 含 め て 、 特徴的

な こ と が ら を こ こ で 述べ て み る こ と に す る 。

1820年 一 幕 末 に 比定 さ れ る 肥前系 の 端 反碗 (286 ・ 292 ・ 293) 、 江戸 時代 後期 に 比定 さ れ る 碗 (276) 、 18世

紀 中 葉 - 18世紀末 に 比定 さ れ る 染付皿 (317 ・ 3 18 ・ 452 ・ 453) の 見込部 分を 観察 し て に る と 、 重ね焼 き を 行

う 場合 は 軸着 を 防 ぐた め の技法 と し て 、 蛇 ノ 目 紬 ハ ギ を 施す例 は 肥前を 含 め 各 地 の 窯 で 行わ れ て い る が、 上

記 の 染付 は 紬 を は ぎ取 る 代 わ り に 、 蛇 ノ 目 状 に 白 土 を 塗 り つ け柚着 を 防 ぐ技法 を 用 い て い る 。 在 地 の 窯 の 特

殊 な 技法 で あ ろ う か 、 そ の 窯 跡 の 所在 は現段階 に おい て は 不 明 で あ る 。 また 肥前系 の碗 (301 ・ 308 ・ 3 13 ・ 454)

の 見 込 み 部 分に 、 脚 付 ハ マ の痕跡が 目 跡状 に 残存 し 、 そ の脚 数 は 3 - 5 個で あ る 。 また 、 脚付ハ マ 自 体 も 2

号堀 跡 か ら 出 土し て い る こ と か ら 、 隣接地 に おい て 磁器の生産 も 行わ れ て い た 可 能 性 も 否定 で き な い 。 資料

不 足で あ る た め 、 磁器生 産 の技法及 び磁器窯 の存在 を 断定す る に は 無理があ り 、 今後 の 資 料 の 増 加 と 窯跡、 の

発 見 に 期待 し 、 当 地 に おけ る 陶磁器の生産流通の解明がな さ れ る こ と を 、 今後の 課題 に し て い か な け れ ばな

ら な い で あ ろ う 。

2 朝妻焼につ い て

朝妻焼 は 、 染付 の 皿 (第 59図 300) が出 土し て おり 、 見 込 に 手書 き の 五弁花、 体部 内 面 に は 笹文 を 描 き 、

高 台 内面 中 央 に 「朝」 の文字 を 染付 し て い る 。 さ ら に 本報告 に は 紹 介で き な か っ た が、 他 に l 点 同様 の 皿 が

確認で き た 。 こ れ は 、 久 留 米 市 で確認 さ れ た朝妻窯跡南物原 出 土の 染付皿 と 、 文様形態 、 見 込 の 五弁花 、 高

台 内 面 の 「朝」 の 染付 と どれ を と っ て も 非常 に 類似 し て い る 守

朝妻焼 は 、 18世紀前半 の 正徳 ・ 亨保年問、 六代藩主有 馬 則 維 の 命 に よ り 、 肥前か ら 陶工 を 招 き 操業 を 行っ
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た 久留 米 藩 の 御用 窯 で あ り 、 平成 4 年 に 宅地造成 に 伴 う 物原 の 緊急発掘調査 と 、 窯 本体 の 確認調査が行 わ れ

て い る 守 朝委焼の特徴 と し て 、 高 台 内 に 「朝」 の銘 を 記す 点 が挙 げ ら れ る 。

出 土例 で は 、 三瀦郡 や 小郡 市 、 遠 く は東京 や 神 奈川 で も 確認 さ れ て い る が、 こ れ ら は 、 す べ て 久留米藩域

内 で あ り 、 藩域外で の 出 土例 は 無 い と さ れ て い る 。 今回万年寺遺跡か ら の 出 土 は 藩域以外 と い う 点 で 、 朝妻

焼 の 流通等で重要 な 意 味 を 持つ も の で あ ろ う 。

3 高 田焼について

前 述 し た 2 号堀 跡 に 投棄 さ れ た 陶磁器類 と 、 そ れ に 伴 い 出 土 し た 多量 か っ 各 種 の 窯 道 具 、 ハ マ に 紬 着 し た

陶 器等 か ら 窯 跡 の 存在 は容易 に 理解 で き る し 、 窯跡が万年寺遺跡 の 隣接地 に 所在す る こ と は 間 違 い な い と 思

わ れ る 。

高 田 焼 は 八代焼 ・ 平 山 焼 と も 呼 ばれ、・ 御 用 窯 と し て 保護 さ れ て き た 。 高 田 焼 は 朝 鮮 か ら 渡来 し 、 肥前 の 上

野焼 を お こ し た 陶工尊構 (上野喜蔵) に よ っ て 八代市奈良木町 に 窯 を 聞 き 、 1660年 に は 平 山 の 地 に 窯 を 移転

さ せ て い る 。 奈 良 木窯 当 時 の胎土 は 平 山 窯 に 比べて か な り 粗 く 、 粕 も 青色 ・ 青黒色 ・ 茶褐 色 ・ ね ず み 色 ・ な

ま こ 色 で あ る 。 唐津焼 の 影響 を 受 け て お り 、 器形 も 唐津焼 に 類似 し た も の も 多 い と い わ れ 、 技法 も 平 山 窯 に

な る と 底部 に 渦 文 が見 れ る よ う に な り 、 し だ い に 力 強 く 深 く な っ て い く 守

万年寺遺跡 出 土 の 高 田 焼 を み て み る と 、 形態 ・ 粕 ・ 技法 の 変化が僅 か な が ら 見 え て く る 。 今 回 出 土 し た 高

田 焼 を 、 こ れ ら の 変化 を も と に 分類 を 試み る こ と に し た 。

I 類 ( 奈 良木窯か ら 平 山 に 開 窯す る 時期 )

碗 a 胎土 は粗 〈 、 内外面 に は黒色紬 を 施 し 、 高 台 は 高 く そ の 内 面 は 削 り 出 し で 、 渦 文 は 見 ら れ な い 。

見 込 み に 蛇 ノ 目 軸ハ ギ を 施す も の も あ る 。 (未掲載)

碗 b 胎土 は 粗 〈 、 内 外面 に は 白 土 を 刷 毛 に よ り 渦状 に 塗布 し 、 高 台 内 面 は 削 り 出 し 後 ナ デ調 整 を 行 い

中 央が尖 る 。 (未掲載)

碗 c 胎土 は 粗 く 、 内外面 及 び高 台 内 面 に も 紬 を 施す 。 (232)

皿 器形 は唐津焼 に 類似す る 。 高台 内面 に は 渦文が見 ら れ る が、 後 に ナ デ を 施 し て い る 。 紬 は 黒 褐 色 、

青緑色 があ る 。 (未掲載)

E 類 ( な ま こ 軸 を 施 し 、 青色紬掛 け の も の )

器形が多種 に お よ び、 大 型 製 品 も 製作す る 。 碗 の 高 台 内 面 に は 渦文が見 ら れ る が、 そ の 渦 文 は あ ま い 。

油査 (206) 、 大型 鉢 ( 197) 、 大型皿 ( 175) 、 碗 (232 ・ 235 ) 、 水差 (1 65 ) 、 灯 火具 (1 67)

E 類 (規格 の統一化)

成形の特徴 と し て 、 高 台 内 面 の 渦文 は あ ま く 、 指で押 さ え た も の 。 象依 を 持 た な い 。

碗 (23 1 ・ 226 )

百 類 (秘 の 開 発 、 透 明 紬)

白 土 を 刷 毛 に よ り 、 渦 文状 に 塗布 し 、 紬 は 透明 に 近 く 器面 は な め ら か 、 高 台 内 部 は 中 央部 の み に 明確 な

渦文。 胎土 も き め 細 か に な る 。

碗 (225)

V 類 (象献技法 の 確 立 の 前 段 階 、 沈線で文様 を 施す段階)

皿 の 器形 は 唐 津 に 類 似 し 、 高 台 内 部 は 中 央部の み 渦 文が明確

血 (248 ・ 265 ・ 268)

刊 類 ( 象依技法が確立 さ れ る 時期 、 1688年 以 降)
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線刻 ・ ス タ ン プ に 白 色 又 は黒色粘土 を う め て 、 象献 を 施す時期 で 、 器種 は 碗 を 中 心 に 皿 ・ 徳利 ・ 小型碗

蓋等 多 種 に 及 ぶ 。 高 台 内 部 の 渦文 は き わ め て シ ャ ー プで あ る 。

碗 (2 16 ・ 2 17 ・ 2 19 ・ 220 ・ 22 1 ・ 222 ・ 223 ・ 227 ・ 228) 、 皿 (269 ・ 270) 、 徳利 (255) 、 蓋 (256) 、 小型

碗 (218 ・ 224 ・ 240 ・ 241 ・ 244)

V1I 類 (高台底部 に 刻 印 を 施 し 、 渦文が無 い も の 、 紬 を 施す段階)

象僚 を 施 し 、 紬 が茶褐色 を 呈す る も の も 出 現す る 。

碗 (230 ・ 242)

以上 2 号堀 跡 か ら 出 土 し た 高 田 焼 の 分類 を 確認で き る 範囲 で試 み た が、 遺構別 ・ 層 序 別 の確認が不 可 能 で

あ っ た こ と 、 窯本体の調査で は な か っ た こ と か ら 、 無理 な 点 も あ ろ う か と 思 わ れ る 。 平 山 窯 時代 の 高 田 焼 の

時 期 的 変 遷 ・ 編年等試案 と 受 け止 め て い た だ け れ ば幸 い で あ る 。 本報告 に 掲 載 出 来 な か っ た 資料 を 含め て 再

検討 を 行 い 、 さ ら に 資料が増加 し 、 窯 本体の調査が実施 さ れ 、 さ ら に 高 田 焼 の編年等 の研究が進展 す る こ と

を 期 待 し て 、 ま と め と し た い 。

( 1 ) 園 村辰実他 「松 岡 屋敷跡 ・ 平 山 瓦窯跡」 熊本県埋蔵文化財調 査報告第 150集 1995 熊 本 県 教 育 委

員 会

( 2 ) 人吉市教育委員 会文化課 和 田 好史氏 よ り 、 染付 の 窯 、 年代等 の指導 を う け た 。 ま た 、 窯道具 の 出 土等

の 事実 か ら 、 窯跡本体の存在、 高 田 焼 の 器種及 ぴ製作技法 の 変 選 、 平 山 窯 変遷等貴重 な 助 言 を い た だ い
マ 司.， 、 。

( 3 ) 久留米市教育委員 会水原道範氏の御教示 に よ る 。

( 4 ) 大石 昇 「朝妻 に つ い て 」 第 7 回 九州 近世 陶磁器学会資料 1997 

( 5 ) 河原 正彦 「九州 の 陶 器諸窯 一 八代 一 」 世界陶磁全集 7 小学館 1980 
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図版 1

( 上. 遺跡近景 東よ り ， 中 . 1 号弥生土墳， 下. 3 号弥生土墳 )



図版 2

( 上. 4 号弥生土墳 ， 中 . 5 号弥生土墳， 下. 1 号土坑確認状況 )



図版 3

( 上. 1 号土坑完掘， 中 . 2 号土坑， 下 . 3 号土 坑 )
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図版 5

(上. 7 号土坑， 中 . 8 号土坑， 下. 9 号土坑 )



図版 6

( 上. 1 0号土坑， 中 . 1 1 号土抗， 下 . 1 3号土坑 )



図版 7

( 上. 1 4号土坑， 中 . 1 5号土坑， 下. 1 6号土坑 )



図版 8

( 上 . 1 7号土坑， 中 . 1 8号土坑， 下. 1 9号土坑)



図版 9

( 上 . 20号土坑， 中 . 2 1 号土坑， 下. 22号土坑 )



図版1 0

( 上. 23号土坑， 中 . 24号土坑， 下 . 25号士坑)



図版1 1

( 上. 26号土坑， 中 . 27号土坑， 下. 28号土坑 )



図版1 2

( 上. 29号土坑， 中 . 30号土坑， 下. 31 号土坑)



図版1 3

( 上 . 32号土坑， 中 . 33号土坑， 下 . 34号土坑 )



図版1 4

( 上. 35号土坑， 中 . 36号土坑， 下 . 37号土坑 )



図版1 5

( 上 . 38号土坑， 中 . 39号土坑， 下 . 1 号土墳墓 )
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図版1 7

( 上. 5 号土壌墓， 中 . 6 号土墳墓 ， 下 . 7 号土壌墓 )



図版1 8

( 上 . 8 号土壌墓， 中 . 9 号土墳墓， 下. 1 0号土墳墓 )



図版1 9

(上. 1 1 号土壌墓， 中 . 1 2号土墳墓， 下 . 1 3号士墳墓 )



図版20

( 上. 1 4号土壌墓， 中 . 1 5号土壌墓， 下 . 1 6号土墳墓 )



図版21

( 上 . 1 7号土墳墓， 中 . 1 8号土墳墓 ， 下 . 20号土壌墓)



図版22

( 上. 21 号土墳墓， 中 . 22号土壌墓， 下 . 23号土壌墓)



図版23

(上. 1 号堀 跡 ， 中 . 2 号堀跡北西断面， 下. 2 号堀跡中央断面)



図版24

( 上. 2 号堀跡忍び土塁断面， 中 . 発掘調 査風景 ， 下. 人 骨 実測風景 )
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 163集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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 なお、熊本県文化財保護協会が底本を頒布している場合があります。詳しく

は熊本県文化財保護協会にお問い合わせください。 

   熊本県文化財保護協会 

     URL：http://www.kumamoto-bunho.jp/


